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1 運転する前に 運転するまでに必要となる操作、ご注意が説明してあります。

2 運転するときに 走行、停止の方法や安全運転の方法が説明してあります。
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ITOPC153

ヘッドライト（ハイビーム） P. 191

イラスト目次 外観

方向指示灯 P. 174

フロントフォグライト＊ P. 194

方向指示灯 P. 174

ヘッドライト（ロービーム） P. 191

ボンネット P. 334

車幅灯 P. 191

フロントワイパー P. 196

ドアミラー P. 96

ムーンルーフ＊ P. 104

補助確認装置＊ P. 99



7

L/C200

ITOPC154

タイヤ
●ローテーション P. 331
●交換 P. 387

尾灯 P. 191

バックドア P. 45

ドア P. 40
給油口 P. 109

リヤウインドウデフォッガー P. 285

リヤワイパー P. 201

方向指示灯 P. 174

番号灯 P. 191

リヤフォグライト＊ P. 194

：車両型式などで異なる装備やオプション装備
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A

パワーウインドウ
スイッチ P. 101

イラスト目次 室内

シートベルト P. 82

助手席SRS
エアバッグ P. 125

運転席SRSエアバッグ P. 125

ヘッドレスト P. 77

フロントシート
P. 55

グローブボックス
P. 295

SRSサイドエアバッグ
P. 125

アームレスト＊
P. 318

フロアマット
 P. 319

セカンドシート P. 58

コンソールボックス P. 296
クールボックス＊ P. 304

リヤエアコン＊ P. 280

灰皿 P. 310

サードシート＊ P. 58

イラストは8人乗り車で代表しています。
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インナーミラー P. 94

A

サンバイザー P. 306

バニティミラー＊ P. 307

SRSカーテンシールドエアバッグ P. 125

ヘルプネットスイッチパネル＊※

侵入・傾斜センサーOFFスイッチ＊ P. 118

オーバーヘッドコンソールボックス＊ P. 297

インテリアライト＊ P. 290

インテリアライト P. 290

パーソナルライト＊ P. 292

：車両型式などで異なる装備やオプション装備
※：別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。

ムーンルーフスイッチ＊ P. 104

リヤシートエンターテイメントシステム＊※

セキュリティカメラ＊ P. 117

コートフック＊ P. 317

パーソナルライト＊ P. 292

インテリアライト
 P. 290



10

L/C200

ITIPC107

ドアロックスイッチ P. 40

ウインドウロックスイッチ P. 101

パワーウインドウスイッチ P. 101

イラスト目次 室内

B

ロックレバー P. 40

ドライビングポジション
メモリースイッチ＊ P. 73
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ITIPC108c

シフトレバー P. 169

シフトロック解除ボタン P. 404

クロールコントロールスイッチ P. 244

シートヒータースイッチ＊ P. 315

ECT パターンセレクトスイッチ P. 170

：車両型式などで異なる装備やオプション装備
※：別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。

灰皿 P. 310

シガレットライター P. 311

アクセサリーソケット P. 312

パーキングブレーキレバー P. 175

減衰力切り替えスイッチ＊ P. 237

車高切り替えスイッチ／
車高制御スイッチ＊ P. 228

AUX／USB端子＊※
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B

A

D
C

ITIPC116c

フロントワイパー＆ウォッシャー
スイッチ P. 196

リヤワイパー＆ウォッシャー
スイッチ P. 201

イラスト目次 インストルメントパネル

ライトスイッチ P. 191
方向指示レバー P. 174

フォグライトスイッチ＊ P. 194

メーター P. 177
マルチインフォメーション
ディスプレイ＊ P. 187

オーディオスイッチ※1
ボンネットオープナー P. 334

給油口オープナー P. 109プリクラッシュブレーキ
OFFスイッチ＊ P. 256

運転席SRS ニーエアバッグ
P. 125

チルトステアリングレバー／
テレスコピックステアリングレバー・
ハンドル位置調整スイッチ P. 91

助手席SRS ニーエアバッグ P. 125

ホーン P. 176
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00
H

M

ITOPC139a

A

助手席シートベルト非着用警告灯 P. 184

フロントワイパーデアイサー
スイッチ＊ P. 287

非常点滅灯スイッチ P. 369

セキュリティ表示灯
P. 113, 115

リヤウインドウ
デフォッガースイッチ P. 285

時計 P. 308

ナビゲーションシステム非装着車

エアコン※2
P. 268

 外気温度表示
 P. 309

：車両型式などで異なる装備やオプション装備
※1：別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。
※2：イラストは前後左右独立温度コントロールオートエアコンで代表しています。
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イラスト目次 インストルメントパネル

A

オーディオ※

エアコン※

非常点滅灯スイッチ P. 369

ナビゲーションシステム※
時計※ 

ナビゲーションシステム装着車

外気温度表示※

セキュリティ表示灯
P. 113, 115

助手席シートベルト非着用警告灯 P. 184
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A

電話スイッチ※

Aタイプ

：車両型式などで異なる装備やオプション装備
※：別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。

DISP スイッチ
P. 188

クルーズコントロールスイッチ＊ P. 204

車間距離切り替え
スイッチ P. 208

B

DISPスイッチ
P. 188

レーダークルーズコントロールスイッチ P. 208

トークスイッチ＊※

電話スイッチ＊※

トークスイッチ※

Bタイプ



16

L/C200

イラスト目次 インストルメントパネル

エンジン（イグニッション）
スイッチ P. 165

ワイドビューモニタースイッチ＊※

センターデフロックスイッチ P. 238

VSC OFF スイッチ P. 249

トランスファースイッチ P. 238
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D

：車両型式などで異なる装備やオプション装備
※：別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。

表示切り替え、トリップメーター
リセットスイッチ＊ P. 177

メーター照度調整ダイヤル＊ P. 182

ドアミラー調整／格納＊スイッチ P. 97

RSCA OFF スイッチ P. 135

手動光軸調整ダイヤル P. 192

クリアランスソナースイッチ＊ P. 218

ETC＊※

カードホルダー＊ P. 302

パワーバックドアスイッチ＊ P. 45

パワーバックドアメインスイッチ＊ P. 45

ヘッドライトクリーナースイッチ＊ P. 203
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イラスト目次 ラゲージルーム

背もたれ引き起こしハンドル＊ P. 64, 69

三角表示板等
収納スペース P. 321

工具 P. 388

ジャッキ P. 389

パワーバックドアクローズスイッチ＊ P. 46

イラストは8人乗り車で代表しています。
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サードシート格納
スイッチ＊ P. 68

サードシート背もたれ
前倒しスイッチ＊ P. 67

スペースアップロック
解除レバー＊ P. 64, 69

：車両型式などで異なる装備やオプション装備

A
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知っておいていただきたいこと

本書の内容について

本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。
そのため、お客様のお車にはない装備の説明が記載されている場合があります。
また、車の仕様変更により、内容がお車と一致しない場合がありますのでご了承
ください。

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて
は、その商品に付属の取扱説明書をお読みください。

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し
ない場合があります。

違法改造について

● トヨタが国土交通省に届け出をした部品以外のものを装着すると、違法改造
になることがあります。

● 車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない
部品を装着すると、故障の原因となったり、事故を起こし、重大な傷害を受
けるおそれがあり危険です。

● ハンドルの改造は絶対にしないでください。ハンドルにはSRSエアバッグが
内蔵されているため、不適切に扱うと、正常に作動しなくなったり、誤って
ふくらみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

● 次の場合はトヨタ販売店にご相談ください。

･ タイヤ・ディスクホイール・ホイール取り付けナットの交換
異なった種類や指定以外のものを使用すると、走行に悪影響をおよぼした
り、違法改造になることがあります。

･ 電装品・無線機などの取り付け、取りはずし
電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなが
るおそれがあり危険です。

● フロントガラス、および運転席・助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透
明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげるばかりでな
く、違法改造につながるおそれがあります。
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運転についてのご注意

他の車や歩行者など、周囲の状況に常に注意を払い、安全運転を心がけてくだ
さい。

酒気帯び運転は絶対しないでください。お酒を飲むと注意力と判断力がにぶり、
思いがけない事故を引き起こすおそれがあります。また、眠気をもよおす薬を
飲んだときも運転を控えてください。

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の
状況などへの注意が不十分になり、大変危険です。ハンズフリー以外の自動車
電話や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。

お子さまを乗せるときは

お子さまを車の中に残したままにしないでください。車内が高温になって熱射病
や脱水症状になり、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

また、お子さまが車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター・
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思いがけない事故により最悪
の場合死亡につながるおそれがあり危険です。

お車にお子さまを乗せる場合は、お子さまの安全を確保するための注意事項や
チャイルドシートの取り付け方などをまとめた、「チャイルドシートの取り付け」
（ P. 146）をお読みください。

保証および点検について

保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています
ので、併せてお読みください。

日常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施してください。
(法律で義務付けられています )
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本書の中の表示について

警告・注意・知識について

イラスト内の表示について

警告

ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命の危険または、重大な
傷害につながるおそれがあります。お客様自身と周囲の人々への危険を避けたり
減少させたりするため必ずお読みください。

注意

ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損
につながるおそれや、正しい性能を確保できない場合があります。

知識

機能の説明や操作方法の説明以外で知っておいていただきたいこと、知っておく
と便利なことを説明しています。

セーフティーシンボル

“してはいけません”“このようにしないでください”“このようなこと
を起こさないでください”という意味を表しています。

操作を示す矢印

スイッチなどの操作（押す、まわすなど）
を示しています。

操作後の作動（フタが開くなど）を示して
います。

ITIPC118
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1-1. キーの取扱い

キー

メカニカルキーを使うには

メカニカルキーを取り出す
使用後はもとにもどし、電子キーと一
緒に携帯してください。電子キーの電
池が切れたときや、スマートエント
リー＆スタートシステムが正常に作
動しないとき、メカニカルキーが必要
になります。（ P. 407）

お客様へ以下のキーをお渡しします。

電子キー※

･ スマートエントリー＆スター
トシステムの作動（ P. 26）

･ ワイヤレス機能の作動
（ P. 38）

メカニカルキー
キーナンバープレート
※イラストはパワーバックドア装
着車のキーで代表しています。

ITI11C006
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1-1. キーの取扱い
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知識

■キーナンバープレート

車内以外の安全な場所（財布の中など）に保管してください。万一キーを紛失
した場合、トヨタ販売店でキーナンバーから新しいキーが作製できます。
（ P. 405）

■航空機に乗るときは

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航空機内で電子キーのスイッチを押さな
いでください。また、かばんなどに保管する場合でも、簡単にスイッチが押さ
れないように保管してください。スイッチが押されると電波が発信され、航空
機の運行に支障をおよぼすおそれがあります。

注意

■電子キーの故障を防ぐために

●電子キーに衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所にさらしたり、ぬら
したりしないでください。

●電子キーを磁気のあるものに近付けたり、電磁波を遮断するものをキー表面に
貼り付けたりしないでください。

■電子キーについて

電子キーは電波法の認証に適合しています。必ず次のことをお守りください。

●電池交換時以外は、不用意に分解しないでください。分解・改造したものを使
用することは法律で禁止されています。

●必ず日本国内でご使用ください。
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L/C200

1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

スマートエントリー＆スタートシステム

電子キーをポケットなどに携帯するだけで以下の操作がおこなえま
す。（必ず運転者が携帯してください）

ドアの解錠・施錠 （ P. 27）
ドアの解錠・施錠 （ P. 28）
エンジンの始動 （ P. 165）

ITI12C087a
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた
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ドアの解錠・施錠

ドアハンドル

ハンドルを握って解錠する
ハンドル裏面のセンサー部に確実に
ふれてください。

● ドアが解錠されたことを確認して
から、ドアハンドルを引いてくだ
さい。

● 施錠操作後、約3秒間は解錠できま
せん。

ロックスイッチを押して施錠する
ロックスイッチの操作でドアガラス・
ムーンルーフを閉じられるように設
定を変更できます（AX、ZX のみ）。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

ITI12C089
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

L/C200

バックドア

バックドアオープンスイッチを押
して解錠する
施錠操作後、約 3 秒間は解錠できま
せん。

バックドアロックスイッチを押し
て施錠する
ロックスイッチの操作でドアガラス・
ムーンルーフを閉じられるように設
定を変更できます（AX、ZX のみ）。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

ITI12C091a

ITI12C090a
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた
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アンテナの位置と作動範囲

■アンテナの位置
車外アンテナ
車内アンテナ
ラゲージルーム外アンテナ

■作動範囲（電子キーの検知エリア）
:ドアの施錠・解錠時

各ドアハンドルから周囲約70 cm
以内で電子キーを携帯している場
合に作動します。

:エンジン始動時またはモー
ド切り替え時

車内で電子キーを携帯している
場合に作動します。

3 2 1 2 1 2

ITY12C075

ITY12C022a
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

L/C200

知識

■作動の合図

ブザーと非常点滅灯の点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回）

■解錠ドアの切り替え機能

ワイヤレスリモコンを使用して、スマートエントリー＆スタートシステムで解
錠できるドアの設定を切り替えることができます。

“エンジン スタート ストップ” スイッチをOFFにする

オートアラームの侵入・傾斜センサー＊を停止する（操作中のオートア
ラーム誤作動防止）（ P. 115)

電子キー表面のインジケーターが点滅していないのを確認後、
ボタンと同時に、 ボタンまたは ボタン（パワーバックドア
装着車のみ）のいずれかを約５秒間押し続ける

設定をおこなうごとに以下のように設定が切り替わります。（続けて切り替え操
作をおこなう場合は、ボタンから手を離したあと、５秒以上間隔をあけてから

 をおこなってください）

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

マルチインフォメー
ションディスプレイ＊ 解錠できるドア ブザー音

運転席のドアハンドルを握る
と運転席のみ解錠

車外：“ピピッ”（3回）
車内：“ポーン”（１回）

運転席以外のドアハンドルを
握ると全席解錠

いずれかのドアハンドルを握
ると全席解錠

車外：“ピピッ”（2回）
車内：“ポーン”（１回）
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた
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ワイヤレスリモコンでドアを解錠し、いずれかのドアを開ける
 ボタンを押して30秒以内にドアを開けなかった場合は、ドア

が再び施錠されオートアラームが設定されます。
オートアラームが作動し、警報が鳴ってしまったときは、作動を停止
する操作をおこなってください。（ P. 116)

■半ドア警告ブザー

ドアが完全に閉まっていない状態で、ドアを施錠しようとすると、ブザーが鳴
ります。ドアを完全に閉めてからもう一度施錠してください。

■オートアラームについて

スマートエントリー＆スタートシステムで施錠すると、オートアラームが設定
されます。（ P. 115）

■節電機能

電子キーの電池と車両のバッテリー保護のため、以下の状況ではスマートエン
トリー＆スタートシステムを停止します。

●30日以上スマートエントリー＆スタートシステムを使用しなかった

●車両の外約1 m以内に電子キーを10分以上放置した

以下のいずれかの操作をおこなうと、スマートエントリー＆スタートシステム
が復帰します。

●ドアハンドル上のロックスイッチで施錠する

●ワイヤレス機能で施錠・解錠する（ P. 38）

●メカニカルキーで施錠・解錠する（ P. 407）
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた
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■電池の消耗について

●電池の標準的な寿命は1～2年です（電子キーを使用しなくても電池は消耗
します）。スマートエントリー＆スタートシステムやワイヤレス機能が作動
しなかったり、作動範囲が狭くなったりする場合は、電池が消耗している可
能性があります。新しい電池に交換してください。（ P. 361）

●電池残量が少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音が鳴りま
す。（ P. 34）

●電池の著しい消耗を防ぐため、以下のような磁気を発生する電化製品の約1 m
以内に電子キーを置かないでください。

･ テレビ
･ パソコン
･ 充電中の携帯電話やコードレス式電話機
･ 電気スタンド

■システムを正しく作動させるために

電子キーを必ず携帯したうえで作動させてください。また、車外から操作する
場合は電子キーを車両に近付けすぎないようにしてください。
作動時の電子キーの位置や持ち方によっては、電子キーが正しく検知されず、シ
ステムが正しく作動しないことがあります。（警報が鳴ったり、キー閉じ込み防
止機能が働かないこともあります）

■長期間運転しないときは

盗難防止のため、電子キーを車両から2 m以上離しておいてください。

■解錠操作のセキュリティ機能

解錠操作後、約 30 秒以内にドアを開けなかったときは盗難防止のため、自動
的に施錠されます。
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた
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■ご留意いただきたいこと

●電子キーが作動範囲内（検知エリア内）にあっても、以下のような場合は正
しく作動しないことがあります。

･ ドアの施錠・解錠時に電子キーがドアガラスやドアハンドルに近付きすぎ
る、または地面の近くや高い場所にある場合
･ バックドアの施錠・解錠時に電子キーがリヤバンパー中央に近付きすぎ
る、または地面の近くや高い場所にある場合
･ エンジン始動時またはモード切り替え時に電子キーがインストルメント
パネル上やフロア上、またはグローブボックス内などに置かれていた場合

●電子キーが作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人以外でも施錠・
解錠できます。

●車外でもドアガラスに近い位置に電子キーがあるときは、エンジン始動が可
能になる場合があります。

●洗車や大雨などでドアハンドルに大量の水がかかると、電子キーが作動範囲
内にある場合、ドアが解錠することがあります。（ドアの開閉操作がなけれ
ば約30秒後に自動的に施錠されます）

●手袋を装着していると、ドアハンドルを握っても解錠されない場合がありま
す。

●車両に近い位置に電子キーがあるときにワイヤレス機能などで施錠をおこ
なうと、スマートエントリー＆スタートシステムによる解錠ができなくなる
ことがあります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します）

●作動範囲（ P. 29）への急な接近や、急なドアハンドル操作をしたときは、
ドアが解錠されないことがあります。その場合は、一度ドアハンドルをもと
の位置にもどして、再度、解錠操作をしてください。
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた
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■警告音と警告表示について

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を防ぐため、車内や車外で警告音が鳴っ
たり、マルチインフォメーションディスプレイ＊に警告が表示されることがあり
ます。以下に従い適切に対処してください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

警告音 状況 対処方法

車外から“ピー”
と2 秒間鳴る

車内に電子キーを置いたまま、
スマートエントリー＆スタート
システムでドアを施錠しようと
した

車内から電子キーを取り
出したあと、再度施錠し
てください。

車外から“ピー”
と60 秒間鳴る

“エンジン スタート ストップ” 
スイッチをOFF にせずに、電子
キーを外に持ち出してドアを施
錠しようとした

“エンジン スタート ス
トップ” スイッチをOFF 
にしたあと、再度施錠し
てください。

車外から“ピー”
と10 秒間鳴る

いずれかのドアが開いていると
きにスマートエントリー＆ス
タートシステムで施錠しようと
した

全ドアを閉めたあと、再
度施錠してください。

車内から“ポー
ン、ポーン”と鳴
り続ける

運転席ドアが開いている状態で
“エンジン スタート ストップ” 
スイッチをアクセサリーモード
にした（アクセサリーモードの
とき運転席ドアを開いた）

“エンジン スタート ス
トップ” スイッチをOFF 
にしたあと、運転席ドア
を閉めてください。

運転席ドアが開いている状態で
“エンジン スタート ストップ” 
スイッチをOFFにした

運転席ドアを閉めてくだ
さい。
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※１ オプティトロンメーター装着車は、メーター内のマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されます。

※2 電子キーが車内にあってもエンジンが始動しない場合は、電池が切れているか
電波の状況が悪い可能性があります。（ P. 37)

警告音 状況 対処方法

車内から“ピー”
と鳴り続ける※１

“エンジン スタート ストップ” 
スイッチがイグニッションON 
モードまたはアクセサリーモー
ドのとき、シフトレバーをP以
外の位置にしたままドアを開け
て外に出ようとした

シフトレバーをPに入
れ、“エンジン スタート
ストップ”スイッチを
OFFにしてください。

車内・車外から
“ピー”と鳴り続
ける※１

“エンジン スタート ストップ” 
スイッチがイグニッションON 
モードまたはアクセサリーモー
ドのとき、シフトレバーをP以
外の位置にしたまま電子キーを
持ち出して運転席ドアを閉めた

シフトレバーをPに入
れ、“エンジン スタート
ストップ”スイッチを
OFFにしたあと、運転席
ドアを閉めてください。

車内から
“ポーン”と１回
鳴る※１

電子キーの電池が残り少ない 電子キーの電池を交換し
てください。

電子キーを携帯していないか、
電子キーが正常に作動しない状
態でエンジンをかけようとした

電子キーを携帯してエンジ
ンをかけてください。※２

車内から“ポー
ン”と１回鳴る

車外から“ピー、
ピー、ピー”と３
回鳴る※１

“エンジン スタート ストップ” 
スイッチをOFFにせずに電子
キーを外に持ち出して運転席ド
アを閉めた

“エンジン スタート ス
トップ” スイッチをOFF
にしたあと、再度運転席
ドアを閉めてください。

“エンジン スタート ストップ” 
スイッチがOFFになっていな
いときに、同乗者が電子キーを
持ち出してドアを閉めた

電子キーを車内にもどし
てください。
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた
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■スマートエントリー＆スタートシステムが正常に働かないときは

●ドアの施錠・解錠： P. 407

●モードの切り替え／エンジンの始動： P. 407

■電池が切れたときは

P. 361

■販売店またはナビゲーション画面で設定可能な機能

スマートエントリー＆スタートシステムを非作動にするなどの変更ができま
す。（車両カスタマイズ機能一覧 P. 424）

警告

■電波がおよぼす影響についての警告

●植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている
方は、車内アンテナ・車外アンテナ（ P. 29）から約22 cm以内に近付か
ないようにしてください。電波により植え込み型心臓ペースメーカーおよび植
え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれがあります。

●植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器以外の医療用電気
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者な
どに事前に確認してください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え
るおそれがあります。

スマートエントリー＆スタートシステムを非作動にすることもできます。詳し
くはトヨタ販売店にお問い合わせください。



37

1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

注意

■機能が正常に働かないおそれのある状況

スマートエントリー＆スタートシステムは微弱な電波を使用しています。次の
ような場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエントリー＆ス
タートシステムやワイヤレス機能、エンジンイモビライザーシステムが正常に
作動しない場合があります。
（対処方法： P. 407）

●電子キーの電池が消耗しているとき

●近くにテレビ塔や発電所・ガソリンスタンド・放送局・大型ディスプレイ・空
港があるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとき

●無線機や携帯電話・コードレス式電話などの無線通信機器を携帯しているとき

●電子キーが金属製のものに接したり、覆われたりしているとき

●複数の電子キーが近くにあるとき

●電子キーを、以下のような電波を発信する製品と同時に携帯または使用してい
るとき

･ 他の車の電子キー
･ 電波式ワイヤレスリモコン
･ パソコン

●リヤウインドウガラスに金属を含むフィルムなどが貼ってあるとき
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ワイヤレスリモコン

知識

■作動の合図

ドア：ブザーと非常点滅灯の点滅で知らせます。（施錠は1 回、解錠は2 回）

パワーバックドア＊：ブザーと非常点滅灯の点滅（2回）で知らせます。
（ブザーは作動開始時に1回、作動中は断続的に鳴ります）

■半ドア警告ブザー

P. 31

■オートアラームについて

ワイヤレスリモコンで施錠するとオートアラームが設定されます。（ P. 115）

■電池の消耗について

P. 32

ドアを施錠・解錠できます。

全ドア施錠
全ドア解錠
パワーバックドア開閉＊

（約1秒長押し）

ワイヤレスリモコンの操作でドア
ガラス・ムーンルーフを開閉でき
るように設定を変更できます
（AX、ZX のみ）。詳しくはトヨタ
販売店にご相談ください。

1

3

2

ITI12C105

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

運
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L/C200

■解錠操作のセキュリティ機能

P. 32

■電池が切れたときは

P. 361

■パワーバックドア＊の反転作動について

作動中に再度ワイヤレスリモコンのスイッチを押すと、反転作動に切り替わり
ます。ただし、自動開閉作動が開始して約 1 秒間は、再度ワイヤレスリモコン
のスイッチを押しても反転作動に切り替わりません。

■パワーバックドア＊の開閉について

施錠されている状態でもパワーバックドアを開けることができます（ワンモー
ション）。この場合、バックドアを閉めても施錠されないため、もう一度施錠操
作をおこなってください。

■販売店またはナビゲーション画面で設定可能な機能

ワイヤレス機能を非作動にするなどの変更ができます。
（車両カスタマイズ機能一覧 P. 424）

注意

■機能が正常に働かないおそれのある状況

P. 37

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

L/C200

ドア（フロントドア、リヤドア）

スマートエントリー＆スタートシステムやワイヤレス機能、ドアロッ
クスイッチを使って施錠・解錠できます。

■スマートエントリー＆スタートシステム
P. 26

■ワイヤレス機能
P. 38

■ドアロックスイッチ
全ドア施錠
全ドア解錠

■ロックレバー
施錠
解錠

運転席ドアは、ロックレバーが施
錠側になっていても、車内のドア
ハンドルを引くと開けられます。
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

運
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1

L/C200

キーを使わずに外側からフロント席ドアを施錠するときは

ロックレバーを施錠側にする
ドアハンドルを引いたままドアを閉める
“エンジン スタート ストップ” スイッチがアクセサリーモードまたはイグ
ニッションONモードのときや、車内に電子キーが放置されているときは施
錠されません。
電子キーの位置によっては、キーが正しく検知されずに施錠される場合があ
ります。

チャイルドプロテクター

施錠側にすると、リヤ席ドアが内
側から開かなくなります
お子さまが内側からリヤ席ドアを開
けないようにできます。両側のリヤ席
ドアを施錠側にしてください。

ITY12C032
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

L/C200

オートドアロック・アンロック機能

以下の機能を設定・解除することができます。

機能 作動内容

シフト連動オートロック
エンジン回転中にシフトレバーをPから動かすと
全ドアが施錠されます。

シフト連動オートアンロック
シフトレバーをPに入れると全ドアが解錠されま
す。

車速感応オートロック
速度が20km/h 以上になると全ドアが施錠され
ます。

運転席ドア連動
オートアンロック

“エンジン スタート ストップ” スイッチをOFF
にしてから10秒以内に運転席ドアを開けると全
ドアが解錠されます。



43

1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

運
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1

L/C200

■設定・解除のしかた
以下の手順で、各機能の設定と解除が交互に切り替わります。

すべてのドアを閉め、“エンジン スタート ストップ” スイッチを
イグニッション ON モードにする（その後 20 秒以内に手順 2
をおこなう）

シフトレバーを P または N に入
れ、ドアロックスイッチの
または を約 5 秒間押して離
す
設定をおこなう機能によってシフト
レバーとスイッチの位置を以下の表
から選択します。
機能を解除するには、同じ手順をおこ
ないます。

設定または解除の切り替え操作が完了すると、すべてのドアが施錠された
あと、解錠されます。

ITY12C028a

機能 シフトレバーの位置 ドアロックスイッチの
位置

シフト連動オートロック

P

シフト連動オートアンロック

車速感応オートロック

N
運転席ドア連動
オートアンロック
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

L/C200

知識

■チャイルドプロテクター使用時のドアの開け方

ドアを解錠して車外のドアハンドルを引くと開きます。万一車内から開ける場
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車外のドアハンドルを引いてください。

■衝撃感知ドアロック解除システム

車が前後左右から強い衝撃を受けると、すべてのドアが解錠されます。衝撃の
度合いや事故の形態によっては作動しないことがあります。

■販売店またはナビゲーション画面で設定可能な機能

キー操作によって解錠されるドアの設定などを変更できます。
（車両カスタマイズ機能一覧 P. 424）

警告

■事故を防ぐために

運転中は以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、思いもよらずドアが開き、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●シートベルトを必ず使用する

●すべてのドアを施錠する

●すべてのドアを確実に閉める

●走行中はドア内側のドアハンドルを引かない
ドアが開き車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。とくに、運転席はロックレバーが施錠側に
なっていてもドアが開くため、注意してください。

●お子さまをリヤシートに乗せるときは、チャイルドプロテクターを使用して車
内からドアが開かないようにする

■ドアを開閉するときは

傾斜地・ドアと壁などのあいだが狭い場所・強風など、周囲の状況を確認し、予
期せぬ動きにも対処できるよう、ドアハンドルを確実に保持してドアを開閉し
てください。
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

1

L/C200

バックドア

以下の機能を使ってバックドアを施錠・解錠・開閉することができま
す。

■バックドアの施錠・解錠
スマートエントリー＆スタートシステム
P. 26

ワイヤレス機能
P. 38

ドアロックスイッチ
P. 40

■車外からバックドアを開けるには
バックドアオープンスイッチ・下側ドアハンドル

ロックを解除する
引き上げる

ハンドルを引く
バックドアの開閉後は、自動的に
施錠されません。お車から離れる
ときは、ドアを再度施錠してくだ
さい。

ワイヤレス機能（パワーバックドア装着車）
P. 38

ITY12C070
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

L/C200

パワーバックドアクローズスイッチ（パワーバックドア装着車）

スイッチを押す
バックドアが閉まる途中でスイッチ
を押すと、バックドアは再び開きま
す。

パワーバックドアを使用するときは（パワーバックドア装着車）

パワーバックドアメインスイッチ
をONにする

ON

ONにするとスイッチ上部のオレンジ
色のマークがあらわれます。

OFF

■車内からバックドアを開けるには（パワーバックドア装着車）

パワーバックドアスイッチを約
1秒長押しする
開閉作動中に再度スイッチを押す
と、反転作動します。
ただし、作動開始から約 1 秒間は
反転作動に切り替わりません。

ITI12C094a
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L/C200

知識

■パワーバックドアの作動可能条件（パワーバックドア装着車）

パワーバックドアメインスイッチが ON で、以下の作動条件をすべて満たして
いるときに、自動で開閉できます。

●パワーバックドアが解錠されている（閉作動を除く）

●下側バックドアが閉まっている（閉作動のみ）

●“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき
開作動するには上記に加え、車速が 3km/h 未満かつシフトレバーが P に
なっていること

■挟み込み防止機能（パワーバックドア装着車）

■バッテリーを再接続したときは（パワーバックドア装着車）

パワーバックドアを適切に作動させるために、下記の初期設定をおこなってく
ださい。

●ドアロックスイッチでドアを解錠する

●バックドアを手動で一度全閉にする

●上側バックドアの左右端部には、セン
サーが付いています。上側バックドアを
自動で閉めているときに、挟み込みなど
によりセンサーが押されると挟み込み防
止機能が作動し、その位置からドアは自
動的に反対方向に動き、全開位置で停止
します。

●上側バックドアを自動で閉めているとき
に、下側バックドアを開けると、バック
ドアは自動的に反対方向に動きます。

ITI12C096b

センサー
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1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

L/C200

■バックドアイージークローザー（パワーバックドア装着車）

上側または下側バックドアが半ドア状態になったとき、イージークローザーが
働き、バックドアが自動で閉まります。

●“エンジン スタート ストップ” スイッチがどのモードであっても、イージー
クローザーは作動します。

●イージークローザーが作動中でも、バックドアオープンスイッチや下側バッ
クドアのハンドルを操作してバックドアを開けることができます。

●下側バックドアのイージークローザーが作動するときはブザーが鳴ります。

■パワーバックドアの作動について（パワーバックドア装着車）

●作動開始時にブザーが鳴り、非常点滅灯が2回点滅します。また、開閉作動
中はブザーが断続的に鳴ります。

●パワーバックドアメインスイッチがOFFのときは、バックドアは自動で作動
しませんが、手動で開閉できます。

●バックドアが自動開閉中に、バックドアオープンスイッチを押すと、手動操
作に切り替わります。

●バックドア自動開閉中に、人や異物などにより異常を感知すると、ブザーが
鳴り、その位置から自動的にドアは反対方向に動きます。

●連続して2回以上の閉方向の異常を感知するとブザーが鳴り、手動操作に切
り替わります。
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■バックドアを閉めるときは

●上側バックドアを閉める前に下側バックドアが閉まっていることを確認し
てください。

■バックドアが開かないときは

P. 406

■販売店で設定可能な機能

スイッチ操作などの変更ができます。
（車両カスタマイズ機能一覧 P. 424）

●バックドアハンドルを持ってバックドア
を引き下げ、必ず外から押して閉めてく
ださい。

ITY12C071
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L/C200

警告

■走行中の警告

●走行中はバックドアを閉じてください。
開けたまま走行すると、バックドアが車外のものにあたったり荷物が投げ出さ
れたりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
また、排気ガスが車内に侵入し、重大な健康障害や死亡につながるおそれがあ
り危険です。走行する前に必ずバックドアが閉まっていることを確認してくだ
さい。

●走行前にバックドアが完全に閉まっていることを確認してください。バックド
アが完全に閉まっていないと、走行中にバックドアが突然開き、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

●ラゲージルームには絶対に人を乗せないでください。急ブレーキをかけたとき
や衝突したときなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあり危険です。

■お子さまを乗せているときは

以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあり危険です。

●ラゲージルームでお子さまを遊ばせないでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引き起こすおそれがあります。

●お子さまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。
不意にバックドアが作動したり、閉めるときに手・頭・首などを挟んだりする
おそれがあります。
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警告
。

■バックドアの操作にあたって

以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につながるおそれがあり
危険です。

●バックドアを開ける前に、バックドアに貼り付いた雪や氷などの重量物を取り
除いてください。開いたあとに重みでバックドアが落下するおそれがあります。

●バックドアを開閉するときは、十分に周囲の安全を確かめてください。

●人がいるときは、安全を確認し動かすことを知らせる「声かけ」をしてください。

●強風時の開閉には十分注意してください。
バックドアが風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれがあります。

●バックドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶら下がったりし
ないでください。
手を挟んだり、バックドアダンパーステーが破損したりして、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

●バックドアにトヨタ純正品以外のアクセサリー用品を取り付けないでくださ
い。バックドアの重量が重くなると、開いたあとに落ちるおそれがあります。

●半開状態で使用すると、バックドアが落
ちて重大な傷害を受けるおそれがありま
す。とくに傾斜地では、平坦な場所より
もバックドアの開閉がしにくく、急に
バックドアが開いたり閉じたりするおそ
れがあります。必ずバックドアが全開で
静止していることを確認して使用してく
ださい。

●バックドアを閉めるときは、指などを挟
まないよう十分注意してください。

●バックドアは必ず外から軽く押して閉め
てください。バックドアハンドルで直接
バックドアを閉めると、手や腕を挟むお
それがあります。

ITY12C043a
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L/C200

警告

■バックドアイージークローザーについて（パワーバックドア装着車）

●イージークローザーは、パワーバックドアメインスイッチがOFFであっても
作動するため、指などの挟み込みには十分注意してください。

■パワーバックドアについて（パワーバックドア装着車）

パワーバックドアの操作時は、以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●周囲の安全を確かめ、障害物がないか、身のまわりの品が挟み込まれる危険が
ないか確認してください。

●人がいるときは、作動させる前に安全を確認し、動かすことをしらせる「声か
け」をしてください。

●バックドアが自動で開いている途中でパワーバックドアスイッチを押すと、作
動が停止します。坂道などの傾斜地では、停止させたときに急に開いたり閉じ
たりするおそれがあるため、十分注意してください。

●自動開閉中に作動可能条件を満たさなくなったときは、ブザーが鳴り、作動が
停止し手動操作に切り替わる場合があります。
この場合、坂道などの傾斜地ではバックドアが不意に動き出すおそれがあるの
で十分注意してください。

●バックドアが半ドア状態になったとき、
イージークローザーが働き自動で完全に
閉まります。また、作動しはじめるまで
に数秒かかります。指などをバックドア
で挟まないように注意してください。骨
折など重大な傷害を受けるおそれがあり
危険です。
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警告

■パワーバックドアについて（パワーバックドア装着車）

●傾斜した場所では、自動で開いたあとにバックドアが落ちる場合があります。
バックドアは必ず全開で静止していることを確認してください。

●次のような場合、システムが異常と判断し自動作動が停止することがありま
す。手動作動に切り替わり、急にバックドアが落ちるなどして思わぬ事故につ
ながるおそれがあるため、十分に注意してください。

･ 自動作動中、障害物に干渉したとき
･ エンジン停止時でパワーバックドアが自動作動しているときに、“エンジ
ン スタート ストップ” スイッチをイグニッション ON モードにしたりエ
ンジンを始動したりして、バッテリー電圧が急に低下したとき

●バックドアにトヨタ純正品以外のアクセサリー用品を取り付けないでくださ
い。自動で作動できずにパワーバックドアが故障したり、開いたあとに落ちる
おそれがあります。

●タイヤ交換などをする際は、パワーバックドアメインスイッチをOFFにして
ください。OFFにしないと、いたずらや誤ってスイッチにふれたときにパワー
バックドアが動き、指や手などを挟んでけがをするおそれがあります。

■挟み込み防止機能（パワーバックドア装着車）

以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害につながるおそれがあり危険です。

●挟み込み防止機能を故意に作動させようとして、体の一部を挟んだりしないで
ください。

●挟み込み防止機能は、バックドアが完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな
い場合があります。指などを挟まないように注意してください。

●挟み込み防止機能は、挟まれるものの形状や挟まれ方によっては作動しない場
合があります。指などを挟まないように注意してください。
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L/C200

注意

■ダンパーステーについて

バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーが取り付けられてい
ます。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため次のことをお守りください。

■バックドアイージークローザーの故障を防ぐために（パワーバックドア装着車）

イージークローザーの作動中は、バックドアに無理な力をかけないでください。

■パワーバックドアの故障を防ぐために（パワーバックドア装着車）

●パワーバックドアを作動させる前に、凍結によるバックドアの貼り付きがない
ことを確認してください。バックドアに無理な力がかかっている状態で作動さ
せると、故障の原因になります。

●パワーバックドアの作動中は、バックドアに無理な力をかけないでください。

●バックドア左右端部のセンサーを刃物などの鋭利なもので傷付けないように
注意してください。センサーが切断されると自動で閉めることができなくなり
ます。

●ビニール片・ステッカー・粘着材などの
異物をステーのロッド部（棒部）に付着
させない

●ロッド部を軍手などでふれない

●バックドアにトヨタ純正品以外のアクセ
サリー用品を付けない

●ステーに手をかけたり、横方向に力をか
けたりしない

ITY12C046
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運
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1

L/C200

1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

フロントシート

■マニュアルシート
前後位置調整
リクライニング調整
シート全体の上下調整
（運転席）
クッション前端の上下調整
（運転席）
腰部硬さ調整（運転席）

2
13

4

5

ITY13C001
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

L/C200

アクティブヘッドレスト＊

背もたれに強い衝撃を受けると、
フロント席乗員のむち打ちの症状
を軽減させるためにヘッドレスト
が少し前方上側に動きます。

■パワーシート
前後位置調整
リクライニング調整
クッション前端の上下調整
シート全体の上下調整
腰部硬さ調整（運転席）
クッションの長さ調整＊

（運転席）

ITY13C033

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

知識

■アクティブヘッドレスト＊について

背もたれに弱い衝撃を受けてもヘッドレストが動く場合がありますが、故障で
はありません。

警告

■シート調整について

●シートが乗員や荷物にあたらないように注意してください。

●背もたれは必要以上に倒さないでください。
事故のときに体がシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな
ど生命にかかわる重大な傷害のおそれがあり危険です。

●マニュアルシート装着車は、シート調整後はシートが確実に固定されているこ
とを確認してください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

L/C200

リヤシート

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

■セカンドシート
Aタイプ

リクライニング調整
前後位置調整

Bタイプ

■サードシート＊

1

1

ITY13C008a
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

セカンドシートの格納、サードシート＊への乗り降り

サードシートへの乗り降りの際は、“セカンドシートの格納のしかた”の
 の操作をおこなってください。（ P. 60）

■セカンドシートを格納する前に

バックルを格納し、ヘッドレスト
をいちばん下まで下げる

シートベルトハンガーに外側席
シートベルトを格納し、プレート
をハンガー穴部に挿し込む
シートベルトが損傷するのを防ぎま
す。

使用するときはシートベルトがシー
トベルトハンガーにかかっていない
ことを確認します。

ITY13C011a

ITY13C013a

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

L/C200

■セカンドシートの格納のしかた

レバーを引く
背もたれが前に倒れ、シートがはね上
がります。

アシストグリップにフックをか
け、シートが動かなくなるよう固
定する
シートをもとにもどすときは、フック
を格納します。

シートクッション裏からシート
フックカバーを取りはずしシート
フックの位置に取り付ける
シートをもとにもどすときは、シート
フックカバーを取りはずし、もとの位
置に取り付けます。

ITY13C014a

ITY13C101a

ITY13C024
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

知識

■右側シートの背もたれが上がらないときは

背もたれを止まるところまで引き起こす

背もたれを少し下げてから再度引き起こす

ITY13C137a

ITY13C138a
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

L/C200

サードシートの格納（Aタイプ）＊

■サードシートを格納する前に

バックルを格納する

中央席のヘッドレストを格納する（ P. 80）

シートベルトハンガーに外側席
シートベルトを格納し、プレート
をハンガー穴部に挿し込む
シートベルトが損傷するのを防ぎます。

使用するときはシートベルトがシー
トベルトハンガーにかかっていない
ことを確認します。

中央席のシートベルトを格納する（ P. 84）

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

ITY13C018

ITY13C021a
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

■サードシートの格納のしかた

ヘッドレスト前倒しレバーを引い
て外側席ヘッドレストを倒す

レバーを操作して背もたれを倒す

インナーレッグロック解除レバー
を引く
シートがはね上がり、ストライカーが
起き上がります。

はね上げる際に、背もたれうしろにあ
る背もたれ引き起こしハンドルが固定
されていることを確認してください。

シートを側面に押し付けて、確実
に固定する

ITI13C188

ITY13C023a

ITY13C029
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

L/C200

シートクッション裏からシート
フックカバーを取りはずし、シー
トフックの位置に取り付ける

■サードシートのもどし方

フロアに取り付けたシートフック
カバーを取りはずし、もとの位置
に取り付ける

スペースアップロック解除レバー
を引き、シートをおろす

シートを押し付けて、確実に固定
する

ITY13C030a

ITY13C132a

ITY13C134a



65

1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

背もたれうしろにある背もたれ引
き起こしハンドルを引き、背もた
れを起こす
ハンドルを使用したあとは、もとの位
置に確実に固定してください。

ヘッドレストを起こす

ITY13C135a

ITY13C136b



66

1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

L/C200

サードシートの格納（Bタイプ）＊

■サードシートを格納する前に

バックルを格納する

中央席のヘッドレストを格納する（ P. 80）

シートベルトハンガーに外側席
シートベルトを格納し、プレート
をハンガー穴部に挿し込む
シートベルトが損傷するのを防ぎます。

使用するときはシートベルトがシー
トベルトハンガーにかかっていない
ことを確認します。

中央席のシートベルトを格納する（ P. 84）

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

ITY13C018

ITY13C021b



67

1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

■サードシートの背もたれの前倒し
“サードシートを格納する前に”の操作をおこなう（ P. 66）

シートを前倒しする
サードシート背もたれ前倒しスイッ
チを押し、シートを自動的に折りたた
みます。

ITI13C155a
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

L/C200

■サードシートの格納のしかた
“サードシートを格納する前に”の操作をおこなう（ P. 66）

シートを格納する
サードシート格納スイッチを押すと、
自動的にシートが格納されます。

操作前に背もたれうしろにある背も
たれ引き起こしハンドルが操作でき
ることを確認してください。

シートを側面に押し付けて、確実
に固定する

ITI13C156a

ITI13C170a
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

シートクッション裏からシート
フックカバーを取りはずし、シー
トフックの位置に取り付ける

■サードシートのもどし方
サードシート

フロアに取り付けたシートフック
カバーを取りはずし、もとの位置
に取り付ける

スペースアップロック解除レバー
を引き、シートをおろす

シートを押し付けて、確実に固定
する

ITI13C171

ITI13C172

ITI13C173a
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

L/C200

背もたれうしろにある背もたれ引
き起こしハンドルを引き、背もた
れを起こす
ハンドルを使用したあとは、もとの位
置に確実に固定してください。

ヘッドレストを起こす

ITI13C174

ITI13C175
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

警告

■リヤシートを操作するときは

以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●走行中にリヤシートを操作しない

●平坦な場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーをPにする

●倒した背もたれやラゲージルームに人を乗せて走行しない

●お子さまがラゲージルームに入らないよう注意する

■リクライニング調整について

背もたれは必要以上に倒さないでください。
事故のときに体がシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな
ど生命にかかわる重大な傷害のおそれがあり危険です。

■シート格納時は

●走行中は、格納したシートに乗ったり、ものを置いたりしないでください。

●シートフックの位置に確実にシートフックカバーを取り付けてください。
お守りいただかないと、やけどをするおそれがあり危険です。

■背もたれをもとの位置にもどしたあとは

以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●シートのあいだに手や足などを挟まないよう注意する

●背もたれを前後に軽くゆさぶり、確実に固定する

●シートベルトがねじれていたり、シート下に挟み込まれていないか確認する

●シートベルトがシートベルトハンガーからはずれているか確認する
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

L/C200

注意

■シートを操作するときは

●可動部や結合部に手や足などを挟まないように注意してください。

●シートに人が乗っている状態でシートアレンジ操作をしないでください。

■部品の損傷を防ぐために

ストライカーにものをかけたり取り付けたりしないでください。

■シートを格納する前に

シートベルトとバックルを格納してください。

■サードシート＊をもどしたあとは

サードシートの背もたれうしろにある背もたれ引き起こしハンドルが固定され
ていることを確認してください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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運
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

1

L/C200

ドライビングポジションメモリー＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

お好みのドライビングポジション（運転席・ハンドルの位置・ドアミ
ラーの角度）を登録して、ワンタッチで呼び出すことができます。ま
た、ドアの解錠と連動させることができます。（メモリーコール機能）
ドライビングポジションは3パターンまで登録できます。

■ポジションの登録
“エンジン スタート ストップ” スイッチをイグニッション
ONモードにする

運転席・ハンドル・ドアミラー角度をお好みの位置に調整する

SETボタンを押してから、3秒
以内に1～3のうち登録したい
ボタンをブザーが鳴るまで押す
すでに同じボタンに登録されてい
る場合は、上書きされます。

■ポジションの呼び出し
シフトレバーがPの位置にあることを確認する

“エンジン スタート ストップ” スイッチをイグニッション
ONモードにする

1～3のうち呼び出したいボタ
ンを押す
ボタンを押すとブザーが鳴りま
す。

ITI13C158a

ITI13C159a
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

L/C200

ドアの解錠と連動させるには（メモリーコール機能）

お好みのポジションをあらかじめ1～3のいずれかのボタンに登録して
おきます。

ワイヤレスリモコンでの登録
運転席ドアを閉めた状態で、“エンジン スタート ストップ” ス
イッチをイグニッションONモードからOFF にする

1～ 3のうち連動させたいボタン
を押しながら、ワイヤレスリモコ

ンの ボタンをブザーが鳴る
まで押す
スマートエントリー＆スタートシス
テムまたはワイヤレスリモコンでド
アを解錠して運転席ドアを開けると、
ドライビングポジションが呼び出さ
れます。

いずれかのドアを開ける

ボタンを押して 30 秒以内にドアを開けなかった場合は、ドアが再

び施錠されオートアラームが設定されます。
オートアラームが作動し、警告音が鳴ってしまったときは、作動を停止する
操作をおこなってください。（ P. 116）

ITI13C160a
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

ドアロックスイッチでの登録
登録させたいキーのみ携帯してください。車内にキーが2つ以上あると、
正確に登録できません。

運転席ドアを閉めた状態で、“エンジン スタート ストップ” ス
イッチをイグニッションONモードからOFF にする

1～ 3のうち連動させたいボタン
を押しながら、ドアロックスイッ
チの施錠側または解錠側をブザー
が鳴るまで押す
スマートエントリー＆スタートシス
テムまたはワイヤレスリモコンでド
アを解錠して運転席ドアを開けると、
ドライビングポジションが呼び出さ
れます。

ITI13C193

知識

■ドアの解錠との連動を解除するには

運転席ドアを閉めた状態で、“エンジン スタート ストップ” スイッチ
をイグニッションONモードからOFFにする

ワイヤレスリモコンで解除する場合 ： SETボタンを押しながら、ワイ
ヤレスリモコンの ボタンをブザーが鳴るまで押す
ドアロックスイッチで解除する場合 ： SETボタンを押しながら、ドア
ロックスイッチの施錠側または解錠側をブザーが鳴るまで押す
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

L/C200

■乗車前に呼び出すには

運転席ドアを開け、180秒以内、または運転席ドアを閉め60秒以内に呼び出
したいポジションのボタンを押すと、シートの位置が調整されます。ハンドル
の位置は“エンジン スタート ストップ” スイッチを押すと調整されます。

■ポジションの呼び出し作動を止めるには

以下のいずれかの操作をします。

●SETボタンを押す

●1～ 3のボタンを押す

●シート調整スイッチのいずれかを操作する（シートのみ作動停止）

■バッテリーとの接続が断たれたときは

記憶したポジションが消去されるので、再設定が必要となります。

警告

■シート調整時の警告

シート調整時は、シートがセカンドシート乗員にあたったり、運転者の体がハ
ンドルに圧迫されたりしないよう注意してください。

注意

■メモリーコール機能を登録するときに

手順 2( P. 74）でブザーが鳴ったら、ドアロックスイッチから手を離してく
ださい。そのままドアロックスイッチを押し続けると、オートドアロック・ア
ンロック機能（ P. 42）が切り替わる場合があります。
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運
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

1

L/C200

ヘッドレスト

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

■フロントシート
上げる
下げる

下げるときは、解除ボタンを押し
ながら操作します。

前後調整＊

■セカンドシート
上げる
下げる

下げるときは、解除ボタンを押し
ながら操作します。

ITO13C202

解除ボタン

ITO13C203

ITO13C204
解除ボタン
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

L/C200

知識

■ヘッドレストの高さについて

■セカンドシート中央席のヘッドレストの使用について

■サードシート（外側席）＊

格納時
ヘッドレスト格納レバーを引きな
がら格納します。

ITI13C188

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちば
ん上の辺りになるよう調整してくださ
い。

使用するときは、常に格納位置（ヘッド
レストが最も下がった位置）から“カ
チッ”と音がするまで上げた位置にして
ください。また、ヘッドレストを押し下
げ、確実に固定されていることを確認し
てください。

ITO14F026
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

■ヘッドレストの取りはずし

フロントシート

セカンドシート

サードシート中央席＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

解除ボタンを押しながら取りはずす

ITO13C143

解除ボタンを押しながら取りはずす

ITO13C205

解除ボタンを押しながら取りはずす
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

L/C200

サードシート外側席（サードシートAタイプ）＊

マイナスドライバーを挿し込みながらヘッドレストを引き抜く

■サードシート外側席ヘッドレストの取り付け（サードシートAタイプ）＊

挿入穴にヘッドレストを挿入する

ヘッドレストがロックする位置まで押し込む

■サードシート中央席のヘッドレストの格納について＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

スロットにマイナスドライバーを挿し込
む（スロットはヘッドレスト左側にあり
ます）

ITY13C035

サードシート背面のファスナーを開けて
ヘッドレストを格納します。

ITY13C043
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1-3. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

警告

■ヘッドレストについて

以下のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●ヘッドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する

●ヘッドレストを正しい位置に調整する

●ヘッドレスト調整後は、ヘッドレストを押し込んで確実に固定されていること
を確認する

●ヘッドレストをはずしたまま走行しない
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L/C200

シートベルト

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

すべての乗員は、走行前に必ずシートベルトを正しく着用してくださ
い。

■正しく着用するには

● 肩部ベルトを肩に十分かける
首にかかったり、肩からはずれな
いようにしてください。

● 腰部ベルトを必ず腰骨のでき
るだけ低い位置に密着させる

● 背もたれを調整し、上体を起
こし、深く腰かけて座る

● ねじれがないようにする

■着け方、はずし方（フロントシート・セカンドシート・サー
ドシート外側席＊）

固定

“カチッ”と音がするまで挿し込み
ます。

解除

解除ボタンを押します。

ITI13C189a

解除ボタン
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＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

■着け方、はずし方（サードシート中央席＊）

プレートを取り出す

バックルBに“カチッ”と音が
するまでプレートBを挿し込む

バックルAに“カチッ”と音が
するまでプレートAを挿し込む
はずすときは、バックル A の解除
ボタンを押して解除します。

ITY13C120

ITY13C121

プレートB

バックルB

PRESS

CE
NT
ER

ITI13C190

プレートA

バックルA

解除ボタン
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L/C200

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

■分離・格納のしかた（サードシート中央席＊）

バックルBのボタンにメカニカ
ルキーを挿し込んで、プレート
Bを分離する

プレートA、Bを重ねてホルダー
に格納する
もとにもどすときは、逆の手順で
プレートを取り出し、バックル B
にプレートBを挿し込みます。

ITI13C191

バックルB

プレートB

ITY13C123

プレートB

プレートA
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運
転
す
る
前
に

1

L/C200

シートベルトプリテンショナー
（フロントシート・セカンドシートの外側席）

前方から強い衝突を受けたとき、
シートベルトを引き込むことで適
切な乗員拘束効果の確保に貢献し
ます。
前方からの衝撃が弱いときや、横やう
しろからの衝撃のときは作動しない
場合があります。

プリクラッシュシートベルト（プリクラッシュセーフティシステム装着
車のフロントシート）

レーダーセンサーにより衝突物が検知され、衝突が避けられないと判断
したとき、衝突の前にフロントシートベルトを巻き込み、プリテンショ
ナーの効果を高めます。

急ブレーキをかけたときや、車がコントロールを失ったときも同様に作動します。
（ P. 255）

■シートベルトの高さ調節（フロント席・セカンドシート外側
席）

ボタンを押しながら下げる
上げる

“カチッ”と音がして固定されると
ころまで動かしてください。

ITI13C192
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L/C200

知識

■緊急時シートベルト固定機構

急停車や衝撃があったときベルトがロックされます。急に体を前に倒したり、
シートベルトをすばやく引き出してもロックする場合があります。一度ベルト
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引き出すことができま
す。

■妊娠中の女性や疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正しく着
用してください。（ P. 82）
妊娠中の方も、通常の着用のしかたと同じ
ように、腰部ベルトが腰骨のできるだけ低
い位置にかかるようにお腹のふくらみの下
に着用してください。また、肩部ベルトは
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて
胸部にかかるように着用してください。

ベルトを正しく着用していないと、衝突し
たときなどに、母体だけでなく胎児までが
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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運
転
す
る
前
に

1

L/C200

■サードシート中央席のシートベルトが引き出せないときは＊

■お子さまのシートベルトの使い方

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ
た人用に設計されています。

●シートベルトが正しい位置で着用できない小さなお子さまの場合は、お子さ
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。 ( P. 136)

●シートベルトが正しい位置で着用できるお子さまの場合は、シートベルトの
着用のしかたに従ってください。 ( P. 82)

■シートベルトプリテンショナーについて

●シートベルトプリテンショナーは一度しか作動しません。玉突き衝突などで
連続して衝撃を受けた場合でも、一度作動したあとは、その後の衝突では作
動しません。

●助手席に乗員がいないと、助手席シートベルトプリテンショナーは作動しま
せん。しかし、シートに荷物が置かれていたり、シートベルトのバックルが
留められている場合は、乗員がいなくても助手席シートベルトプリテンショ
ナーが作動することがあります。

シートベルトとホルダーのあいだに指を入
れ、ベルトを矢印の方向に強く引いてから
離すと引き出すことができます。

ITO13C146

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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L/C200

警告

急ブレーキや事故の際のけがを避けるため、以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■シートベルトの着用について

●車に乗るときは全員がシートベルトを着用する

●シートベルトを正しく着用する

●シートベルトはひとつにつき一人で使用する
お子さまでもひとつのベルトを複数の人で使用しない

●お子さまはセカンドシートまたはサードシート＊に座らせてシートベルトを
着用させるか、チャイルドシートを使用する

●シートは必要以上に倒さない
上体を起こし、シートに深く座る

●肩部ベルトを腕の下に通して着用しない

●腰部ベルトはできるだけ低い位置に密着させ着用する

■助手席シートベルトプリテンショナーについて

助手席座面には座布団などを敷かないでください。
乗員の重量が分散されるためセンサーが乗員を検知せず、衝突時に助手席の
シートベルトプリテンショナーが作動しないことがあります。

●サードシート中央席＊のシートベルトを
使用するときは、プレート B とバックル
Bを結合してください。

ITY13C124

プレートB

バックルB

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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警告

■お子さまを乗せるときは

お子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万一ベルトが首に巻き付い
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。
誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、ハサミ
などでシートベルトを切断してください。

■シートベルトの損傷・故障について

●ベルトやプレート、バックル等は、シートやドアに挟むなどして損傷しないよ
うにしてください。

●シートベルトが損傷したときは、シートベルトを修理するまでシートは使用し
ないでください。

●プレートがバックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトがねじれてい
ないかを確認してください。うまく挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店
に連絡してください。

●もし重大な事故にあったときは、明らかな損傷が見られない場合でも、シー
ト、シートベルトを交換してください。

●プリテンショナー付シートベルトの取り付け・取りはずし・分解・廃棄など
は、トヨタ販売店以外でしないでください。
不適切に扱うと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

■プリテンショナー付シートベルトについて

シートベルトプリテンショナーが作動すると、SRSエアバッグ／プリテンショ
ナー警告灯が点灯します。その場合は、シートベルトを再使用することができ
ないため、必ずトヨタ販売店で交換してください。

■プリクラッシュシートベルトについて

プリクラッシュシートベルトを過信しないでください。
運転するときは常に周囲の状況に注意し、安全運転を心がけてください。
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L/C200

注意

■サードシート中央席のシートベルトについて＊

サードシート運転席側の背もたれを前倒しするとき以外は、ベルトを分離しな
いでください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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1
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ハンドル

マニュアルチルト＆テレスコピックステアリング
ハンドル位置を運転しやすいように調整できます。

■上下位置調整

ハンドルを持ち、チルトステア
リングレバーを手前に引いて保
持する

ハンドルを上下に動かし、適切
な位置にする
位置が決定したら、チルトステア
リングレバーから手を離してくだ
さい。

■前後位置調整

ハンドルを持ち、テレスコピッ
クステアリングレバーを下げる

ITI13C162a

ITI13C163a

ITI13C164b
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L/C200

ハンドルを前後に動かし、適切
な位置にする
位置が決定したら、テレスコピッ
クステアリングレバーを上げてハ
ンドルを固定してください。

電動チルト＆テレスコピックステアリング
“エンジン スタート ストップ” スイッチがアクセサリーモードまた
はイグニッションONモードのとき、ハンドル位置を運転しやすいよ
うに調整できます。

上
下
手前
前方

ITI13C165a

4

1

2

3

ITY13C086b
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オートアウェイ＆オートリターン機能＊

“エンジン スタート ストップ” ス
イッチをOFF にすると、乗り降り
がしやすいようにハンドルが動き
ます。
“エンジン スタート ストップ” ス
イッチをアクセサリーモードまたは
イグニッション ONモードにすると、
もとの位置にもどります。

知識

■ハンドル位置の自動調整 (ドライビングポジションメモリー装着車 )

お好みのハンドル位置をドライビングポジションメモリーに登録すると、自動
で調整されます。（ P. 73）

警告

■走行中の警告

走行中はハンドル位置の調整をしないでください。
運転を誤り、死亡や重大な傷害につながるような事故になるおそれがあります。

■ハンドル位置を調整したあとは（マニュアルチルト＆テレスコピックステアリ
ング装着車）

ハンドルが確実に固定されていることを確認してください。
固定が不十分だとハンドルの位置が突然かわり、死亡や重大な傷害につながる
ような事故になるおそれがあります。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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L/C200

インナーミラー

マニュアル防眩ミラー
後続車のライトがまぶしいときは、レバーを操作して反射光を減少
（防眩）できます。

通常使用時
防眩時

自動防眩ミラー
自動モードにしておくと、センサーが後続車のライトを感知し、自動
で反射光を減少させます。

自動モードの切り替え
自動モードのときはインジケー
ターが点灯します。

“エンジン スタート ストップ” ス
イッチをイグニッション ON モー
ドにしたときは、ミラーは常に自
動モードになっています。

インジケーター
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上下調整のしかた

インナーミラー本体を持って、上
下方向に調整する

知識

■センサーの誤動作防止（自動防眩ミラー装着車）

警告

■運転中の警告

運転中はミラーの調整をしないでください。
運転を誤って、重大な傷害や死亡につながるおそれがあります。

センサーの誤操作を防ぐため、センサーに
ふれたり、センサーを覆ったりしないでく
ださい。

ITY13C080
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L/C200

ドアミラー

“エンジン スタート ストップ” スイッチがアクセサリーモードまた
はイグニッションONモードのとき、スイッチで鏡面の角度を調整で
きます。

ミラーを選ぶ

左
右

スイッチを操作してミラーの鏡
面を調整する

上
右
下
左
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ドアミラーを格納するときは

マニュアルタイプ

ミラー全体を手で押して格納する

電動タイプ

ボタンを押してドアミラーを格納
する
もう一度押すと、もとの位置にもどり
ます。
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L/C200

知識

■ミラーが曇ったときは（ミラーヒーター装着車）

ミラーヒーターを作動させて、曇りを取ることができます。（ P. 285）

■リバース連動機能＊

後退時にドアミラーの角度が下向きになり、下方が見やすくなります。ただし、
ミラー選択スイッチを中立の位置（L・Rのあいだ）にしておくと、この機能は
作動しません。

■ミラー角度の自動調整（ドライビングポジションメモリー装着車）

お好みのミラー角度をドライビングポジションメモリーに登録すると、自動で
調整されます。（ P. 73）

■自動防眩機能（自動防眩ミラー装着車）

インナーミラーを自動モードにしておくと、ドアミラーも連動して防眩機能が
作動します。（ P. 94）

警告

■走行しているときは

走行中は以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、運転を誤り思わぬ事故の原因となって重大な傷害や死
亡につながるおそれがあります。

●ミラーの調整をしない

●ミラーを格納したまま走らない
必ず走行前に運転席側および助手席側のミラーを復帰して、正しく調整する

■ミラーが動いているときは

手をふれないでください。
手を挟んでけがをしたり、ミラーの故障の原因になるおそれがあります。

■ミラーヒーターが作動しているときは（ミラーヒーター装着車）

鏡面が熱くなるのでふれないでください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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1

L/C200

補助確認装置＊

知識

■ミラーに映るおよその範囲

発進時またはごく低速時に、車両前面と助手席側車両側面を確認する
ときに役立ちます。

ミラーが動いてしまったとき
は、ミラーの突起とステーの溝
の位置を合わせて、ミラーの位
置をもどします。

突起

溝

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

身長・シートの位置により、確認できる範
囲は異なります。

ITY13C117
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L/C200

注意

■補助確認装置について

●補助確認装置の鏡面部に汚れが付着しているときは、やわらかい布などを使用
して汚れをふき取ってください。

●車両直前・直左部や後方の確認は直接確認するか、インナーミラー・ドアミ
ラーなども併用し十分注意しておこなってください。
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1-4. ドアガラス・ムーンルーフの開け方、閉め方

パワーウインドウ

ロックスイッチ

スイッチを押して運転席以外のド
アガラスを作動不可にする
お子さまが誤ってドアガラスを開閉
することを防止できます。

スイッチでドアガラスを開閉できます。

閉める（スイッチを途中で保
持）

スイッチを離すまで、ドアガラス
が閉まります。

自動全閉※

開ける（スイッチを途中で保
持）

スイッチを離すまで、ドアガラス
が開きます。

自動全開※

※途中で停止するときは、スイッチを
反対側へ操作します。
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知識

■作動条件

“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき

■“エンジン スタート ストップ” スイッチOFF後の作動

“エンジン スタート ストップ” スイッチをアクセサリーモードまたはOFFにし
たあとでも、約 45 秒間ドアガラスを開閉できます。ただし、そのあいだに運
転席ドアを開閉すると作動しなくなります。

■挟み込み防止機能

ドアガラスを閉めているときに、窓枠とドアガラスのあいだに異物が挟まると、
作動が停止し、少し開きます。

■パワーウインドウを閉めることができないときは

挟み込み防止機能が異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることができな
いときは、閉めることができないドアのパワーウインドウスイッチで、下記の
操作をおこなってください。

●車を停止し、“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをイグニッションON
モードの状態で、パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引き続
けることでドアガラスを閉めることができます。

●上記の操作をおこなってもドアガラスが閉まらない場合、挟み込み防止機能
の初期化を次の手順で実施してください。

パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引き続け、ドア
ガラスを閉めたあと、さらにスイッチを6 秒間引き続ける

パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、ドア
ガラスを全開にしたあと、さらにスイッチを2 秒間押し続ける

再度、パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引き続け、
ドアガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2 秒間引き続ける

ドアガラス作動途中でスイッチから手を離すと、最初からやり直しとなります。
以上の操作をおこなっても反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検
を受けてください。

■販売店で設定可能な機能

ドアキー連動ドアガラス開閉機能などを設定することができます。
（車両カスタマイズ機能一覧 P. 424）
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警告

■ドアガラスを開閉するときは

以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

■挟み込み防止機能

●挟み込み防止機能を故意に作動させるため、乗員の手・腕・頭・首などを挟ん
だりしないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●挟み込み防止機能は、ドアガラスが完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな
い場合があります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で
は作動しません。指などを挟まないように注意してください。重大な傷害を受
けるおそれがあり危険です。

注意

■ドアガラスを開閉するときは

以下のことをお守りください。

●運転席スイッチと他のドアスイッチを同時に逆方向に動かさない

●ドアガラスの全開、全閉後に同じ方向にスイッチを押し続けない

●ドアガラスを開閉するときは、乗員の
手・腕・頭・首などを挟んだり巻き込ん
だりしないようにしてください。とくに
お子さまへは手などを出さないように
声かけをしてください。

●お子さまには、ドアガラスの操作をさせ
ないでください。
ドアガラスに挟まれたり巻き込まれた
りして重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。
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ムーンルーフ＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

天井にあるスイッチでムーンルーフを開閉・チルトアップ／ダウン
することができます。

■自動開閉
開く

全開手前位置で止まります。全開
にしたいときは、スイッチをもう
一度押してください。

閉まる

途中で止めるには、スイッチを軽
く押します。

■チルトアップ／ダウン
チルトアップ
チルトダウン

途中で止めるには、スイッチを軽
く押します。
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知識

■作動条件

“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき

■“エンジン スタート ストップ” スイッチOFF後の作動

“エンジン スタート ストップ” スイッチをアクセサリーモードまたはOFFにし
たあとでも、約 45 秒間は操作できます。ただし、そのあいだに運転席ドアを
開閉すると作動しなくなります。

■挟み込み防止機能

ムーンルーフを閉めるとき、またはチルトダウンするときに、ムーンルーフが
異物の挟み込みを感知すると、作動が停止し少し開きます。

■閉め忘れ警告表示（オプティトロンメーター装着車）

“エンジン スタート ストップ” スイッチが OFF でムーンルーフが開いている
と、運転席ドアを開けたときにブザーが鳴り、メーター内のマルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが表示されます。

■閉め忘れ警告ブザー（アナログメーター装着車）

“エンジン スタート ストップ” スイッチが OFF でムーンルーフが開いている
と、運転席ドアを開けたときにブザーが鳴ります。

■風切音の低減

自動で開けたときに停止する位置（全開手前位置）で走行すると、風切音を低
減できます。

■サンシェード

手動で開閉できます。ただし、ムーンルーフが開くときは連動して開きます。
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■反転して閉じ切らないときは

下記の操作をおこなってください。

●閉まるときに反転し、閉じ切らない場合

車を停止する

CLOSE側を押し続ける※

･スイッチを押し続けているあいだ、ムーンルーフが開閉作動を繰り
返します。
･ムーンルーフが全開したら復帰操作が完了します。

●チルトダウンのときに反転し、閉じ切らない場合

車を停止する

UP側を押す
ムーンルーフをチルトアップ状態にします。

スイッチから一度手を離し、もう一度UP側を押し続ける※

･スイッチを押し続けているあいだ、ムーンルーフが開閉作動を繰り
返します。
･ムーンルーフが全開したら復帰操作が完了します。

※ 復帰操作作動中はスイッチを押し続けてください。途中でスイッチから手を
離すと最初からやり直しとなります。

以上の操作をおこなっても反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検
を受けてください。

■販売店で設定可能な機能

ドアキー連動ムーンルーフ開閉機能などを設定することができます。
（車両カスタマイズ機能一覧 P. 424)
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警告

■ムーンルーフを開けているときは

以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●走行中はルーフから手や顔を出さない

●開口部に腰かけない

■ムーンルーフを開閉するときは

以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●ムーンルーフを開閉、またはチルトダウ
ンするときは、乗員の手・腕・頭・首を
挟んだり巻き込んだりしないように注
意してください。

●お子さまには、ムーンルーフの操作をさ
せないでください。
ムーンルーフに挟まれたり巻き込まれ
たりして重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。
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警告

■挟み込み防止機能

●挟み込み防止機能を故意に作動させるため、乗員の手・腕・頭・首などを挟ん
だりしないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●挟み込み防止機能は、ムーンルーフが完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し
ない場合があります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを押し続けた状態
では作動しません。指などを挟まないように注意してください。重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。
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1-5. 給油のしかた

給油口の開け方

以下の手順で給油口を開けてください。

■給油する前に
ドアとドアガラスを閉め、“エンジン スタート ストップ” スイッチ
をOFFにしてください。

■給油口の開け方

給油口を開ける

キャップをゆっくりまわして開
ける

キャップをハンガーにかける

ITI15C010

ハンガー
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給油口のキャップを閉めるときは

キャップを“カチッ”と音がする
までまわして閉める
手を離すと、キャップが逆方向に少し
もどります。

知識

■燃料の種類

無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）

■燃料タンク容量（参考値）

93 L



111

1-5. 給油のしかた

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

警告

■給油について

給油前には以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●車体などの金属部分にふれて体の静電気を除去する
放電による火花で燃料に引火するおそれがあります。

●キャップをゆるめたときに、“シュー”という音がする場合は、その音が止まっ
てからゆっくり開けてください。
キャップを開けるとき、キャップのツマミ部分を持ち、ゆっくりと開けます。
ゆっくりと開けないと、気温が高いとき給油口から燃料が吹き返してけがをす
るおそれがあります。

●給油口に、静電気を除去していない人を近付けない

●気化した燃料を吸わないようにする
燃料の成分には、有害物質を含んでいるものもあります。

●喫煙しない
引火して火災を引き起こすおそれがあります。

●車内にもどったり、帯電している人やものにふれない
再び帯電する可能性があります。

■給油時の注意

●給油するときは給油口にノズルを確実に挿入してください。
ノズルを浮かして継ぎ足し給油をおこなうと、オートストップが作動せず、燃
料がこぼれる場合があります。

●その他、ガソリンスタンドで掲示されている注意事項を守ってください。正常
に給油できない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。

■キャップ交換時の警告

トヨタ純正以外のキャップを使用しないでください。
純正品を使わないと火災などを引き起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあります。
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L/C200

注意

■給油するときは

指定以外のガソリンや他の燃料（粗悪ガソリン・軽油・灯油・アルコール系燃
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。
以下のような状態になるおそれがあります。

●エンジンの始動性が悪くなる

●ノッキングが発生する

●エンジン出力が低下する

●排気制御システムが正常に機能しない

●燃料系部品が損傷する

●塗装が損傷する
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1-6. 盗難防止システム

エンジンイモビライザーシステム

電子キーに信号発信機が内蔵してあり、あらかじめ登録されたキー以
外ではエンジンを始動できません。
車両から離れる場合は、車内にキーを残さないでください。

ナビゲーションシステム非装着車

“エンジン スタート ストップ”
スイッチをOFFにすると、シス
テムの作動を知らせるためにイ
ンジケーターが点滅します。
登録されたキーを携帯し、”エンジ
ン スタート ストップ ” スイッチ
をアクセサリーモードまたはイグ
ニッション ON モードにするとシ
ステムが解除され、インジケー
ターが消灯します。

ナビゲーションシステム装着車

※ G-BOOK mX Pro をご利用で、リモートセキュリティ装着のお客様は、お車
が盗難にあった場合のお客様の要請により、エンジン始動・ステアリングロッ
ク解除を禁止することができます。
詳しくは別冊「ナビゲーションシステム取扱書／ G-BOOK オンラインサービ
ス／G-Security」をご覧ください。

SECURITY

SECURITY

ITO16C038

SECURITY

SECURITY

ITI16C027
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1-6. 盗難防止システム

L/C200

知識

■メンテナンスについて

エンジンイモビライザーシステムのメンテナンスは不要です。

■システムが正常に作動しないとき

●キーが金属製のものに接したり、覆われている

●キーが他の車両のセキュリティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重
なっているもしくは接近している

注意

■エンジンイモビライザーシステムを正常に作動させるために

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムが正常に作動しな
いおそれがあります。

■機能が正常に働かないおそれのある状況

P. 37
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オートアラーム

不正な侵入を検知した場合、音と光で警報します。

■オートアラームが作動するとき
オートアラームを設定すると、次のような状況でオートアラームが
作動します。

● 施錠されたドアまたはバックドアが、スマートエントリー＆ス
タートシステムやワイヤレス機能を使わずに解錠されたり、こじ
開けられたとき

● 施錠時にボンネットが開けられたとき

● 侵入センサー装着車（AX、ZXのみ）：侵入センサーが車内で動
く物体を検知したとき（侵入者がガラスを割るなどして車内に乗
り込んだとき）

● 傾斜センサー装着車（AX、ZXのみ）：傾斜センサーが車内の傾
きを検知したとき

● バッテリーがはずされたとき
※ G-BOOK mX Pro をご利用のお客様へは、オートアラームが作動した場
合、Eメールや電話でお知らせすることができます。
詳しくは、別冊「ナビゲーションシステム取扱書／ G-BOOK オンライン
サービス／G-Security」をご覧ください。
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■オートアラームを設定するには
ナビゲーションシステム非装着車

全ドア・ボンネットを閉め、ス
マートエントリー＆スタートシ
ステム、ワイヤレスリモコンを
使って施錠します。

30 秒以上経過すると、自動的
に設定されます。
オートアラームが設定されるとイ
ンジケーターは点灯から点滅にか
わります。

ナビゲーションシステム装着車

■オートアラームの設定を解除および作動を停止するには
以下のいずれかをおこなってください。

● スマートエントリー＆スタートシステムまたはワイヤレス機能
を使用してドアまたはバックドアを解錠する

● エンジンを始動する（数秒後に解除・停止します）

SECURITY

SECURITY

ITO16C038

SECURITY

SECURITY

ITI16C027
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セキュリティカメラ＊

オートアラームが作動すると、カ
メラが車内の様子を撮影します。
詳しくは別冊「ナビゲーションシ
ステム取扱書／G-BOOKオンライ
ンサービス／G-Security」をご覧
ください。

侵入・傾斜センサー＊

● 侵入センサーは、車内に不正に入り込んだ侵入者の動きを電波で検知
するセンサーです。侵入者の動きで検知するため、ドアを開けずガラ
スを割って乗り込んだ侵入者なども検知できます。

● 傾斜センサーは、車の傾きの変化を電波で検知するセンサーです。け
ん引などで車が盗難される場合などを検知します。

このシステムは、車両盗難を防止または抑止する機能であり、すべての
侵入・傾きの変化に対する完全なセキュリティを保証するものではあり
ません。
車内で動くすべてのものに反応するため、ペットや動くものを車内に残
すときは、必ず侵入・傾斜センサーを停止してからアラームを設定して
ください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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■侵入・傾斜センサーの作動を停止するには

“エンジン スタート ストップ” ス
イッチをOFF にし、侵入・傾斜セ
ンサーOFF スイッチを押す
メーター内のマルチインフォメー
ションディスプレイに、侵入・傾斜セ
ンサー停止のメッセージが表示され
ます。
もう一度スイッチを押すと、侵入・傾
斜センサーは再びセットされます。

侵入・傾斜センサーを停止させるときは、そのつど設定をおこなってく
ださい。
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知識
■メンテナンスについて

オートアラームシステムのメンテナンスは不要です。

■ドアを施錠する前の確認

オートアラームの思わぬ作動、および盗難を防ぐため、以下のことを必ず確認
してください。

●車内に人が乗っていないか

●ドアガラスとムーンルーフ＊が閉じているか

●車内に貴重品などを放置していないか

■オートアラームの作動について

次のような場合、オートアラームが作動することがあります。オートアラーム
を解除、作動を停止する操作をおこなってください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

●メカニカルキーにより、ドアを解錠した
とき

●車内に残った人が、ドアやバックドア、ボ
ンネットを開けたとき

●施錠後、バッテリーあがりなどでバッテ
リーの充電や交換をしたとき

ITO16C044

ITO16C045

ITO16C046
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■オートアラーム作動によるドアロック機能について

●オートアラームが作動したとき、ドアが解錠されていると車内への不正な侵
入を防止するため自動的に施錠されます。

●オートアラームが作動したときに車内でキーを閉じ込めないように、バッテ
リーあがりなどで充電・交換する場合は車内にキーがないかを確認してくだ
さい。

■侵入・傾斜センサーの停止・復帰について＊

●侵入・傾斜センサーを停止しても、オートアラームは作動します。

●侵入・傾斜センサーを停止したあとに“エンジン スタート ストップ” スイッ
チを押すかスマートエントリー＆スタートシステムやワイヤレス機能によ
る解錠操作をおこなうと、侵入・傾斜センサーが復帰します。

●オートアラームの設定を解除するたびに侵入・傾斜センサーは復帰します。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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注意

■オートアラームを正常に作動させるために

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムが正常に作動しな
いおそれがあります。

■侵入センサーの検知について＊

次のような場合、侵入センサーの検知によりオートアラームが作動することが
あります。状況に応じ、侵入センサーを停止してからアラームを設定してくだ
さい。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

●車内に乗員やペットなどを残して車両
から離れる場合

●ドアガラスやムーンルーフ＊などが開
いている場合
以下のものを検知することがあります。

･ 室内に入った落ち葉・虫・風など
･ 他車の侵入センサーなどが発する
超音波
･ 室外の歩行者の動き

●マスコットやアクセサリーをぶら下げ
た状態で取り付けたり、コートフックに
衣類をかけているときなど、動きやすい
ものが車内にある場合

●立体駐車場のような振動や騒音の激し
い場所に駐車したとき

ITO16C031

ITO16C032a
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注意

■侵入センサーの検知について＊

●高圧洗車機や自動洗車機などを使うとき

●ひょうや落雷などにより、連続的な衝撃や振動が車両に伝わったとき

■傾斜センサーの検知について＊

次のような場合、傾斜センサーの検知によりオートアラームが作動することが
あります。状況に応じ、傾斜センサーを停止してからアラームを設定してくだ
さい。

●フェリー・トレーラー・列車などで運搬するとき

●立体駐車場に駐車したとき

●車両移動をともなう洗車機を使用するとき

●タイヤ空気圧が少ないとき

●ジャッキアップするとき

●地震や路面陥没が起きたとき

●ルーフキャリアにスキー板やスノーボード等を積んだり、荷降ろしするとき

●雪かきやガラスに付着した氷を削り落
とす際に、連続的な衝撃や振動が車両に
伝わったとき

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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1-7. 安全にお使いいただくために

正しい運転姿勢

以下の条件に合った正しい姿勢で運転してください。

まっすぐ座り、背もたれから
背を離さない（  P. 55）
シートをペダルが十分に踏み
込めるような位置にする
（  P. 55）
各装置が操作しやすい背もた
れの角度にする (  P. 55)
SRS エアバッグが自分の胸
の方へ向くようなハンドルの
位置にする（  P. 91）
ヘッドレストの中央を耳の後
方にする（  P. 77）
シートベルトを正しく着用で
きる（  P. 82）

ITY17C001a
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警告

■走行中は

●走行中は運転席の調整をしないでください。
運転を誤るおそれがあります。

●背もたれと背のあいだにクッションなどを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、衝突したとき、シートベルトやヘッドレ
ストなどの効果が十分に発揮されないおそれがあり危険です。

●フロントシートの下にものを置かないでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、思わぬ事故の原因となって、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。また、調整機構の
故障の原因になります。

■シートを調整するときは

●同乗者がシートにあたってけがをしないように注意してください。

●シートの下や動いている部分に手を近付けないでください。
指や手を挟み、けがをするおそれがあり危険です。
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SRSエアバッグ

SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受け
たときにふくらみ、シートベルトが体を拘束する働きと併せて乗員へ
の衝撃を緩和させます。

※イラストは8人乗り車で代表しています。

フロントSRSエアバッグ
運転席SRSエアバッグ／助手席SRSエアバッグ
（運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和）
SRSニーエアバッグ
（運転者と助手席乗員の衝撃緩和を補助）
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知識

■SRSエアバッグが展開すると

●SRS エアバッグとの接触により、打撲やすり傷などを受けることがありま
す。

●作動音と共に白いガスが発生します。

●フロント・セカンドシート、フロントピラー、ルーフサイドレールの一部分
などだけでなく、エアバッグモジュールの各部品（ハンドルのハブ、エア
バッグカバー、インフレーター）も数分間熱くなることがあります。エア
バッグそのものも熱くなります。

●フロントウインドウガラスが破損することがあります。

●G-BOOK mX Pro をご利用のお客様は、SRSエアバッグが作動すると自動
的に緊急通報がヘルプネットセンターに送信されます。オペレーターからの
呼びかけに応答がない場合は、緊急車両を手配します。詳しくは別冊「ナビ
ゲーションシステム取扱書」をご覧ください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

SRSサイドエアバッグ＆SRSカーテンシールドエアバッグ
SRSサイドエアバッグ
（フロントシート乗員の胸などへの衝撃を緩和）
SRSサイドエアバッグ＊
（セカンドシート外側席乗員の胸などへの衝撃を緩和）
SRSカーテンシールドエアバッグ
● フロントシート乗員のおもに頭部への衝撃を緩和

● セカンドシート外側席乗員のおもに頭部への衝撃を緩和

● サードシート外側席乗員のおもに頭部への衝撃を緩和＊
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■SRSエアバッグが作動するとき（フロントSRSエアバッグ）

●フロントSRSエアバッグは、衝撃の強さが設定値（移動も変形もしない固定
された壁に、約20～30 km/h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに
相当する値）以上の場合に作動します。
ただし、駐車している車や標識のような衝撃によって移動や変形するものに
衝突した場合や、もぐり込むような衝突（例えば、車両前部がもぐり込む、
下に入り込む、トラックの下敷きになるなど）の場合は、展開車速は設定値
より高くなります。

●衝撃の強さが設定値に近い場合での前方からの衝突の場合には、フロント
SRS エアバッグとシートベルトプリテンショナーが同時に作動しない場合
があります。

●助手席に乗員がいないと、助手席 SRS エアバッグと助手席 SRS ニーエア
バッグは作動しません。しかし、シートに荷物が置かれていたり、助手席
シートベルトのバックルが留められている場合は、乗員がいなくても作動す
ることがあります。

■SRSエアバッグが作動するとき
（SRSサイドエアバッグ＆SRSカーテンシールドエアバッグ）

●SRSサイドエアバッグとSRSカーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さ
が設定値（約1.5t の車両が、約20～30km/h の速度で客室へ直角に衝突
した場合の衝撃の強さに相当する値）以上の場合に作動します。

●助手席に乗員がいないと、助手席SRSサイドエアバッグは作動しません。
しかし、シートに荷物が置かれていたり、助手席シートベルトのバックルが
留められている場合は、乗員がいなくても作動することがあります。
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■衝突以外で作動するとき

フロントSRSエアバッグは、以下のような状況で、車両下部に強い衝撃を受け
たときも、作動する場合があります。

SRSカーテンシールドエアバッグは、以下のような状況で作動する場合があり
ます。

■SRSエアバッグが作動しないとき（フロントSRSエアバッグ）

フロントSRSエアバッグは、側面や後方からの衝撃、横転、または低速での前
方からの衝撃で作動するようには設計されていません。ただし、それらの衝撃
が前方への減速を十分に引き起こす場合には、フロントSRSエアバッグが作動
することがあります。

●縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき

●深い穴や溝に落ちたり、乗り越えたとき

●ジャンプして地面にぶつかったり、道路
から落下したとき

ITY17C116

●車両が大きく傾いたとき

●車両が横すべりし縁石等に衝突して強い
衝撃があったとき

●側面からの衝突

●後方からの衝突

●横転

ITY17C117
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■SRSエアバッグが作動しないとき
（SRSサイドエアバッグ＆SRSカーテンシールドエアバッグ）

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分以外の側面に衝撃を受けたときには、
SRS サイドエアバッグと SRS カーテンシールドエアバッグが作動しない場合
があります。

SRSサイドエアバッグは、前方や後方からの衝撃、横転、または低速での側面
からの衝撃で作動するようには設計されていません。

SRSカーテンシールドエアバッグは、前方や後方からの衝撃、縦方向への転覆、
または低速での側面からの衝撃で作動するようには設計されていません。

●客室部分以外の側面への衝撃

●斜めからの衝撃

●前方からの衝突

●後方からの衝突

●横転

ITY17C118

●前方からの衝突

●後方からの衝突

●縦方向への転覆

ITY17C119
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■トヨタ販売店に連絡が必要な場合

以下のような場合には、できるだけ早くトヨタ販売店へご連絡ください。

●いずれかのSRSエアバッグがふくらんだとき

●フロント SRS エアバッグはふくらまな
かったが、事故で車両の前部を衝突した
とき、または破損・変形などがあるとき

●SRS サイドエアバッグと SRS カーテン
シールドエアバッグはふくらまなかった
が、事故でドア部分を衝突したとき、ま
たは破損・変形などがあるとき

●ハンドルのパッド部分や助手席SRSエア
バッグが内蔵されている付近のダッシュ
ボード、インストルメントパネル下部が
傷付いたり、ひび割れたり、その他の損
傷を受けたとき

●SRSサイドエアバッグが内蔵されている
シート表面が、傷付いたり、ひび割れた
り、その他の損傷を受けたとき

●SRSカーテンシールドエアバッグが内蔵
されているフロント・リヤピラー部、ルー
フサイド部が傷付いたり、ひび割れたり、
その他の損傷を受けたとき

ITY17C120

ITY17C121

ITY17C136
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警告

■SRSエアバッグについて

必ず以下のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●運転者と乗員すべてがシートベルトを正しく着用してください。
SRSエアバッグはシートベルトを補助するためのものです。

●SRSエアバッグは強い力でふくらむため、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。乗員がSRSエアバッグのふくらむ場所
に近い場合はとくに危険です。シートの背もたれを調整して、シートをできる
だけSRSエアバッグから離し、まっすぐに座ってください。

●お子さまがシートにしっかり座っていないと、SRSエアバッグのふくらむ衝
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
お子さまが小さくてシートベルトが使えないときは、チャイルドシートで
しっかり固定してください。
お子さまはセカンドシートまたはサードシート＊に乗せ、チャイルドシート
またはシートベルトを着用させることをおすすめいたします。（ P. 146）

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

●シートの縁に座ったり、ダッシュボード
にもたれかかったりしない

●お子さまを助手席SRSエアバッグの前に
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない

●運転者および助手席乗員は、ひざの上に
何も持たない

ITY17C020a

ITI17C174
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警告

■SRSエアバッグについて

●ドアやフロントピラー・センターピラー・
リヤピラー・ルーフサイドレールへ寄り
かからない

●サイドガラスに向かってひざをついた
り、窓から顔や手を出したりしない

●ダッシュボード・ステアリングパッド・イ
ンストルメントパネル下部などには何も
取り付けたり、置いたりしない

●ドア・フロントガラス・サイドガラス・フ
ロントピラー・センターピラー・リヤピ
ラー・ルーフサイドレール・アシストグ
リップなどには何も取り付けない

ITY17C024a

ITY17C026a

ITY17C028a

ITY17C030a
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警告

■SRSエアバッグについて

●SRSニーエアバッグがふくらむ場所にビニールカバーが付いている場合は取
り除いてください。

●SRSサイドエアバッグがふくらむ場所を覆うようなシートアクセサリーを使
用しないでください。

●コートフック＊にハンガーなどの硬いものをかけないでください。
SRSカーテンシールドエアバッグが作動したときに投げ出されて重大な傷害
または死亡につながるおそれがあります。

●SRSエアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたたくなど過度の力を加え
ないでください。
SRSエアバッグが正常に作動しなくなるおそれがあります。

●SRSエアバッグがふくらんだ直後は、構成部品が熱くなっているためふれな
いでください。

●SRSエアバッグがふくらんだあとに、もし呼吸が苦しく感じたら、ドアやド
アガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出てください。皮膚
の炎症を防ぐため、残留物はできるだけ早く洗い流してください。

●SRSエアバッグが収納されているパッド部およびフロントピラー・センター
ピラーガーニッシュ部に傷が付いていたりひび割れがあるときは、そのまま使
用せずトヨタ販売店で交換してください。

●助手席座面には座布団などを敷かないでください。
乗員の重量が分散されるためセンサーが乗員を検知せず、衝突時に助手席
SRSエアバッグが作動しないことがあります。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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警告

■改造・廃棄について

トヨタ販売店への相談なしに、以下の改造・廃棄をしないでください。
SRSエアバッグが正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●SRSエアバッグの取りはずし・取り付け・分解・修理

●ハンドル、インストルメントパネル、ダッシュボード、シート、シート表皮、
フロントピラー・センターピラー・リヤピラー、ルーフサイドレール周辺の不
適切な修理、取りはずし、改造

●フロントフェンダー・フロントバンパー・車両客室側面部の不適切な修理や改造

●グリルガード（ブルバー・カンガルーバーなど）、除雪装置、ウインチなどの
取り付け

●サスペンションの改造

●CDプレーヤー・無線機などの電化製品の取り付け
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RSCA OFF スイッチの使い方

ON／OFF（約 2秒長押し）
OFF にすると RSCA OFF 表示灯が
点灯します。

ITI17C160

知識

■作動条件

“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき

■スイッチをご使用いただきたいとき

レジャー的なオフロード走行時、運転者の意志によって車両が大きく傾くこと
が予想される場合、RSCAシステムをOFFにしてください。

■RSCA OFF 表示灯が点灯しているときの作動

●車両の横転・転覆時に、SRSカーテンシールドエアバッグとシートベルトプ
リテンショナーは作動しません。

●車両側面方向からの強い衝撃を感知したときは、SRSカーテンシールドエア
バッグが作動します。

警告

■通常走行時は

スイッチをOFFにしないでください。
お守りいただかないと、事故が起きたときなどに重大な傷害を受けたり、最悪
の場合死亡につながるおそれがあります。
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子供専用シート

知っておいていただきたいこと

● お子さまの年齢や体格に合わせて、適切な子供専用シートをお選びく
ださい。

● 子供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれの子
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。

● この車は2006年10月1日施行の保安基準に適合したISOFIX対応
チャイルドシート固定専用バーを標準装備しています。

子供専用シートの適合性一覧表について

■質量グループについて
ECE R44 ※の基準に適合する子供専用シートはお子さまの体重によ
り次の5種類に分類されます。

グループ 0 ：10kg まで
グループ 0+ ：13kg まで
グループ Ⅰ ：9 ～ 18kg
グループ Ⅱ ：15 ～ 25kg
グループ Ⅲ ：22 ～ 36kg

この本では代表的な次の3 種類の子供専用シートをシートベルトで固定
する方法を紹介します。
※ECE R44 は、子供専用シートに関する国際法規です。

■サイズ等級、固定具について
子供専用シートに表示される分類記号と、それにともなう取り付け器
具の記号になります。

子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定するこ
とができます。



137

1-7. 安全にお使いいただくために

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

ベビーシート

ECE R44 基準のグループ0、0+
に相当

チャイルドシート

ECE R44 基準のグループ0+、Ⅰ
に相当

ジュニアシート

ECE R44 基準のグループⅡ、Ⅲ
に相当



138

1-7. 安全にお使いいただくために

L/C200

シート位置別子供専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取り付け）

● 上表に記入する文字の説明
U：この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの子供
専用シートに適しています。

UF：この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの前
向き子供専用シートに適しています。

L：子供専用シートのリストに示す特定の子供専用シートに適しています。
（リストに記載があれば「特定自動車」、「限定」、「準汎用」カテゴリーの子供専用
シートにも適しています）

×：子供専用シートを取り付けることはできません。

表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業者また
は販売業者にご相談ください。

質量グループ

着席位置（または他の場所）

フロントシート セカンドシート サードシート
（8人乗り車の場合）

助手席 左右席 中央席 左右席 中央席

O
（10kg まで）

× U U L U

O+
（13kg まで）

× U U L U

Ⅰ
（9 ～ 18kg）

前向き UF
U U L U

うしろ向き ×

Ⅱ
（15 ～ 25kg）

UF U U L U

Ⅲ
（22 ～ 36kg）

UF U U L U



139

1-7. 安全にお使いいただくために

運
転
す
る
前
に

1

L/C200

子供専用シートのリスト

質量グループ 子供専用シート カテゴリー

O（10kg まで）
トヨタ純正NEO G-Child ISO BABY 汎用

トヨタ純正NEO G-Child ISO tether 汎用

O+（13kg まで）
トヨタ純正NEO G-Child ISO BABY 汎用

トヨタ純正NEO G-Child ISO tether 汎用

Ⅰ（9 ～ 18kg） トヨタ純正NEO G-Child ISO tether 汎用

Ⅱ（15 ～ 25kg） トヨタ純正ジュニアシート 汎用

Ⅲ（22 ～ 36kg） トヨタ純正ジュニアシート 汎用
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L/C200

シート位置別子供専用シートの適合性一覧表
（ISOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け）

● 上表に記入する文字の説明
(1) サイズ等級表示（AからG）のない子供専用シートの各シート位置での ISOFIX
対応子供専用シート固定機構の取り扱いについては、子供専用シート製造業者ま
たは販売業者にご相談ください。

IUF：この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの
ISOFIX 対応の前向き子供専用シートに適しています。

IL：ISOFIX 子供専用シートのリストに示す「特定自動車」、「限定」、または「準汎
用」カテゴリーの子供専用シートに適しています。

×：ISOFIX 子供専用シートを取り付けることはできません。

質量グループ サイズ等級 固定具
車両 ISOFIX 位置

セカンドシート
左右席

キャリコット
F ISO/L1 ×

G ISO/L2 ×

O（10kg まで） E ISO/R1 IL

O+（13kg まで）

E ISO/R1 IL

D ISO/R2 ×

C ISO/R3 ×

Ⅰ（9 ～ 18kg）

D ISO/R2 ×

C ISO/R3 ×

B ISO/F2 IUF

B1 ISO/F2X IUF

A ISO/F3 IUF

Ⅱ（15 ～ 25kg） （1） ×

Ⅲ（22 ～ 36kg） （1） ×
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ISOFIX 子供専用シートのリスト

質量グループ サイズ
等級 固定具 ISOFIX 子供専用シート カテゴリー

O（10kg まで） E ISO/R1 トヨタ純正NEO G-Child 
ISO BABY 準汎用

O+（13kg まで） E ISO/R1 トヨタ純正NEO G-Child 
ISO BABY 準汎用

知識

■ ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーについて

この車に標準装備されている ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーは、
ECE R44 に適合している子供専用シートの取り付け専用です。それ以外のも
のを使用することはできません。

■子供専用シートの選択、使用について

●お子さまに最適な子供専用シートについては、子供専用シート製造業者、ま
たは販売業者にご相談ください。

●体が十分に大きく、子供専用シートが不要なお子さまは、セカンドシート、
またはサードシート＊に乗せて車のシートベルトを使用してください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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■シートベルトで取り付けるタイプの子供専用シートの選択について

「シート位置別子供専用シート適合性一覧表」（ P. 138）を参照し、子供専用
シートを取り付け可能な位置と、対応する子供専用シートの種類（記号）をご
確認の上、適したものを選択してください。

■ECE R44適合の ISOFIX 対応子供専用シートの選択について

「シート位置別子供専用シートの適合性一覧表」（ P. 140）を確認して、適切
なシートを選択してください。

お子さまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する

（例1）：体重が12kg の場合、質量グループは「0+」になります。
（例2）：体重が15kg の場合、質量グループは「Ⅰ」になります。

サイズ等級を選択する

で確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し
ます。※

（例1）：質量グループが「0+」の場合、サイズ等級は「C」・「D」・「E」
が該当します。

（例2）：質量グループが「Ⅰ」の場合、サイズ等級は「A」・「B」・「B1」・
「C」・「D」が該当します。

※ただし、該当のサイズ等級でも適合性一覧表の「車両 ISOFIX 位置」に
「×」と記載されているものは選択できません。また、「IL」と記載され
ている場合は、「ISOFIX 子供専用シートのリスト」（ P. 141）で指定
されている製品を使用してください。
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子供専用シートに表示されているマーク／
ラベルを確認して、基準に適合したシート
であることを確認する

汎用（ユニバーサル）子供専用シートには、
次に示すマーク・ラベル類が表示されてい
ます。※

※ 表示されている位置・記号などは、商品に
より異なります。

ISOFIX 対応子供専用シートであること
を示す表示

サイズ等級が示されています。（表示され
る文字は、製品により異なります）

 で確認したサイズ等級に適合し
ているものを選択してください。

汎用（ユニバーサル）子供専用シートの
認可マーク

UNIVERSALは汎用品の認可であること
をあらわし、併せて、対象となるお子さ
まの体重の範囲が記載されています。

トップテザー（ P. 146）を示すマーク

商品の取り付け装置の位置により、意匠
は異なります。

ITN18P217a
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■ ISOFIX 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別）

■助手席に子供専用シートを取り付けるとき

やむを得ず助手席に子供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートを以
下のように調整し、子供専用シートを前向きに取り付けてください。

■キャリコットについて

キャリコットは横向きに取り付けることのできるベビーシートのことです。
詳しくは子供専用シート製造業者、または販売業者にご相談ください。

A-ISO/F3 全高前向き幼児用チャイルドシート

B-ISO/F2 低型前向き幼児用チャイルドシート

B1-ISO/F2X
低型前向き幼児用チャイルドシート
（B-ISO/F2と別形状のもの）

C-ISO/R3 大型後向き幼児用チャイルドシート

D-ISO/R2 小型後向き幼児用チャイルドシート

E-ISO/R1 後向き乳児用チャイルドシート

F-ISO/L1 左向き位置用チャイルドシート（キャリコット）

G-ISO/L2 右向き位置用チャイルドシート（キャリコット）

●背もたれを直立状態にする

●シートをいちばんうしろに下げ、最も高
い位置にする

●シートベルトの高さをいちばん低い位置
まで下げる

ITI17C171
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警告

■子供専用シートを使用しない場合

●子供専用シートを使用しないときであっても、シートに適切にしっかりと取
り付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてく
ださい。

●子供専用シートの取りはずしが必要な場合は、車両からはずして保管するか、
ラゲージルーム内に容易に動かないように収納してください。
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チャイルドシートの取り付け

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

シートベルトを正しく着用できない小さなお子さまを乗せるときは、
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安全のために、チャ
イルドシートはセカンドシートまたはサードシート＊に取り付けてく
ださい。
取り付け方法は、必ず商品付属の取扱説明書に従ってください。

シートベルトによる取り付け
（ P. 147）

ISOFIX 対応チャイルドシート
固定専用バー（ P. 148）
セカンドシート外側席に装備され
ています。（固定専用バーが装備さ
れていることを示すボタンがシー
トに付いています）

トップテザーアンカー
（ P. 148）
テザーベルトを固定するときに使
います。
トップテザーアンカーはセカンド
シート外側席に装備されています。

ITI17C161

ITI17C159
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シートベルトで固定する

背もたれの角度を調整する
レバーを引いて、いったん背もたれを
前に倒してから、一段目の固定位置ま
で起こします。（ P. 58）

チャイルドシートにシートベルト
を取り付け、プレートをバックル
に“カチッ”と音がするまで挿し
込む。ベルトがねじれていないよ
うにする
チャイルドシートに付属の取り扱い
説明書に従い、シートベルトをチャイ
ルドシートにしかっり固定させてく
ださい。

チャイルドシートにシートベルト
の固定機構が備っていない場合
は、ロッキングクリップ（別売）を
使用して固定する
ロッキングクリップの購入にあたって
は、トヨタ販売店にご相談ください。
（ロッキングクリップ 品番：
  73119-22010）

取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されていること
を確認してください。

ITO17C188
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ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バー＆トップテザーアンカーで固定する

背もたれの角度を調整する
レバーを引いて、いったん背もたれを
前に倒してから、一段目の固定位置ま
で起こします。

ヘッドレストをいちばん上まで上
げる

カバーをめくり、ISOFIX 対応チャ
イルドシート固定専用バーの位置
を確認する
固定専用バーはシートクッションの
奥にあります。

ITI17C176

ITI17C173
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チャイルドシートをシートに取り
付ける
チャイルドシートの取り付け金具を
チャイルドシート固定専用バーに取
り付けます。
取り付け方法は、それぞれの商品に付
属の取扱説明書に従ってください。

フタを開けて、トップテザーアン
カーにフックを固定し、テザーベ
ルトを締める
テザーベルトをピンと張り、フックが
しっかり固定されているか確認しま
す。

ヘッドレストをいちばん下まで下
げる

ITI17C172a

ITY17C082

ITY17C083
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取り付けたチャイルドシートを軽
くゆさぶり、確実に固定されてい
ることを確認する

警告

■チャイルドシートについて

●事故や急停車の際、効果的に保護するために、必ずお子さまの年齢や体の大き
さに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。お子さ
まを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の際、
お子さまがフロントガラスや乗員、室内の装備にぶつかるおそれがあります。

●お子さまの年齢や体の大きさに合ったチャイルドシートを使用してセカンド
シートまたはサードシート＊に取り付けてください。

●たとえチャイルドシートに座らせていても、ドアやシート、フロントピラー、
ルーフサイドレール付近にお子さまの頭や体のどの部分ももたれかけないよ
うにしてください。SRSエアバッグがふくらんだ場合、大変危険であり、重
大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●チャイルドシートによっては、取り付けができない、または取り付けが困難な
場合があります。必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよくお読みのう
え、確実に取り付け、使用方法を守ってください。使用方法を誤ったり、確実
に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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警告

■チャイルドシートを取り付けるときは

●お子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万一ベルトが首に巻き付
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、ハサ
ミなどでシートベルトを切断してください。

●シートベルトとバックルが固定されていて、ベルトがねじれていないか確認し
てください。

●チャイルドシートを左右に動かして、しっかり固定されているか確認してくだ
さい。

●助手席にはチャイルドシートをうしろ向きに取り付けないでください。
うしろ向きに取り付けていると、事故などで助手席SRSエアバッグがふくらん
だとき、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
助手席側のサンバイザーに、同内容の警告文が表示されています。併せてご覧
ください。

●運転席とチャイルドシートが干渉し、
チャイルドシートが正しく取り付けられ
ない場合は、助手席側のセカンドシート
に取り付けてください。

●助手席とチャイルドシートが干渉しない
ように、助手席を調整してください。
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警告

■チャイルドシートを取り付けるときは

●ジュニアシートを使用している場合は、肩部ベルトが常にお子さまの肩の中心
にくるようにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないように
してください。お守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な傷害や
死亡につながるおそれがあり危険です。

● ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するときは、周辺に障害物
がないか、シートベルトが挟まっていないかなどを確認してください。

●やむを得ず助手席に前向きにチャイルド
シートを取り付ける場合には、助手席
シートをいちばんうしろに下げて取り付
けてください。
助手席SRSエアバッグはかなりの速度と
力でふくらむので、お守りいただかない
と、重大な傷害を受けたり、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

● ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用
バーを使用してチャイルドシートをセカ
ンドシート運転席側に取り付けたとき
は、セカンドシート中央席に座らないで
ください。腰部ベルトが腰骨の上になっ
たりベルトがたるむなど、シートベルト
の効果が十分発揮できず、事故や急ブ
レーキの際に重大な傷害や死亡につなが
るおそれがあり危険です。

ITY17C095a
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注意

■トップテザーアンカーについて

使用しないときはフタを確実に閉めてください。開けたままにしておくとフタ
が破損するおそれがあります。
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2-1. 運転のしかた

運転にあたって

安全運転を心がけて、以下の手順で走行してください。

■エンジンをかける（ P. 165）
■発進する

ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーをDにする
（ P. 169）

パーキングブレーキを解除する （ P. 175）

ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆっ
くり踏み発進する

■停車する
シフトレバーはDのまま、ブレーキペダルを踏む
必要に応じて、パーキングブレーキをかける
長時間停車する場合は、シフトレバーをPまたはNにします。

（ P. 169）

■駐車する
シフトレバーはDのまま、ブレーキペダルを踏む
パーキングブレーキをかける （ P. 175）
シフトレバーをPにする （ P. 169）
坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止め※を使用してくださ
い。
※輪止めはトヨタ販売店で購入することができます。

“エンジン スタート ストップ” スイッチをOFFにして、エン
ジンを停止する
電子キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠する
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上り坂の発進のしかた

ブレーキペダルを踏んだまま、パーキングブレーキをしっかりか
け、シフトレバーをDにする
アクセルペダルをゆっくり踏む
車が動き出す感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し発
進する

知識

■ヒルスタートアシストコントロールについて

ヒルスタートアシストコントロールにより、急な上り坂やすべりやすい上り坂
からの発進を容易におこなうことができます。（ P. 247）

■雨の日の運転について

●雨の日は視界が悪くなり、またガラスが曇ったり、路面がすべりやすくなっ
たりするので、慎重に走行してください。

●雨の降りはじめは路面がよりすべりやすいため、慎重に走行してください。

●雨の日の高速走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜が発生し、ハンド
ルやブレーキが効かなくなるおそれがあるので、スピードは控えめにしてく
ださい。

■運転標識の取り付け

磁石式の初心者運転標識や高齢者運転標識などを樹脂バンパーやアルミボデー
部に取り付けることはできません。
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警告

■発進するときは

ブレーキペダルをしっかり踏み込んだまま、シフトレバーを操作してください。
クリープ現象で車が動き出すのを防ぎます。

■運転するときは

●踏み間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな
い状態で運転しないでください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車が急発進して思わ
ぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
･ 後退するときは体をひねった状態となるため、ペダルの操作がしにくくな
ります。ペダル操作が確実にできるよう注意してください。
･ 車を少し移動させるときも正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク
セルペダルが確実に踏めるようにしてください。
･ ブレーキペダルは右足で操作してください。左足でのブレーキ操作は緊急
時の反応が遅れるなど、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

●燃えやすいものの上を走行したり、可燃物付近に車を止めたりしないでくださ
い。排気管や排気ガスは高温になり、可燃物が近くにあると火災になるおそれ
があり危険です。

●シフトレバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり、R
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。
エンジンが停止し、ブレーキの効きが悪くなったり、ハンドルが重くなったり
して、思わぬ事故や故障の原因となるおそれがあります。

●車内で排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスを開け、バックドアが閉まってい
ることを確認してください。多量の排気ガスが眠気を起こし、事故の原因とな
るほか、重大な健康障害や死亡に至るおそれがあり危険です。すみやかにトヨ
タ販売店で点検整備を受けてください。

●走行中に決してシフトレバーをPまたはRの位置に動かさないでください。
機械に重大なダメージを与えると共に、車がコントロールを失う結果を招くこ
とがあります。
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警告

■運転するときは

●走行中はシフトレバーをNにしないでください。
N にすると、エンジンブレーキがまったく効かないため、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

●走行中はエンジンを停止しないでください。
パワーステアリングおよびブレーキ倍力装置は、エンジン回転中でないと作動
しません。

●急な下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。
フットブレーキを連続して使いすぎると、ブレーキが過熱して正常に機能しな
くなります。（ P. 169）

●ハンドル・シート・ドアミラー・インナーミラーの調整をしないでください。
運転を誤り、思わぬ事故の原因となって重大な傷害や死亡のおそれがあり危険
です。

●重大な傷害や死亡のおそれがあるので、すべての同乗者が頭や手、その他の
体の一部を車から出さないようにしてください。

●シートの上や付近に荷物を置いて走行しないでください。
急ブレーキをかけたときや、施回しているときなどに荷物が飛び出したりして
乗員にあたったり、荷物を破損したり、荷物に気をとられたりして、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●4-Wheel AHC & AVS装着車で水深が50cm以上ある場所を走行するとき
は、車高をHI（ハイ）モードに切り替えてから車高制御を禁止してください。
また、30km/h 以下で走行してください。
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警告

■すべりやすい路面を運転するときは

●急ブレーキ・急加速・急ハンドルはタイヤがスリップし、車両の制御ができな
くなり、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

●シフトアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の
急な変化は、車が横すべりするなどして、思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

●水たまり走行後は、ブレーキペダルを軽く踏んでブレーキが正常に働くことを
確認してください。ブレーキパッドがぬれるとブレーキの効きが悪くなった
り、ぬれていない片方だけが効いたりしてハンドルをとられ、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

■シフトレバーを操作するときは

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気を付けてください。
シフトレバーがPまたはN以外にあると車が急発進し、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

■停車するときは

●空ぶかしをしないでください。
シフトレバーが P または N 以外にあると、車が急発進して思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

●長時間エンジンをかけたままにしないでください。どうしても必要な場合は、
開かれた場所に車を停め、排気ガスが車内に入ってこないことを確認してくだ
さい。

●車が動き出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキペダ
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。

●坂道で停車するときは、前後に動き出して事故につながるのを防ぐため、常に
ブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。

●停車中は空ぶかしをしないでください。
排気管が過熱し、可燃物が近くにあると火災につながるおそれがあり危険で
す。
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警告

■駐車するときは

●炎天下では、メガネ・スプレー缶や炭酸飲料の缶などを車内に放置しないでく
ださい。放置したままでいると、以下のようなことが起こるおそれがあり危険
です。

･ スプレー缶からガスがもれたり、出火する
･ プラスチックレンズ・プラスチック素材のメガネが、変形またはひび割れ
を起こす
･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚したり、電気部品がショートする原因に
なる

●ライターを車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込
んだりシートを動かしたときにライターの操作部が誤作動し、火災につながる
おそれがあり危険です。

●ウインドウガラスなどには吸盤を貼り付けないでください。また、インストル
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないでくだ
さい。
吸盤や容器がレンズの働きをして、車両火災につながるおそれがあり危険です。

●シルバー色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光が曲面ガラスの内側に反
射し、レンズの働きをして火災につながるおそれがあり危険です。

●車から離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーをPにし
てエンジンを停止し施錠してください。
エンジンがかかっているあいだは、車から離れないでください。

●トランスファースイッチを操作した際、L4作動表示灯が点灯または消灯する
前にシフトレバーを操作すると、トランスファーの切り替えが完了せず、シ
フトポジションに関係なく駆動軸が拘束されません。（表示灯が点滅し、ブ
ザーが鳴ります）
この場合、シフトレバーを P に入れても車両が動くおそれがあり危険です。
必ず、トランスファーの切り替えを完了させてください。
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警告

■駐車するときは

●エンジン回転中または停止直後は排気管にふれないでください。
やけどをするおそれがあります。

●降雪時や雪が積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。
まわりに積もった雪で排気ガスが滞留して車内に入り、重大な健康障害や死亡
に至るおそれがあり危険です。

■排気ガスについて

排気ガスには無色・無臭で有害な一酸化炭素（CO）が含まれているため、排気
ガスを吸い込むと重大な健康障害や死亡に至るおそれがあり危険です。

●排気が悪い場所ではエンジンを停止してください。
とくに車庫内など囲まれた場所では排気ガスが充満し、重大な健康障害や死亡
に至るおそれがあり危険です。

●排気管はときどき点検してください。排気管などの腐食などによる穴や亀裂、
および継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気付いた場合は必ずトヨタ
販売店で点検整備を受けてください。そのまま使用すると排気ガスが車内に侵
入し、重大な健康障害や死亡に至るおそれがあり危険です。

■仮眠するときは

必ずエンジンを停止してください。
エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災が発生
するおそれがあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスが車
内に侵入し、重大な健康障害や死亡に至るおそれがあり危険です。

■ブレーキをかけるときは

●万一エンジンの停止などによりブレーキ倍力装置が機能しないときは、他の
車に近付いたりしないでください。また、下り坂や急カーブを避けてくださ
い。この場合ブレーキは作動しますが、通常よりも強く踏む必要があります。
また、制動距離も長くなります。

●万一エンジンが停止したときは、ブレーキペダルを繰り返し踏まないでくださ
い。ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシスト力の蓄えを使い切ってしまいます。
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警告

■ブレーキをかけるときは

●ブレーキシステムは2つの独立したシステムで構成されており、一方の油圧シ
ステムが故障しても、もう一方は作動します。この場合、ブレーキペダルを通
常より強く踏む必要があり、制動距離が長くなります。一方のブレーキシステ
ムしか作動していない状態で走行しないでください。ただちにブレーキの修理
を受けてください。

■万一脱輪したときは

いずれかのタイヤが宙に浮いているときは、むやみに空転させないでください。
駆動系部品の損傷や車両の飛び出しによる思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

注意

■運転中は

坂道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー
キペダルを同時に踏んだりしないでください。

■駐車するときは

必ずシフトレバーを P にしてください。P にしておかないと、車が動き出した
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだときに急発進するおそれがあります。

■部品の損傷を防ぐために

●パワーステアリングポンプの損傷を防ぐため、ハンドルをいっぱいにまわした
状態を長く続けないでください。

●ディスクホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するときは、できる
だけゆっくり走行してください。
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注意

■きしみやひっかき音が聞こえたら（ブレーキパッドインジケーター）

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してくださ
い。必要なときにパッドの交換がおこなわれないと、ローターの損傷につなが
る場合があります。

ブレーキパッドやディスクローターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗し
ていきます。摩耗の限界をこえて走行すると故障を引き起こすばかりでなく、事
故につながるおそれがあります。

■走行中にタイヤがパンクしたら

以下のようなときはタイヤのパンクや損傷が考えられます。ハンドルをしっか
り持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。

●ハンドルがとられる

●異常な振動がある

●車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法は、P. 393をご覧ください。

■冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、以下のような重大な損傷を与えるおそれがある
ため、走行しないでください。

●エンストする

●電装品がショートする

●水を吸い込んでのエンジン破損

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったときは、必ずトヨタ販
売店で以下の点検をしてください。

●ブレーキの効き具合

●エンジン・トランスミッション・トランスファー・ディファレンシャルなどの
オイルやフルードの量および質の変化

●プロペラシャフト・各ベアリング・各ジョイント部などの潤滑不良
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エンジン（イグニッション）スイッチ

電子キーを携帯して以下の操作をおこなうことで、エンジンの始動ま
たはモードを切り替えることができます。

■エンジンのかけ方
パーキングブレーキがかかっていることを確認する
シフトレバーがPの位置にあることを確認する
ブレーキペダルをしっかり踏む
スイッチ上のインジケーターが緑色に点灯します。
緑色に点灯していないとエンジンは始動しません。

“エンジン スタート ストップ”
スイッチを押す
完全にエンジンが始動するまでブ
レーキペダルを踏み続けてくださ
い。

どのモードからでもエンジンを始
動できます。

ITI21C045
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■“エンジン スタート ストップ”スイッチのモード切り替え
ブレーキペダルを踏まずに“エンジン スタート ストップ” スイッ
チを押すと、モードを切り替えることができます。（スイッチを押
すごとにモードが切り替わります）

OFF※

非常点滅灯が使用できます。

アクセサリーモード

オーディオなどの電装品が使用で
きます。

スイッチ上のインジケーターが橙
色に点灯します。

イグニッションONモード

すべての電装品が使用できます。

スイッチ上のインジケーターが橙
色に点灯します。

※：シフトレバーが P 以外のときは
OFF になりません。ITI21C046
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知識

■ステアリングロックを解除するには

■エンジンが始動しないときは

エンジンイモビライザーシステムが解除されていない可能性があります。
（ P. 113）

■“エンジン スタート ストップ” スイッチ上のインジケーターが橙色に点滅した
ときは

システムに異常があるおそれがあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け
てください。

■自動電源OFF機能

シフトレバーが Pにあるとき、1時間以上アクセサリーモードにしたままにし
ておくと、“エンジン スタート ストップ” スイッチが自動でOFFになります。

■電子キーの電池の消耗について

P. 32

■電子キーが正常に働かないときは

P. 407

■スマートエントリー＆スタートシステムが正常に働かないおそれのある状況

P. 37

■ご留意いただきたいこと

P. 33

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

ハンドルを左右にまわしながら“エンジン
スタート ストップ” スイッチを押してくだ
さい。

マルチインフォメーションディスプレイ＊

にメッセージが表示され、“エンジン スター
ト ストップ” スイッチのインジケーターが
緑色に点滅します。

ITI21C043



168

2-1. 運転のしかた

L/C200

警告

■エンジンを始動するときは

必ず運転席に座っておこなってください。このとき決してアクセルペダルは踏
まないでください。思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

■緊急時のエンジン停止方法

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、3秒以上“エンジン スタート ス
トップ” スイッチを押し続けてください。
ただし、緊急時以外は走行中に“エンジン スタート ストップ” スイッチにふれ
ないでください。走行中にエンジンが停止すると、予期せぬ事故につながる可
能性があります。

注意

■バッテリーあがりを防止するために

エンジンがかかっていないときは、“エンジン スタート ストップ” スイッチを
アクセサリーモードまたはイグニッション ON モードにしたまま長時間放置し
ないでください。

■エンジンを始動するとき

●エンジンが冷えた状態で空ぶかししないでください。

●もしエンジンが始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただ
ちにエンジンの点検を受けてください。 
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オートマチックトランスミッション

状況に応じてシフトポジションをお選びください。

■シフトレバーの動かし方

“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモード
の状態で、ブレーキペダルを踏んだまま操作します。

ITO21C048
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2-1. 運転のしかた

L/C200

■シフトポジションの使用目的

※1 燃費向上や騒音の低減のために、通常はDポジションを使用してください。
※2 Sモードはシフトレンジを選択することで、使用するギヤ段の上限を制限し、

エンジンブレーキ力を切り替えたり、高速ギア段への不要なシフトアップを
抑えた走行ができます。

■走行モードの選択
走行・使用条件に合わせて以下のモードを選択できます。

パワーモード（パワフルな運
転や山間地などの走行）
 通常走行モード
セカンドスタートモード（雪
道など、すべりやすい路面で
の発進・走行）

通常走行モードにもどすときは
2nd をもう一度押します。

L

シフトポジション 目的

P 駐車またはエンジン始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※1

S Sモード走行※2 ( P. 171)
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Sモードでのシフトレンジ切り替え

シフトレバーをSの位置にして、シフトレバーを操作します。

シフトアップ
シフトダウン

※1 オプティトロンメーター装着車
※2 アナログメーター装着車

S ポジションへ操作したときの初期シフトレンジは、車速に応じて 5
レンジまたは 4 レンジに設定されます。ただし、D ポジションにて
AI-SHIFT 制御中はそれに従い、初期のシフトレンジが3レンジまたは
2レンジになる場合があります。( P. 173)

P

R
N
+

-
D-S

※1

※2
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2-1. 運転のしかた

L/C200

■シフトレンジ機能

シフトレンジの数字の小さい方がエンジンブレーキ力は大きくなり、エンジン回転数
も高くなります。

シフトレンジ 機能

6
スピードや走行条件に応じて、1速から6速のギヤが
自動的にかわります。

5
スピードや走行条件に応じて、1速から5速のギヤが
自動的にかわります。

4
スピードや走行条件に応じて、1速から4速のギヤが
自動的にかわります。

3
スピードや走行条件に応じて、1速から3速のギヤが
自動的にかわります。

2
スピードや走行条件に応じて、1速か2速のギヤが自
動的にかわります。

1 ギヤが1速に固定されます。

知識

■リバース警告ブザー

シフトレバーをRに入れるとブザーが鳴り、Rにあることを運転者に知らせます。

■Sモード

5 レンジ以下のとき、シフトレバーを＋側へ保持すると、6 レンジに設定され
ます。

■シフトダウン制限警告ブザー（Sモード走行時）

安全や走行性能を確保するため、シフトダウン操作には制限があり、シフトレ
バーを操作してもシフトダウンできない場合があります。（このときブザーが2
回鳴ります）
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■クルーズコントロールまたはレーダークルーズコントロールを使って走行して
いるとき＊

S モード走行時に 5 レンジまたは 4 レンジへシフトダウンしてもエンジンブ
レーキは効きません。( P. 204、208)

■セカンドスタートモードの自動解除

セカンドスタートモードを選択して走行後、エンジンを停止すると、自動的に
通常走行モードに切り替わります。

■シフトレバーをPからシフトできないときは

P. 404

■シフトレバーをSにしても、S表示灯が点灯しないときは

システム異常のおそれがあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。この場合、シフトレバーをDにしているときと同じ制御になります。

■AI-SHIFT について

AI-SHIFT は、運転者の運転操作と走行状況により、自動的に最適なシフトレン
ジに切り替えます。

AI-SHIFT は、シフトレバーをDにしているときに自動的に作動します。（シフ
トレバーをSにすると、機能が解除されます）
パワーモードでは、アクセルペダルをはなしてもエンジン回転数の高い状態が
続くことがありますが、異常ではありません。

■NAVI・AI-SHIFT について＊

ナビゲーションシステムの機能を利用した、高度な自動変速制御の機能です。
詳しくは別冊「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。

警告

■すべりやすい路面では

急なアクセル操作や、エンジンブレーキ力の急激な変化が横すべりやスピンの
原因となりますので注意してください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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2-1. 運転のしかた

L/C200

方向指示レバー

知識

■作動条件

“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき

■表示灯の点滅が異常に速くなったときは

方向指示灯の電球が切れていないか確認してください。

左折
右折
左側へ車線変更
（レバーを途中で保持）

レバーを離すまで左側方向指示灯
が点滅します。

右側へ車線変更
（レバーを途中で保持）

レバーを離すまで右側方向指示灯
が点滅します。

OFF
OFF
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パーキングブレーキ

知識

■冬季のパーキングブレーキの使用について

「寒冷時の運転」（ P. 263）の記載を参照してください。

■パーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー

P. 378

注意

■走行前の注意

パーキングブレーキを完全に解除してください。
パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品が過熱し、ブレー
キの効きが悪くなったり、早く摩耗したりするおそれがあります。

パーキングブレーキをかける

ブレーキペダルを踏みながら、
パーキングブレーキレバーをいっ
ぱいまで引きます。

パーキングブレーキを解除する

レバーを少し引き上げ、ボタンを
押しながら完全に下までもどしま
す。
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2-1. 運転のしかた

L/C200

ホーン（警音器）

知識

■ハンドル位置を調整したあとは

ハンドルが確実に固定されていることを確認してください。
固定が不十分だと、ホーンが鳴らない場合があります。（ P. 91）

ハンドルの の周辺部を押
すとホーンが鳴ります。
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2-2. メーターの見方

計器類

オプティトロンメーター

“エンジン スタート ストップ” スイッチをイグニッションONモード
にするとメーターが点灯します。

タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。

水温計
エンジン冷却水の温度を示します。

燃料計
燃料残量を示します。

スピードメーター
車両の走行速度を示します。

表示切り替え、トリップメーターリセットスイッチ
オドメーター／トリップメーター画面の切り替えができます。
また、トリップメーター表示中に押し続けると、走行距離が0にもどります。

メーター照度調整ダイヤル
メーター照明の明るさを調整できます。

電圧計
バッテリーの充電状態を示します。

マルチインフォメーションディスプレイ
P. 187

ABS 4LO
PCS

A/T P

ECT
PWR

2nd
STRT

RSCA
OFF

CRUISE

ITI22C040c
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2-2. メーターの見方
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オドメーター・トリップメーター
● オドメーター
走行した総距離を表示します。

● トリップメーター
リセットしてからの走行距離を表示します。
区間距離は、トリップA・トリップBの 2種類で使い分けることができます。

油圧計
エンジンオイルの圧力を示します。
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アナログメーター

タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。

水温計
エンジン冷却水の温度を示します。

燃料計
燃料残量を示します。

スピードメーター
車両の走行速度を示します。

表示切り替え、トリップメーターリセットスイッチ
オドメーター／トリップメーター／メーター照度調整画面の切り替えができ
ます。
また、トリップメーター表示中に押し続けると、走行距離が0にもどります。

電圧計
バッテリーの充電状態を示します。
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2-2. メーターの見方

L/C200

オドメーター／トリップメーター／メーター照度調整画面
● オドメーター
走行した総距離を表示します。

● トリップメーター
リセットしてからの走行距離を表示します。
区間距離は、トリップA・トリップBの 2種類で使い分けることができます。

● メーター照度調整画面
メーター照度の明るさを調整できます。

油圧計
エンジンオイルの圧力を示します。
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表示切り替え、トリップメーターリセットスイッチ
オプティトロンメーター

スイッチを押すごとに以下のように切り替わります。

オドメーター
トリップメーターA※

トリップメーターB※

※押し続けると0にもどります。

アナログメーター
スイッチを押すごとに以下のように切り替わります。

オドメーター
トリップメーターA※1

トリップメーターB※1

メーター照度調整画面※2

※1押し続けると0にもどります。
※2メーター照明が点灯していると
き、画面が表示されます。スイッ
チを押し続けると照度を調整でき
ます。

ITY22C007
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2-2. メーターの見方
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メーター照度調整ダイヤル（オプティトロンメーター装着車）
メーター照明の明るさを調整できます。

暗くなる
明るくなる

注意

■エンジンや構成部品への損傷を防ぐために

●タコメーターの針がレッドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲）
に入らないようにしてください。

●水温計の針がHのレッドゾーンに入ったときは、オーバーヒートのおそれがあ
るため、ただちに安全な場所に停車してください。（ P. 412）

■走行中の注意

●エンジン回転中に電圧計が19V以上、または9V以下を示すときは、バッテ
リーや充電系統の異常が考えられますのでトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

●エンジン回転中に油圧計が作動しないときは、ただちに安全な場所に停車し、
エンジンを停止して、エンジンオイル量を点検してください。
エンジンオイルが減っていないのに油圧が低下するときや、エンジンオイルを
補給しても油圧が上昇しないときは、トヨタ販売店へご連絡ください。
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表示灯／警告灯

メーター・センターパネル内の表示灯・警告灯でお車の状況をお知ら
せします。

オプティトロンメーター

アナログメーター

ABS 4LO
PCS

A/T P

ECT
PWR

2nd
STRT

RSCA
OFF

CRUISE

ITI22C041
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センターパネル（ナビゲーションシステム装着車）

センターパネル（ナビゲーションシステム非装着車）

ITI22C042

ITO22C044
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＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

■表示灯
システムの作動状況を表示します。

※1 作動確認のために“エンジン スタート ストップ” スイッチをイグニッショ
ンONモードにすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消灯しま
す。点灯しない場合や点灯したままのときはシステム異常のおそれがあり
ます。トヨタ販売店で点検を受けてください。

※2 オプティトロンメーター装着車
※3 アナログメーター装着車

方向指示表示灯
（ P. 174）

ECT PWR表示灯
( P. 170)

ヘッドライト
上向き表示灯（ P. 191）

2nd STRT表示灯
( P. 170)

尾灯表示灯
（ P. 191）

VSC OFF表示灯
( P. 250)

フロントフォグライト
表示灯＊（ P. 194）

L4作動表示灯
( P. 238)

リヤフォグライト表示灯＊
（ P. 194）

センターデフロック作動
表示灯 ( P. 238)

クルーズコントロール
表示灯 ( P. 204、208)

シフトポジション表示灯
（ P. 169）

スリップ表示灯
 ( P. 248)

クロールコントロール
作動表示灯 ( P. 244)

RSCA OFF 表示灯
( P. 135)

P
R
N
D
S

※1※3※2

※1

※1

※1

※3
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2-2. メーターの見方
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警告

■安全装置の警告灯が点灯しないときは

ABS や SRS エアバッグなどの安全装置の警告灯が、“エンジン スタート ス
トップ” スイッチをイグニッション ON モードにしても点灯しない場合や点灯
したままの場合は、事故にあったときに正しく作動せず、重大な傷害を受けた
り、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。ただちにトヨタ販売店で点
検を受けてください。

■警告灯
万一のシステム異常などを警告します。（ P. 378）

※1 作動確認のために“エンジン スタート ストップ” スイッチをイグニッショ
ンONモードにすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消灯しま
す。点灯しない場合や点灯したままのときはシステム異常のおそれがあり
ます。トヨタ販売店で点検を受けてください。

※2 オプティトロンメーター装着車
※3 アナログメーター装着車
※4 ナビゲーションシステム装着車
※5 ナビゲーションシステム非装着車

   

※1※2 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1

＊※1 ※4 ※5 ※1※3

※1※3 ※3

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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マルチインフォメーションディスプレイ＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

マルチインフォメーションディスプレイは、以下のような情報を表示
します。

● ドライブモニター
( P. 189)
航続可能距離や燃費など、走行に
関する情報を表示します。

● レーダークルーズコントロー
ル表示 ＊ ( P. 208)
レーダークルーズコントロール使
用時に自動で表示されます。

● クリアランスソナー表示
 ( P. 218)
クリアランスソナー使用時に自動
で表示されます。

● 4-Wheel AHC表示＊
（ P. 228）
車高モードが自動で表示されま
す。

● クロールコントロール表示
（ P. 244）
クロールコントロール使用時に自
動で表示されます。

● シフトポジション・シフトレ
ンジ ( P. 169)

● 警告メッセージ ( P. 384)
各システムに異常が発生すると自
動で表示されます。

ITI22C039c
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2-2. メーターの見方
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表示切り替え

Aタイプ

表示を切り替えるには、DISP ス
イッチを押します。

Bタイプ

DISP

ITY22C030

ITI22C038
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ドライブモニター

■瞬間燃費
現在の瞬間燃費を表示します。

■給油後平均燃費
燃料を補給してからの平均燃費を表示します。

■航続可能距離
現在の燃料残量で走行できるおよその距離を表示します。

● 表示される距離は過去の平均燃費をもとに算出されるため、表示さ
れる距離を実際に走行できるとは限りません。

● 燃料給油量が少量の場合、表示が更新されないことがあります。

■始動後平均車速
エンジンを始動してからの平均車速を表示します。

■始動後走行距離
エンジンを始動してからの走行距離を表示します。
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2-2. メーターの見方
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知識

■システムチェック表示

“エンジン スタート ストップ” スイッチをイグニッション ON モードにしたと
き、システムの作動確認のため「LAND CRUISER」と表示されます。チェッ
クが終わると、通常の画面表示になります。

■液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示されることがあります。これは液晶
ディスプレイ特有の現象で、そのまま使用しても問題ありません。

■バッテリー端子の脱着をしたときは

バッテリー端子の脱着をおこなったとき、以下のデータはリセットされます。

●給油後平均燃費

●航続可能距離

●始動後平均車速

注意

■低温時の画面表示について

車内の温度が極めて低いときは、画面表示の切り替えが遅れる場合があります
ので、車内を暖めてください。
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2-3. ライトのつけ方・ワイパーの使い方

ライトスイッチ

ハイビームにする

ライト点灯時、レバーを前方に
押しハイビームに切り替え

レバーをもとの位置へもどすとロー
ビームにもどります。

レバーを引いているあいだ、ハ
イビームを点灯

ライトが消灯していても、ハイビーム
が点灯します。
レバーを離すと、ロービームにもど
る、または消灯します。

自動または手動でヘッドライトなどを点灯できます。

車幅灯・尾灯・番号灯・
メーター照明（アナログ
メーターのみ）を点灯
※オプティトロンメーター装
着車は、尾灯表示灯が点灯
します。

上記ライトとヘッドライ
トを点灯

ヘッドライト、車幅灯な
どを自動点灯・消灯
（“エンジン スタート ス
トップ” スイッチがイグ
ニッションONモードの
とき）

OFF
OFF

ITI23C091a

※



192

2-3. ライトのつけ方・ワイパーの使い方
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手動光軸調整ダイヤル

乗車人数や荷物の重量などによる車の姿勢の変化に合わせて、ヘッドラ
イトの光軸を調整することができます。

上向きに調整
下向きに調整

■目盛り設定の目安

ITY23C011a

乗員と荷物の条件 ダイヤル位置

乗員 荷物 GX AX ZX

運転者 なし 0 0 0

運転者と
助手席乗員 なし 0 0 0

運転者と助手席乗員、
および、サードシート＊

に3名乗車
なし ー 3 0.5

全乗員 なし 2 4 0.5

全乗員 ラゲージルーム満載時 4 5 0.5

運転者 ラゲージルーム満載時 5 5 0.5

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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2-3. ライトのつけ方・ワイパーの使い方

2
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知識

■ライトセンサー

■ライト消し忘れ防止機能

“エンジン スタート ストップ” スイッチをアクセサリーモードまたはOFFにし
て運転席ドアを開けると、ヘッドライトと尾灯が消灯します。

再びライトを点灯する場合は、“エンジン スタート ストップ” スイッチをイグ
ニッション ON モードにするか、一度ライトスイッチを OFF にもどし、再度

または の位置にします。

■販売店またはナビゲーション画面で設定可能な機能

ライトセンサーの感度の設定などを変更できます。
（車両カスタマイズ機能一覧 P. 424）

注意

■バッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態でライトを長時間点灯しないでください。

センサーの上にものを置いたり、センサー
をふさぐようなものをウインドウガラスに
貼らないでください。周囲からの光がさえ
ぎられると、自動点灯・消灯機能が正常に
働かなくなります。

ITY23C041
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2-3. ライトのつけ方・ワイパーの使い方

L/C200

フォグライトスイッチ＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

雨や霧などの悪天候下で視界を確保します。
ヘッドライトまたは車幅灯が点灯しているとき使用できます。
（リヤフォグライト＊はフロントフォグライトが点灯しているときの
み使用できます）

フロントフォグライトスイッチ
消灯
フロントフォグライト点灯

OFF
OFF

ITI23C093a
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2-3. ライトのつけ方・ワイパーの使い方
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知識

■リヤフォグライトについて

●リヤフォグライトが点灯しているときは、メーター内の表示灯が橙色に点灯
します。

●雨や霧などで視界が悪いときに後続車に自分の車の存在を知らせるために
使用します。視界が悪いとき以外に使用すると後続車の迷惑になる場合があ
ります。必要なとき以外は使用しないでください。

フロント＆リヤフォグライトスイッチ
消灯
フロントフォグライト点灯
フロント＆リヤフォグライト
点灯

手を離すと の位置までもど
ります。
再度操作すると、リヤフォグライ
トのみ消灯します。

OFF
OFF
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2-3. ライトのつけ方・ワイパーの使い方

L/C200

ワイパー＆ウォッシャー（フロント）

間欠作動調整式ワイパー
INT を選択しているとき、間欠作動の頻度を調整することができま
す。

間欠作動（INT）
低速作動（LO）
高速作動（HI）
一時作動（MIST）
停止（OFF）

間欠ワイパーの作動頻度（減）
間欠ワイパーの作動頻度（増）

MISTMISTOFFOFFINTINTLOLO
HIHI

INTINT

ITI23C095b
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2-3. ライトのつけ方・ワイパーの使い方
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L/C200

ウォッシャー液を出す

ワイパーが連動して作動します。

雨滴感知式ワイパー
AUTO を選択しているとき、雨滴量と車速に応じてワイパーが作
動します。

雨滴感知オート作動
（AUTO）
低速作動（LO）
高速作動（HI）
一時作動（MIST）
停止（OFF）

MISTMISTOFFOFFAUTOAUTOLOLO
HIHI

ITI23C098a
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2-3. ライトのつけ方・ワイパーの使い方

L/C200

雨滴センサーの感度調整（低）
雨滴センサーの感度調整（高）

ウォッシャー液を出す

ワイパーが連動して作動します。
（数回作動したあと、液だれ防止と
してさらに1回作動します）

ITI23C099a

ITI23C100a
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2-3. ライトのつけ方・ワイパーの使い方

2

運
転
す
る
と
き
に

L/C200

知識

■作動条件

“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき

■車速による作動への影響（雨滴感知式ワイパー装着車）

AUTO 選択時以外でも、車速によってウォッシャー連動時のワイパー作動（液
だれ防止作動が働くまでの時間）がかわります。

LO選択時は停車時のみ間欠作動へ切り替わります。
（雨滴センサーの感度調整が最高に調整されているときは、低速作動を続けます）

■AUTO作動について（雨滴感知式ワイパー装着車）

●“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき
にワイパースイッチを AUTO モードにすると、作動確認のためワイパーが
1回作動します。

●雨滴感知センサーの温度が90℃以上または－15℃以下のときは、AUTO作
動しないことがあります。その場合は、AUTOモード以外でワイパーを使用
してください。

■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。

●雨滴感知センサーが雨滴量を判定しま
す。

光学センサーを使用しているため、フロン
トガラスに朝日や夕日が断続的にあたる
ときや、虫などで汚れたときに正しく作動
しないことがあります。

ITY23C042
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2-3. ライトのつけ方・ワイパーの使い方

L/C200

警告

■AUTOモード時のワイパー作動に関する警告（雨滴感知式ワイパー装着車）

AUTO モードでは、センサーにふれたり、フロントガラスに振動があるなどの
要因で不意にワイパーが作動するおそれがあります。ワイパーで指などを挟ま
ないようにご注意ください。

注意

■窓ガラスが乾いているときは

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。
ポンプが故障するおそれがあります。
ウォッシャー液量を点検してください。

■ノズルがつまったときは

ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。
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2-3. ライトのつけ方・ワイパーの使い方
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L/C200

ワイパー＆ウォッシャー（リヤ）

知識

■作動条件

“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき

■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないときは、ノズ
ルのつまりを点検してください。

■液だれ防止機能（ZX）

ウォッシャー液を出すと、数秒後に液だれ防止としてワイパーがもう 1 度作動
します。

間欠作動（LO）
通常作動（HI）
ウォッシャー液を出す

ワイパーが連動して作動します。

ウォッシャー液を出す

ワイパーが連動して作動します。
（ZXのみ）

停止（OFF）

MISTMISTOFFOFFAUTOAUTOLOLO
HIHI

ITI23C101b
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2-3. ライトのつけ方・ワイパーの使い方

L/C200

■車速切り替え機能（ZX）

HI 選択時は、走行中は通常作動をおこない、停車すると間欠作動に切り替わり
ます。

■リバース連動機能（ZXの雨滴感知式ワイパー装着車）

LO または OFF 選択時は、フロントワイパーが作動中またはフロントワイパー
の作動停止から約 17 秒以内のとき、シフトレバーを R にするとリヤワイパー
が１回作動します。

■販売店で設定可能な機能

液だれ防止機能などを変更できます。（車両カスタマイズ機能一覧 P. 424)

注意

■リヤウインドウガラスが乾いているときは

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

■ウォッシャー液が出ないときは

スイッチを操作し続けないでください。
ポンプが故障するおそれがあります。
ウォッシャー液量を点検してください。

■ノズルがつまったときは

ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。
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2-3. ライトのつけ方・ワイパーの使い方

運
転
す
る
と
き
に

2

L/C200

ヘッドライトクリーナー＊

知識

■作動条件

“エンジン スタート ストップ”スイッチがイグニッション ON モードでヘッド
ライトが点灯しているとき

注意

■ウォッシャー液が出ないときは

ヘッドライトクリーナースイッチを操作し続けないでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

ウォッシャー液を噴射して、ヘッドライトを洗浄します。

スイッチを押すと、ヘッドライ
トクリーナーが 1 回作動しま
す。

ITY23C040

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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L/C200

2-4. その他の走行装置の使い方

クルーズコントロール＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

アクセルペダルを踏まなくても一定の速度で走行できます。

クルーズコントロール表示灯
クルーズコントロールスイッ
チ

■速度を設定する

ON-OFFスイッチをONにする
OFF にするには再びスイッチを押
します。

※1オプティトロンメーター装着車
※2アナログメーター装着車

RES

SET

CANCEL

ITO24C109

ITO24C110

RES

SET

CANCEL

※1 ※2



205

2-4. その他の走行装置の使い方

2
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希望の速度まで加速／減速し、
レバーを下げて設定する

■設定速度を変更する
増速
減速

希望の速度になるまでレバーを保
持します。

レバーを上または下に軽く操作し
て手を離せば、設定速度を微調整
（約1.6 km/h ずつ）できます。

■定速走行を解除する・復帰させる
解除

レバーを手前に引きます。
ブレーキペダルを踏んだときも解
除されます。

復帰

レバーを上げると、定速走行にもど
ります。ただし、速度が約40km/h
以下の場合は復帰しません。
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2-4. その他の走行装置の使い方

L/C200

知識

■設定条件について

●シフトレバーがD、またはSモードの4、5、6レンジのとき設定できます。

●速度は約40～100 km/h の範囲で設定できます。

■加速について

通常走行と同様にアクセル操作で加速できます。加速後、設定車速にもどりま
す。

■定速走行の自動解除

以下のとき自動的に定速走行が解除されます。

●設定速度より実際の速度が約16 km/h以上低下した

●速度が約40 km/h以下になった

●VSCが働いた

●センターデフロックスイッチ操作後、約5秒以上切り替え中が続いた

■定速走行中に表示灯が点滅したときは

ON-OFF スイッチを一度OFFにし、再度設定してください。
設定できないとき、またはすぐに解除されるときはシステム異常のおそれがあ
ります。トヨタ販売店で点検を受けてください。
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2-4. その他の走行装置の使い方
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警告

■誤操作を防ぐために

クルーズコントロールを使わないときは ON-OFF スイッチを OFF にしてくだ
さい。

■クルーズコントロールを使用してはいけない状況

以下の状況では、クルーズコントロールを使用しないでください。
車のコントロールを失い、思わぬ事故につながり、重大な傷害または死亡にお
よぶおそれがあります。

●交通量の多い道

●急カーブのある道

●曲がりくねった道

●雨天時や、凍結路・積雪路などのすべりやすい路面

●急な下り坂
急な下り坂では設定車速以上になることがあります。

●車両けん引時
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2-4. その他の走行装置の使い方

L/C200

レーダークルーズコントロール＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

アクセルペダルを踏まなくても、車間制御モードで先行車の速度に合
わせて車間距離を保つ追従走行をおこなったり、定速制御モードで一
定の速度で走行できます。

先行車との車間距離が確保しやすい高速道路や自動車専用道路などでご使用く
ださい。

クルーズコントロール表示灯
マルチインフォメーション
ディスプレイ
レーダークルーズコントロー
ルスイッチ
車間距離切り替えスイッチ

■車間距離モードを選択する

ON-OFFスイッチをONにする
OFF にするには再びスイッチを押
します。

ITI24C083

ITI24C084

RES

SET

CANCEL
MODE
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2-4. その他の走行装置の使い方
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■定速制御モードを選択する
ON-OFFスイッチをONにす
る
定速制御モードに切り替え
（約1秒間長押し）

OFF にするには再びスイッチを押
します。

“エンジン スタート ストップ” ス
イッチがイグニッション ON モー
ドになるたびに車間制御モードに
再設定されます。

■選択したモード（車間制御・定速制御）で走行する

希望の速度まで加速／減速し、
レバーを下げて速度を設定する

■設定速度を変更するには
増速
減速

表示が希望の車速になるまでレ
バーを保持します。

定速制御中レバーを上または下に
軽く操作して手を離せば、設定速
度を微調整（約 1.6 km/h ずつ）
できます。

RES

SET

CANCEL
MODE

1

2

ITI24C085a

ITY24C008b

ITY24C009b
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2-4. その他の走行装置の使い方

L/C200

■制御を解除する・復帰させるには
解除

レバーを手前に引きます。

ブレーキペダルを踏んだときも解
除されます。

復帰

レバーを上げると、もとの制御状態
にもどります。ただし、速度が約
40km/h 以下の場合は復帰しませ
ん。

■車間距離を変更するには（車間制御モード）

スイッチを押すごとに車間距離
を切り替える

長い
中間
短い

“エンジン スタート ストップ” ス
イッチがイグニッション ON モー
ドになるたびに に設定されま
す。

先行車がいる場合、先行車マーク
も表示されます。

ITY24C010b

ITI24C096

先行車マーク
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2-4. その他の走行装置の使い方
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車間制御モードでの走行

このモードではレーダーセンサーにより、車両前方約100 m以内の先
行車を検知して、先行車の有無・先行車との車間距離を判定します。

長い下り坂を走行しているときは車間距離が短めになります。

定速走行（先行車がいないとき）：
100km/h に設定した場合
運転者が設定した速度で定速走行します。

減速走行（設定した速度より遅い先行車が現れたとき）：
100km/h で定速走行時に、80km/h の先行車がいる場合
先行車を検知すると自動で減速し、より大きな減速が必要な場合は、ブレーキ
がかかります。十分に減速できない状態で先行車に接近した場合は、接近警報
（ P. 212）を鳴らします。

追従走行（設定した速度より遅い先行車に追従するとき）：
100km/h に設定しているときに、80km/h の先行車がいる場合
先行車の速度変化に合わせて、運転者の設定した車間距離になるよう追従しま
す。

加速走行（セットした速度より遅い先行車がいなくなったとき）：
100km/h に設定しているときに、80km/h の先行車がいなくなっ
た場合
設定速度までゆっくり加速し、定速走行にもどります。

ITI24C097a
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2-4. その他の走行装置の使い方

L/C200

接近警報

追従走行中に他車の割り込みなどで十分な減速ができない状態で先行車
に接近したときは、表示の点滅とブザーで運転者に注意をうながします。
ブレーキを踏むなど適切な車間距離を確保してください。

知識

■レーダークルーズコントロールの表示灯・警告メッセージ・警告ブザー

走行操作に関して注意が必要な場合や、システムに異常が発生したときには、表
示灯や警告メッセージ、警告ブザーで注意をうながします。（ P. 384）

■モードの切り替えについて

車間制御モードを使用してから定速制御モードに切り替えることはできませ
ん。また、定速制御モードから車間制御モードへもどすことはできません。シ
ステムをOFFにしてから再度操作してください。

■設定条件について

●シフトレバーがD、またはSモードの4・5・6レンジのとき設定できます。

●速度は約50 km/h から100 km/hの範囲で設定できます。

■加速について

通常走行と同様にアクセル操作で加速できます。加速後、設定速度にもどります。

ただし、車間制御モード時は先行車との距離を保持するため、設定車速以下にな
ることもあります。
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2-4. その他の走行装置の使い方
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■車間制御走行の自動解除

以下のとき、自動的に車間制御走行が解除されます。

●速度が約40 km/h以下になった

●VSCが働いた

●レーダーセンサーの汚れが判定された

●ワイパーがHI（高速）で作動した

●走行モードをセカンドスタートモードにセットした

●センターデフロックスイッチ操作後、約5秒以上切り替え中が続いた

その他の理由で車間制御走行が自動解除されるときは、システムが故障してい
る可能性があります。トヨタ販売店にご相談ください。

■定速制御走行の自動解除

以下のとき、自動的に定速制御が解除されます。

●設定速度より実際の速度が約16 km/h以上低下した

●速度が約40 km/h以下になった

●VSCが働いた

■車間距離選択の目安

以下の目安を参考に車間距離を選択してください。（ P. 210）
（80 km/hで走行している場合）
なお、速度に応じて車間距離は増減します。

車間距離選択 車間距離

長 約50 m

中 約40 m

短 約30 m
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■レーダーセンサーとグリルカバーについて

車間制御を正しく働かせるために、センサーとグリルカバーは常にきれいにし
ておいてください。（ビニールやつららや雪など、汚れ検知機能で検知できない
ものもあります）
汚れを検知したときは、レーダークルーズコントロールは解除されます。

■接近警報について

車間距離が短くても、以下のような場合は警報されないことがあります。

●先行車と自車の車速が同じか先行車の方が速いとき

●先行車が非常にゆっくりした車のとき

●速度を設定した直後

●アクセルペダルが踏まれたとき

グリルカバー

レーダーセンサー

ITY24C052a



215

2-4. その他の走行装置の使い方

2

運
転
す
る
と
き
に

L/C200

警告

■安全にお使いいただくために

安全運転をおこなう責任は運転者にあります。装置を過信せず、運転者は常に
自らの責任で周囲の状況を把握し、安全運転を心がけてください。
レーダークルーズコントロールは運転者の操作の一部を支援し、操作負担を軽
減するためのシステムで、支援の範囲には限りがあります。
システムが正常に機能していても、運転者が認識している先行車の状況とシス
テムが検知している状況が異なる場合があります。従って注意義務、危険性の
判断、安全の確保は運転者がおこなう必要があります。なお、誤った使い方を
したり、操作慣れなどで注意を怠ったりすると、思わぬ危険を招くことがあり
ます。

■システムの支援内容に関する注意点

●運転者が見る過程での支援内容
レーダークルーズコントロールは、自車と設定された先行車との車間距離を検
知するのみであり、わき見やぼんやり運転を許容する装置でも、視界不良を補
助する装置でもありません。
運転者自らが周囲の状況に注意を払う必要があります。

●運転者が判断する過程での支援内容
レーダークルーズコントロールは、自車と設定された先行車との車間距離が適
正かどうかを判断しており、それ以外の判断はしません。このため、危険性が
あるかどうかなど運転者は自ら安全の判断をする必要があります。

●運転者が操作する過程での支援内容
レーダークルーズコントロールは、先行車への追突を防止する機能はありませ
ん。このため、危険性があれば運転者自らが安全を確保する必要があります。

■誤操作を防ぐために

レーダークルーズコントロールを使わないときは、ON-OFF スイッチをOFFに
してください。
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警告

■レーダークルーズコントロールを使用してはいけない状況

以下の状況では、レーダークルーズコントロールを使用しないでください。
適切な制御がおこなわれず、思わぬ事故につながり、重大な傷害または死亡に
およぶおそれがあります。

●交通量の多い道

●急カーブのある道

●曲がりくねった道

●雨天時や、凍結路・積雪路などのすべりやすい路面

●急な下り坂や急で勾配の変化が激しい坂
急な下り坂では設定速度以上になることがあります。

●高速道路の出入り口

●レーダーセンサーが正しく働かないような悪天候時（大雨・霧・雪・砂嵐など）

●接近警報がひんぱんに鳴るとき

●車両けん引時

■センサーが正しく検知しないおそれのある先行車

以下のような場合は、必要に応じてブレーキで減速してください。
レーダーセンサーが正しく車両を検知できず、接近警報（ P. 212）も作動し
ないため、思わぬ事故につながるおそれがあります。

●先行車が急に割り込んできたとき

●先行車が低速で走行中のとき

●停車中の車がいるとき

●先行車のうしろ部分が小さすぎるとき（荷物を積んでいないトレーラーなど）

●同じ車線を二輪車が走行中のとき



217

2-4. その他の走行装置の使い方

2

運
転
す
る
と
き
に

L/C200

警告

■車間制御が正しく働かないおそれのある状況

以下の状況では、必要に応じてブレーキで減速してください。
レーダーセンサーが正常に車両を検知せず、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

●周囲の車両より水や雪がまき散らされ、レーダーセンサーの作動のさまたげに
なる場合

●自車の車両姿勢が上向きになる場合（重い荷物を積んだときなど）

●カーブ路や車線幅が狭い道路などを走行する場合

●ハンドル操作が不安定な場合や車線内の位置が一定でない場合

●先行車が急ブレーキをかけた場合

■レーダーセンサーを正しく働かせるためには

センサーとグリルカバーには以下のことをしないでください。
センサーが正しく働かず、思わぬ事故につながるおそれがあります。

●何か貼ったり、取り付ける

●汚れたままにしておく

●分解したり、強い衝撃を与える

●改造や塗装

●純正品以外の部品に交換する

●センサーは電波法の基準に適合しています。センサーに貼り付けられているラ
ベルはその証明ですのではがさないでください。また、センサーを分解・改造
すると罰せられることがあります。
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クリアランスソナー＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

クリアランスソナーは、車両と障害物とのおおよその距離を超音波セ
ンサーによって感知して、メーター内のマルチインフォメーション
ディスプレイの距離表示とブザー音で運転者にお知らせします。
メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車は、モニター画
面でも距離を表示します。

■センサーの種類
フロントコーナーセンサー
リヤコーナーセンサー
バックセンサー

■クリアランスソナースイッチ

ON／ OFF
スイッチを押すとクリアランスソ
ナーは ON になり、表示灯が点灯
します。
OFF にするには再びスイッチを押
します。
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■マルチインフォメーションディスプレイの表示
フロントコーナーセンサー作
動表示
リヤコーナーセンサー作動表
示
バックセンサー作動表示

■モニター画面の表示（ナビゲーションシステム装着車）

障害物を感知すると自動的に表
示されます。

バックガイドモニター・ワイ
ドビューフロント＆サイドモ
ニター非表示時

表示されないように設定すること
ができます。（ P. 224）

バックガイドモニター・ワイ
ドビューフロント＆サイドモ
ニター表示時

画面上に簡略表示されます。
（左の画面はバックガイドモニ
ターの場合です）

ITO24C094a
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L/C200

距離表示の見方

■コーナーセンサー

障害物までの
おおよその距離

マルチインフォ
メーション
ディスプレイ

モニター画面

割り込み表示

フロント：60 cm ～
47.5 cm

リヤ：60 cm ～ 
37.5 cm （点灯） （点灯） （点滅）

フロント：47.5 cm 
～ 35 cm

リヤ：37.5 cm ～
30 cm （点灯） （点灯） （速い点滅）

フロント：35 cm 以下
リヤ：30 cm 以下

（点滅） （点灯） （点灯）
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■バックセンサー

障害物までの
おおよその距離

マルチインフォメー
ションディスプレイ

モニター画面
(割り込み表示 )

150 cm ～ 60 cm

（点灯） （遅い点滅）

60 cm ～ 45 cm

（点灯） （点滅）

45 cm ～ 35 cm

（点灯） （速い点滅）

35 cm 以下

（点滅） （点灯）
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音声案内とブザー音

障害物を感知すると、ブザーが鳴ります。

ナビゲーションシステム装着車は、ブザー音と同時に音声案内をおこないます。

● 障害物との距離が近付くと、ブザーの断続時間が短くなります。障害
物との距離が以下のとき、ブザーは断続音“ピピピ”から連続音“ピー”
になります。

･ フロントコーナーセンサーとバックセンサーが感知した障害物と
の距離が35cm以下

･ リヤコーナーセンサーが感知した障害物との距離が30cm以下
● 複数のソナーが同時に障害物を感知しているときは、もっとも近い障
害物との距離に合わせたブザー音が鳴ります。
ただし、感知した障害物のどちらかまたは両方が上記の距離より近付
くと、ブザーは断続音“ピピピ”と連続音“ピー”を繰り返します。

● ブザーの音量と鳴るタイミングは、変更することができます。
（ P. 224）
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障害物を感知できる範囲

約60cm
約 150cm

感知できる範囲は左図のとおりです。
ただし、障害物がセンサーに近付きす
ぎると感知できません。

障害物の形状・条件によっては感知で
きる距離が短くなることや、感知でき
ないことがあります。

ITY24C050a



224

2-4. その他の走行装置の使い方
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音声案内・モニター画面表示・ブザーの設定
（ナビゲーションシステム装着車）

“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードの
とき、クリアランスソナーの設定をすることができます。

画面外の  を押す

画面内の  にタッチする

画面内の  にタッチする

■ブザー音量設定
設定したい音量にタッチする
ブザー音量を調整することができます。

■画面表示のON・OFF
画面内の  にタッチする

● タッチするごとに、「表示される」と「表示されない」が切り替わ
ります。

● ｢表示されない」にすると、タッチスイッチの作動表示灯が点灯し
ます。
障害物が感知されたとき、自動的にクリアランスソナー画面が表示されるかどう
か設定することができます。

■画面表示・ブザータイミング
画面内の  にタッチする

● タッチするごとに、感知範囲が「遠」（緑色、約150cm以内）と
｢近」（黄色、約60cm以内）に切り替わります。
バックセンサーの割り込み表示が表示される感知範囲と、ブザーが出力される感
知範囲を調整することができます。

設定・編集

運転支援

クリアランスソナー設定

ソナー表示なし

切り替え
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知識

■作動条件

●フロントコーナーセンサー：

･“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき
･ シフトレバーがP以外にあるとき
･ 車両の速度が10km/h 以下のとき

●リヤコーナーセンサー・バックセンサー：

･“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき
･ シフトレバーがRにあるとき
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■センサーについて

●以下のとき、クリアランスソナーが正常に作動しないことがあり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。注意して運転してください。

･ センサーに氷・雪・泥などが付着したとき（取り除けば、正常に復帰します）
･ センサー部が凍結したとき（解ければ、正常に復帰します）
とくに低温時には凍結などにより異常表示が出たり、障害物があっても感
知しないことがあります。
･ センサーを手などで覆ったとき
･ 炎天下や寒冷時
･ 凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時など
･ 他車のホーン・オートバイのエンジン音・大型車のエアブレーキ音・他車
のクリアランスソナーなどの超音波を発生するものが近付いたとき
･ どしゃぶりの雨や水しぶきがかかったとき
･ 車両姿勢が大きく傾いたとき
･ 市販のフェンダーポール、無線機アンテナを車に付けたとき
･ 背の高い縁石や直角の縁石に向かって進んだとき
･ 標識等の物体によっては感知距離が短くなります
･ バンパー真下付近は感知しません
センサーより低い物体や細い杭などは、一度感知しても接近すると突然感
知しなくなることがあります。
･ センサーに障害物が近付きすぎたとき
･ バンパーやセンサー部付近にものをぶつけたときや、たたくなどの強い衝
撃を与えたとき
･ トヨタ純正品以外のサスペンションを取り付けたとき
障害物の形状・条件によっては感知できる範囲が短くなることや、感知できな
いことがあります。
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●正確に感知できないことがある障害物
以下のようなものは感知しないことがあります。注意して運転してください。

･ 針金・フェンス・ロープなどの細いもの
･ 綿・雪などの音波を吸収しやすいもの
･ 鋭角的な形のもの
･ 背の低いもの
･ 背が高く上部が張り出しているもの

■クリアランスソナーに異常があるときは

マルチインフォメーションディスプレイに異常を知らせる表示が出ます。
（ P. 384)

警告

■クリアランスソナーをお使いになる前に

必ず以下のことをお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

●車両の速度が10km/h を超えないようにしてください。

●センサーの感知範囲、作動速度には限界があります。車を前進・後退するとき
は、必ず車両周辺（とくに車両側面など）センサー感知範囲外の安全を確認
し、ブレーキで車速を十分に制御し、ゆっくり運転してください。

●センサーが感知する範囲にはアクセサリー用品などを取り付けないでくださ
い。

注意

■洗車時の注意

高圧洗車機を使用して洗車するときは、センサー部に直接水をあてないでくだ
さい。強い水圧により衝撃が加わり、正常に作動しなくなるおそれがあります。
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4-Wheel AHC（アクティブハイトコントロール）＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

4-Wheel AHCは、走行の状況に応じて車高をHI（ハイ）モード、N
（標準）モード、LO（ロー）モードの3つから選択することができます。

■車高切り替えスイッチ／車高制御スイッチ
“▲”（車高上昇）スイッチ
“▼”（車高下降）スイッチ
車高制御スイッチ

車が停止しているときにスイッチ
を押すと、ハイトコントロール
OFF モードになり、現状の車高
モードで固定されます。もう一度
スイッチを押すと、車高の調整が
できるようになります。

■マルチインフォメーションディスプレイ
N（標準）モード

マルチインフォメーションディス
プ レ イ に 表 示 さ れ る 、

の矢印は、現在の車高から
矢印の方向への調整ができること
を示しています。

HI（ハイ）モード
LO（ロー）モード
ハイトコントロール
OFF モード

ハイトコントロールOFFモードの
とき、“▲”（車高上昇）や“▼”（車
高下降）スイッチを押しても車高
はかわりません。

ITI24C086b

ITI24C087b
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車高モード

車高モードは、車高切り替スイッチや車高制御スイッチを操作すること
で以下の表のように切り替わります。

■ HI（ハイ）モード
N（標準）モードと比べ、フロントの車高が約50mm、リヤの車高
が約60mm高くなります。

● 凹凸のある路面や渡河走行するときに適しています。

● HI（ハイ）モード走行は、車速が約30km/h 以下のときに選択でき
ます。

■ N（標準）モード
標準車高です。一般的な走行に適しています。
高速走行時は、自動的にフロントの車高が約20mm、リヤの車高が
約 15mm 低くなり、優れた空力特性や走行安定性に寄与していま
す。車速が約80km/h以下になると、自動的に標準車高にもどります。

■ LO（ロー）モード
N（標準）モードと比べ、フロントの車高が約60mm、リヤの車高
が約40mm低くなります。

● 車への乗り降りや、荷物の積み降ろしが容易になります。

● LO（ロー）モードは車が停止しているときに選択できます。車速
が約12km/h を超えると、自動的にN（標準）モードに移行します。

現在の車高モード
操作するスイッチ

▼ ▲

HI（ハイ）モード N（標準）モード 現在のまま

N（標準）モード LO（ロー）モード HI（ハイ）モード

LO（ロー）モード 現在のまま N（標準）モード

ハイトコントロールOFFモード 現在のまま



230

2-4. その他の走行装置の使い方

L/C200

車高モード切り替え条件

車速により選択できない車高モードがあります。以下の表を参照して
モードを切り替えてください。

※トランスファースイッチが L4 のときの車高モードの切り替えは、下記の表と異なる
場合があります。

○：選択可　×：選択不可

車両の状態
車高モード

LO（ロー） N（標準） HI（ハイ）
車速約12km/h 以下 ○ ○ ○

車速約12km/h ～ 30km/h × ○ ○
車速約30km/h 以上 × ○ ×

知識

■操作条件

●エンジンがかかっていること

●車高制御が禁止されていない（ハイトコントロールOFFモードでない）こと

●すべてのドア（バックドアを含む）が閉まっていること

■トランスファースイッチが L4のときの車高モードの自動切り替え

トランスファースイッチが L4で、車速が約3km/h を超えて不整地を走行する
場合は、自動的に車高がHI （ハイ）モードへ移行します。（平坦路では車高モー
ドはかわりません）

■HI（ハイ）モードでの車高自動変更

●トランスファースイッチがH4で車速が約30km/hを超えたとき、車高は自
動的にN（標準）モードへ移行します。

●トランスファースイッチがL4で車速が約40km/hを超えたとき、車高はN
（標準）モードより約 25mm高い位置まで移行します。車速が約 20km/h
以下になったら自動的にHI（ハイ）モードの位置へもどります。
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■エクストラハイモード

HI（ハイ）モードでトランスファースイッチが L4、またはクロールコントロー
ルが作動した状態のときに車がスタックすると、自動的にエクストラハイモー
ドへ移行します。車高がHI（ハイ）モードより約20mm高くなります。

●HI（ハイ）モードにもどる条件

･ 車速が約10km/h 以上になる
･ トランスファースイッチをH4にする

●エクストラハイモードで“▼”（車高下降）スイッチを押すと、N（標準）
モードへ移行します。

●エクストラハイモードはスイッチ操作による選択はできません。

■車高制御スイッチについて

車高制御を禁止する（ハイトコントロールOFFモードにする）ためのスイッチ
です。

●車高制御を禁止したいときに、車両停車状態で押します。

●ハイトコントロール OFF モードの表示がマルチインフォメーションディス
プレイに表示され、車高制御が禁止されます。

･ エンジンを停止しても、車高制御禁止状態は記憶されています。

●もう一度スイッチを押すと、車高制御が可能となります。

●車高制御スイッチにより車高制御を禁止しても、下記の車速を超えると、禁
止状態が解除されます。

･ HI（ハイ）・LO（ロー）モード：車速約30km/h 以上
･ N（標準）モード：車速約80km/h以上

■オートレベリング機能

すべてのモードで乗員数や荷物などの積載条件がかわっても、常に一定の高さ
になるように車高が自動で制御されます。
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■積載量について

●下記の積載量を越えた場合、車高切り替えスイッチを操作しても目的の車高
にならないことがあります。

･ HI（ハイ）モード：大人４名※+約270kg
･ N（標準）モード：大人４名※ +約370kg
※１名あたり55kgとした場合

●N（標準）モードで車高が上がらず、マルチインフォメーションディスプレ
イに「LO」と表示されたとき、または HI（ハイ）モードで「LO」または
「N」と表示されたときは、車両の積荷が重すぎることを示しています。この
状態で走行するときは、十分に注意してください。積荷を降ろしても車高が
上がらないときは、“▼”（車高下降）スイッチを押して一度車高を下げたあ
と、“▲”（車高上昇）スイッチを押して車高を上げてください。
それでも車高が上がらないときは、一度エンジンを停止し、再始動後、車高
切り替えスイッチによる再操作をおこなってください。

■運転中に停車したとき

オートレベリング機能が作動し車高がかわる場合がありますが、異常ではあり
ません。

■車高がかわらないときは

積荷が重すぎる場合、車高を上げることができません。また、車両下部が路面
と接触している場合、車高を下げることができません。

■4-Wheel AHCが作動しないとき

●車両が停止しているときに、ブレーキペダルを数秒間踏んだとき

●サスペンションフルードの油温が約－30℃以下のとき

●サスペンションが伸びきるような凹凸の激しい路面を走行しているとき

●センターデフロック作動状態（ P. 238)で、ハンドルを約３ /4回転以上ま
わしたとき
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■寒冷時の取り扱い

●サスペンションフルードの油温が約－15℃以下になると、車高の調整に必
要な時間が長くなります。

●サスペンションフルードの油温が約－30℃以下になると、4-Wheel AHC
は作動しません。

･ この場合、車高切り替えスイッチを押しても車高はかわりません。一度暖
機運転をおこない、サスペンションフルードを通常の温度まで上げると、
4-Wheel AHCが作動し、自動的に選択したモードの車高に調整されます。
･ サスペンションフルードの油温が約－30℃付近のとき、4-Wheel AHC
が作動しても車高が上がらないことがあります。この場合、暖機運転をお
こなったあとで、“▼”（車高下降）スイッチを押してから“▲”（車高上
昇）スイッチを押し、車高を上げてください。

■駐停車について

●オフロード走行後、すぐにエンジンを停止して駐車する場合、または長期間
にわたって駐車する場合、車高が少し下がります。駐車時は、車両が下がっ
た際に車体に接触するものがないか確認してください。なお、車高はエンジ
ンを始動するともとにもどります。

●長期間にわたって駐車する場合、気温の変化により車高がかわる場合がありま
す。長期間駐車するときは、車高がかわった際に車体に接触するものがないか
確認してください。なお、車高はエンジンを始動するともとにもどります。

■プロペラシャフトの音

坂道での車高調整や、駐停車中にシフトレバーがPまたはN以外で車高調整し
た場合、プロペラシャフトの伸縮により作動音が発生することがありますが、異
常ではありません。

■システムの継続について

車高が下降中にエンジンを停止しても、約 30 秒経過するまで車高の変化が継
続します。
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■バッテリー端子をはずすときは

バッテリー交換などでバッテリー端子をはずす場合は、ハンドルをまわしてい
ない状態（直進状態）にしてから端子をはずしてください。バッテリーをつな
いだ直後の減衰力制御を効果的におこなうことができます。

■4-Wheel AHCが故障したときは

●4-Wheel AHCまたはAVSが故障した場合、N（標準）モードが自動的に選
択されます。また、マルチインフォメーションディスプレイに警告が表示さ
れ、修理を受けるまで4-Wheel AHCを使用することができません。

●エンジンを停止して、再始動したときに警告が表示されなければ、システム
は正常です。警告が表示されたままのときは、ただちにトヨタ販売店で修理
を受けてください。
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警告

■HI（ハイ）モードについて

このモードは激しいオフロードを走行するときのみ使用してください。重心が
高いため、ハンドル・ブレーキ・アクセルなどを慎重に操作してください。お
守りいただかないと、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■ジャッキアップ時やタイヤチェーンを取り付けるときは

車高制御を禁止にしてエンジンを停止してください。お守りいただかないと、
オートレベリング機能により車高がかわり、思わぬ事故につながるおそれがあ
り危険です。

■水深50cm以上の水中を走行するときは

HI（ハイ）モードにして車高制御を禁止し、30km/h 以下で走行してください。
お守りいただかないと、オートレベリング機能により車高がかわり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

■他車にけん引してもらうときは

4輪接地でかつエンジンがかかっている状態で他車にけん引してもらうときは、
車高を N（標準）モードにしてから車高制御を禁止してください。お守りいた
だかないと、オートレベリング機能により車高がかわり、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

■脱輪したときは

車高制御を禁止してください。お守りいただかないと、オートレベリング機能
により車高がかわり、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■ルーフラックに荷物を積んでいるときは

HI（ハイ）モードに切り替えないでください。重心が高くなるため、急施回時
など不安定となり、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
また、RSCAシステム（ P. 135）の誤作動につながるおそれがあります。
トヨタ純正アルミラックを装着している場合は、付属の取扱書をご覧ください。

■キャンピングカーの取り付け・取りはずしをするときは

LO（ロー）モードにしてエンジンを停止させるか、車高制御を禁止してくださ
い。オートレベリング機能により車高がかわり、思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。
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注意

■車高モードの切り替え時の注意

●積荷を降ろしたときは、通常の車両に比べ、4-Wheel AHC & AVS装着車は
車高が高めになりますので、高さ制限のある場所では注意してください。

●LO（ロー）モードにしても、車が発進すると自動的にN（標準）モードにな
るため、高さ制限のある場所では注意してください。

●車高を下げる前に車の下に人がいないこと、障害物がないことを確認してくだ
さい。また、車両下部が路面とあたらないことも確認してください。

●凹凸のある路面では、LO（ロー）モードにしないでください。車が路面に接
触し、損傷するおそれがあります。

●車高の切り替えをひんぱんにおこなうと、ポンプが損傷するおそれがありま
す。車高を連続して切り替えるときは、数秒間待ってから次の切り替えをおこ
なってください。

■キャンピングカーの取り付け・取りはずしをするときは

4-Wheel AHC & AVS装着車ではキャンピングカーを取りはずすときに、ヒッ
チ部を持ち上げると、その分の重量が軽くなるため、車高が高めになり、取り
はずしが困難になることがあります。このようになった場合は、エンジンを始
動し、車高制御禁止状態を解除すると、オートレベリング機能が作動して車高
が下がり、取りはずすことが可能になります。
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AVS（アダプティブバリアブルサスペンションシステム）＊

知識

■モードについて

●通常走行時はノーマルモードをおすすめします。

●積載量が多いときや未舗装路を走行するときは、SPORTモードをおすすめ
します。

●トランスファースイッチが L4のときは、減衰力切り替えスイッチの位置に
かかわらず、オフロード走行に適した減衰力になります。

＊ : 車両型式で異なる装備やオプション装備

路面の状態や走行状況に合わせショックアブソーバーの減衰力を制
御するシステムです。各モードの特徴に合わせ、乗り心地の向上や走
行安定性を良好な状態に保ちます。

COMFORT モード（やわら
かめ）

ノーマルモードに比べてソフトな
乗り心地になります。

ノーマルモード

通常走行に適しています。

SPORTモード（硬め）

スポーツ走行に適しています。
ノーマルモードに比べて硬めの減
衰力に自動的に切り替わります。ITI24C088b
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フルタイム4WD

トランスファースイッチおよびセンターデフロックスイッチを操作
して駆動系の作動状態を切り替えます。

■トランスファースイッチ
 H4（ハイレンジ）

一般走行に適しています。通常は
この位置で使用します。

L4（ローレンジ）

悪路・氷雪路・砂地・泥地など、と
くに大きな駆動力を必要とする走
行時に適しています。

■センターデフロックスイッチ

ぬかるみなどでスタック（立ち
往生）した場合の脱出時や急な
降坂路の走行など、大きな駆動
力を必要とする走行時に使用し
ます。
センターデフロック状態になる
と、センターデフロック作動表示
灯が点灯します。

もう一度押すと、センターデフ
ロック状態が解除されます。

4

4

ITI24C100a
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トランスファーレンジの切り替え

■ H4から L4へ切り替え
車両を完全に停車させる
シフトレバーをNにする
トランスファースイッチを押しながら右（L4）へまわす
L4 に切り替わると L4 作動表示灯が点灯します。点灯するまで他の操作を
しないでください。

■ L4からH4へ切り替え
車両を完全に停車させる
シフトレバーをNにする
トランスファースイッチを左（H4）へまわす
H4に切り替わると L4作動表示灯が消灯します。消灯するまで他の操作を
しないでください。

知識

■トランスファースイッチの使用条件

●“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき

●シフトレバーがNにあるとき

●車両が完全に停車しているとき

■L4作動表示灯について

H4と L4の切り替え作動中は、表示灯が点滅します。

■すべりやすい路面を走行するときは

●険しいオフロードを走行する場合、トランスファースイッチを L4、シフト
レバーをSモードの2レンジにすることで、アクティブ TRCのブレーキ制
御をより効果的に活用できます。

●スタック（立ち往生）した場合の脱出時や急な降坂路の走行など、最大の駆
動力やエンジンブレーキを必要とする場合にはシフトレバーをSモードの1
レンジにします。
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■センターデフロックスイッチの使用条件

●“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき

●車両の速度が100km/h 以下のとき

■センターデフロック作動表示灯について

センターデフの切り替え作動中は、表示灯が点滅します。

■センターデフロックについて

●センターデフロックスイッチを操作後、表示灯が点滅したままのときや、セ
ンターデフロックを解除しても表示灯が消灯しないときは、周囲の安全を確
認して、加減速または後退をしてください。

●センターデフロック状態での急旋回は避けてください。急旋回した場合、前・
後輪の回転差によりブレーキをかけた状態と同じような現象を起こし、運転
しにくくなります。

■フルタイム4WDの取り扱い

●4WD 車といっても万能車ではありません。アクセル・ハンドル・ブレーキ
の操作は一般の車と同じく慎重におこない、常に安全運転を心がけてくださ
い。

●スタック（立ち往生）したら、タイヤの下に石や木などをあてがい脱出する
か、前進・後退を繰り返し慣性を利用して脱出します。また、ぬかるみがひ
どいときはタイヤチェーンを利用するのも効果的です。

●急坂路を登るときは、登る前にあらかじめ路面の状態を確かめ、凹凸の少な
いところを選びます。登りはじめと終わりはなだらかな斜面を選びます。

●急坂路を降りるときは、降りる前にあらかじめ路面の状態を確かめ、斜度に
あった変速ギヤを選びます。降りる途中での変速は避けてください。
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■L4 作動表示灯もしくはセンターデフロック作動表示灯が点滅したときは

●トランスファーレンジ切り替え時に L4 作動表示灯が点滅し続けたときは、
車両を完全に停車しシフトレバーがN に入っていることを確認してから、も
う一度トランスファースイッチを操作し直してください。

●トランスファースイッチを操作した際、L4 作動表示灯が点灯または消灯す
る前にシフトレバーを操作すると、トランスファーの切り替えが完了せず、
シフトポジションに関係なく駆動軸が拘束されません。（表示灯が点滅し、ブ
ザーが鳴ります）

この場合、シフトレバーをPに入れても車両が動くおそれがあり危険です。必
ず、トランスファーの切り替えを完了させてください。

切り替えを完了させるためには、車両を完全に停車しシフトレバーを N にし
て、切り替えが完了したこと（表示灯が点灯または消灯したこと）を確認して
ください。

●エンジンが極端に冷えているときは、トランスファーレンジが切り替わらな
いことがあります。エンジンが暖まってから、もう一度トランスファース
イッチを操作してください。

以上を実施しても、L4作動表示灯もしくはセンターデフロック作動表示灯が点
滅し続けたときは、エンジン・ブレーキ系統もしくはトランスファーの異常の
おそれがあります。この場合、トランスファーレンジやセンターデフの切り替
えはできません。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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■渡河について

●4WD 車といえども水中走行に対しては万全ではありません。やむを得ず渡
河する場合は次の事項を厳守してください。

･ 水中走行する前にあらかじめ河川の深さ・地形などを確かめてください
･ 河川進入時は最徐行（5km/h 以下）してください
･ 河川に対し、直角または下流方向へ横断してください
･ 渡河途中での変速操作は避け、一気に渡りきってください

●渡河など水中走行したときは、次の項目を必ず点検し、メンテナンスをおこ
なってください。

･ ブレーキの効き具合
･ エンジン・トランスミッション・トランスファー・ディファレンシャルな
どのオイル量および質の変化（白濁している場合、水が混入していますの
でオイルの交換が必要です）
･ プロペラシャフト・各ベアリング・各ジョイント部などの潤滑不良
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警告

■走行中の警告

必ず以下のことをお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

●脱輪などにより、いずれかの車輪が宙に浮いているときは、むやみに空転させ
ないでください

●車両旋回中や車輪空転中は、トランスファースイッチ操作およびセンターデフ
ロックスイッチ操作をおこなわないでください

●タイヤが空転中に急激なブレーキ操作をしないでください

■水深が50cm以上ある場所を走行するときは
（4-Wheel AHC & AVS装着車）

車高をHI（ハイ）モードに切り替えてから車高制御を禁止してください。また、
30km/h 以下で走行してください。

注意

■センターディファレンシャルの損傷を防ぐために

乾燥した舗装路面では、必ずセンターデフロックスイッチをOFFにして走行し
てください。また、高速道路ではトランスファースイッチを H4 で走行してく
ださい。
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クロールコントロール

アクセルペダルやブレーキペダルを踏まなくても、凹凸の大きなオフ
ロードを一定の低速度で走行でき、すべりやすい路面でのスリップや
車輪の空転を最小限に抑え、安定して走行できます。

■クロールコントロールスイッチ
 ON ／ OFF スイッチ

作動中はクロールコントロール
作動表示灯が点灯し、スリップ表
示灯が点滅します。

速度切り替えスイッチ
ローモード

岩や石などの上を走行するとき
に適しています。※2

ミディアムモード

ガレキの坂を降りるときや、雪の
こぶなどの上を走行するときに
適しています。※2

ハイモード

※ 1 オプティトロンメーター装着車の
み表示されます。

ガレキの坂を登るときや、雪・泥・
ぬかるみ・砂利・草地などの上を
走行するときに適しています。※2

※2 路面状況によっては最適でな
い場合があります。

ITI24C098b

※1
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クロールコントロールを解除するときは

クロールコントロール作動中にON／OFFスイッチを押します。スイッ
チをOFFにすると、スリップ表示灯が消灯し、機能が完全に解除される
までクロールコントロール作動表示灯が点滅します。
走行中にクロールコントロールを解除するときは、クロールコントロール
作動表示灯が消灯する前に停車するか、とくに慎重に運転してください。

知識

■作動条件
●エンジンが回転しているとき

●シフトレバーがP、N以外にあるとき

●トランスファースイッチが L4にあるとき

●運転席ドアが閉まっているとき

■機能の自動解除
以下のいずれかのとき、約 3 秒間“ピーピーピー”とブザーが鳴り、機能が自
動的に解除され、クロールコントロール作動表示灯が消灯します。

●シフトレバーをPにしたとき

●トランスファースイッチをH4にしたとき

以下のいずれかのとき、約 3 秒間“ピーピーピー”とブザーが鳴り、クロール
コントロール作動表示灯が点滅し、制御を徐々に弱めたあと、機能が自動的に
解除され、クロールコントロール作動表示灯が消灯します。

●シフトレバーをNにしたとき

●運転席ドアを開けたとき

■機能制限
●以下の場合は、下り坂を一定の速度で降りるようなブレーキ制御はできます
が、上り坂を一定の速度で登るエンジン制御はできません。

･ 走行モードにセカンドスタートモードを選択したとき
･ 車速が約10km/h を超えたとき

●以下の場合は、エンジン制御・ブレーキ制御とも一時的に機能を停止します。

･ 車速が約25km/h を超えたとき
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■長時間の使用について

●クロールコントロールを長時間連続的に使用すると、ブレーキシステムの異
常過熱を招くため、ブザーが鳴り、機能が自動的に解除されることがありま
す。速やかに安全な場所に停車してください。（通常走行は可能です）

●クロールコントロールを長時間連続的に使用すると、オートマチックトラン
スミッションシステムの異常過熱を招くため、ブザーが鳴り機能が自動的に
解除され、マルチインフォメーションディスプレイ＊に異常を知らせる表示
が出ることがあります。表示が消えるまで、安全な場所に停車してください。

■作動音や振動について

●エンジン始動時や発進直後に、エンジンルームから作動音が聞こえることが
ありますが、異常ではありません。

●クロールコントロールが作動すると、次のような現象が発生することがあり
ますが、異常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる

警告

■クロールコントロールをお使いになる前に

クロールコントロールを過信しないでください。車両の限界性能を高めるもの
ではないので、常に路面状況をよく確認した上で、安全運転に心がけてくださ
い。

■正しく作動しないおそれのある状況

以下の路面を走行する場合、車両の一定速度を維持できないことがあり、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

●極端な急勾配

●凹凸の激しい路面

●積雪路などのすべりやすい路面

＊ : 車両型式で異なる装備やオプション装備
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運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて以下の装置
が自動で作動します。ただし、これらの装置は補助的なものなので、
過信せずに運転には十分に注意してください。

■マルチテレインABS（アンチロックブレーキシステム）
急ブレーキ時、またはすべりやすい路面やオフロード（砂利・砂地・泥地・氷雪
路など）でのブレーキ時にタイヤのロックを防ぎ、スリップを抑制します。

■ブレーキアシスト
急ブレーキ時などに、より大きなブレーキ力を発生させます。

■ VSC（ビークルスタビリティコントロール）
急なハンドル操作やすべりやすい路面で旋回するときに横すべりを抑え、車両
の姿勢維持に寄与します。

■アクティブTRC（トラクションコントロール）
すべりやすい路面や険しいオフロードでの発進時や加速時に生じる車輪の空転
を4輪別々に抑制すると共に、降坂時のエンジンブレーキ抜けによる加速を抑
制し、車両の方向安定性と駆動力を確保します。

■ヒルスタートアシストコントロール
上り坂やすべりやすい丘面で発進するときに、車が後退するのを緩和します。

■ KDSS（キネティックダイナミックサスペンションシステム）＊
オフロード走行時やカーブ時などの路面状況や運転状況に応じて、油圧により
サスペンションスタビライザーを制御して、走行安定性を確保します。

■ VGRS（バリアブルギヤレシオステアリング）＊
車速やハンドルの動きに合わせてホイールが切れる角度を調整します。

■ PCS（プリクラッシュセーフティシステム）＊
P. 255

＊ : 車両型式で異なる装備やオプション装備
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VSC・ アクティブ TRC・ヒルスタートアシストコントロールが作動し
ているとき

オプティトロンメーター

車両が横すべりしそうになったと
き、前後輪が空転したとき、坂道
発進をしたときは、VSC・アクティ
ブ TRC・ヒルスタートアシストコ
ントロールの作動を表示するため
に、スリップ表示灯が点滅します。
VSC の作動時、ブザー（断続音）が
鳴ります。

ヒルスタートアシストコントロール
の作動時、制動灯とハイマウントス
トップライトが点灯します。

アナログメーター

車両が横すべりしそうになったと
き、前後輪が空転したとき、坂道
発進をしたときは、VSC・アクティ
ブ TRC・ヒルスタートアシストコ
ントロールの作動を表示するため
に、スリップ表示灯が点滅します。
VSC の作動時、ブザー（断続音）が
鳴ります。

ヒルスタートアシストコントロール
の作動時、制動灯とハイマウントス
トップライトが点灯します。

ITI24C095
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アクティブTRCや VSCを停止するには

ぬかるみや新雪などから脱出するときに、アクティブ TRCや VSCが作
動していると、アクセルペダルを踏み込んでもエンジンの出力が上がら
ず、脱出が困難な場合があります。このようなときに、アクティブ TRC
や VSC を停止することにより脱出しやすくなります。

■アクティブTRCを停止するには

アクティブ TRC を停止するには
VSC OFF スイッチを押す
スリップ表示灯が点灯します。
もう一度スイッチを押すと、システム
作動状態にもどります。

OFF
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■アクティブTRCと VSCを停止するには
オプティトロンメーター

アクティブTRCとVSCを停止す
るには停車時に VSC OFF スイッ
チを押し3秒以上保持する
スリップ表示灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに
「VSC OFF」と表示されます。
もう一度スイッチを押すと、システム
作動状態にもどります。

アナログメーター

アクティブTRC とVSC を停止す
るには停車時にVSC OFF スイッ
チを押し3 秒以上保持する
スリップ表示灯と VSC OFF 表示灯
が点灯します。
もう一度スイッチを押すと、システム
作動状態にもどります。

OFF

OFF
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知識

■アクティブTRCやVSCの自動復帰について

アクティブTRCやVSCを作動停止にしたあと、“エンジン スタート ストップ”
スイッチを OFF にすると、自動的にアクティブ TRC と VSC は作動可能状態
にもどります。

■アクティブTRC OFF の作動制限

アクティブTRCのみ作動を停止している場合は、車速が高くなるとアクティブ
TRCは作動を再開します。

■アクティブTRCとVSC OFF の作動制限

アクティブTRCとVSCの作動を停止している場合は、車速による作動再開は
ありません。

■マルチテレインABS・ブレーキアシスト・VSC・アクティブTRC・ヒルスター
トアシストコントロール・VGRSの作動音と振動

●エンジン始動時や発進直後や、ブレーキを繰り返し踏んだときに、エンジン
ルームから作動音が聞こえることがありますが、異常ではありません。

●上記のシステムが作動すると、以下のような現象が発生することがあります
が、異常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる
･ マルチテレインABSの作動時に、ブレーキペダルが小刻みに動く
･ マルチテレインABSの作動終了後、ブレーキペダルが少し奥に入る

■ヒルスタートアシストコントロールの作動条件

●シフトレバーがDまたはSの位置にあるとき

●ブレーキペダルが踏まれていないとき
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■VGRSの作動が停止する場合

以下の状況では、VGRS が作動を停止することがあります。この場合、直進の
ハンドル位置がずれることがありますが、システムの復帰と共にもとにもどり
ます。

●停車中か極低速走行中に長時間ハンドルをまわし続けたとき

●ハンドルをいっぱいに切った状態で長く力をかけ続けたとき

●バッテリーの充電が不十分、または電圧が一時的に下がったとき

●－30℃以下でエンジンを始動したあと

これらの状況が改善されれば、システムは復帰します。
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警告

以下の状況では、事故が起き、その結果重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

■マルチテレインABSの効果を発揮できないとき

●タイヤのグリップ性能の限界を超えたとき

●雨でぬれた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、ハイドロプレーニング
現象が発生したとき

■マルチテレインABSが作動することで、制動距離が通常よりも長くなるとき

マルチテレインABSは制動距離を短くする装置ではありません。以下の状況で
は、常に速度を控えめにして前車と安全な車間距離をとってください。

●泥、砂利の道路や積雪路を走行しているとき

●タイヤチェーンを装着しているとき

●道路のつなぎ目など、段差をこえたとき

●凹凸のある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとき

■アクティブTRCの効果を発揮できないとき

すべりやすい路面では、アクティブTRCが作動していても、車両の方向安定性
や駆動力が得られないことがあります。車両の方向安定性や駆動力を失うよう
な状況では、とくに慎重に運転してください。

■ヒルスタートアシストコントロールの効果を発揮できないとき

ヒルスタートアシストコントロールを過信しないでください。急勾配の坂や、
凍った路面ではヒルスタートアシストコントロールが効かないことがありま
す。

■アクティブTRCやVSCをOFFにするときは

アクティブTRCやVSCは自動的にブレーキやエンジンの出力を制御して駆動
力や車両の方向安定性を確保しようとするシステムです。
そのため、必要なとき以外はアクティブ TRC 機能、VSC 機能を作動停止状態
にしないでください。アクティブTRC機能やVSC機能を作動停止状態にした
ときは、路面状況に応じた速度で、とくに慎重な運転を心がけてください。
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警告

■スリップ表示灯が点滅し、作動警告ブザーが鳴っているときは

VSCが作動中であることを知らせています。常に安全運転を心がけてください。
無謀な運転は思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。表示灯が点滅し、ブ
ザーが鳴ったらとくに慎重に運転してください。

■タイヤを交換するときは

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー・ブランド・トレッドパターン（溝
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（ P. 422）
異なったタイヤを装着すると、マルチテレイン ABS・VSC が正常に作動しま
せん。
タイヤ、またはホイールを交換するときは、トヨタ販売店に相談してください。

注意

■KDSSに関する注意

以下の場合はシステム異常のおそれがあり、乗り心地や悪路走破性が損なわれ
る可能性がありますので、ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

●コーナーを曲がる際に、車の傾きが通常より大きくなったと感じられるとき

●縁石に乗り上げたり、傾斜地など車両が傾いた状態で長時間放置したあと、走
行を続けても傾きがもどらないとき（水平地にもどした直後は傾いたままにな
ることがあります）
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PCS（プリクラッシュセーフティシステム）＊

衝突の可能性が高い場合、乗員のけがや車両損傷の低減に寄与しま
す。運転者のブレーキ操作に連動して作動する方式（ブレーキ連動方
式）と、レーダーセンサーにより、前方の障害物との衝突を予側して
作動する方式（レーダー方式）の2つの方式があります。

ブレーキ連動方式

運転者のブレーキペダルの踏み込み速度や量から、ブレーキ操作が緊急だと判断
されたとき、シートベルトをすばやく引きもどし、プリテンショナー（ P. 85）
の効果を高めます。また、車が横すべりしたときも同様に作動します。

レーダー方式

● プリクラッシュシートベルト
プリクラッシュセンサーにより衝突物が検知され、衝突が避けられないと判
断したとき、衝突前にシートベルトを巻き取ります。
また、急ブレーキをかけたときや、車がコントロールを失ったときも同様に
作動します。（ P. 85）

● プリクラッシュブレーキアシスト
衝突が避けられないと判断したときに、ブレーキペダルが踏まれる強さに反
応してブレーキ力を増強します。

● プリクラッシュブレーキ
衝突の可能性が高いと判断したときに警告灯・警告表示・ブザーで危険を知
らせ、さらに衝突が避けられないと判断したときは、ブレーキをかけて、衝
突速度を低減します。スイッチを使って、プリクラッシュブレーキを OFF
にすることができます。（ P. 256）

＊ : 車両型式で異なる装備やオプション装備
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プリクラッシュブレーキの切り替え（レーダー方式）

プリクラッシュブレーキ OFF スイッチを押すことにより、プリクラッ
シュブレーキのON／OFF 切り替えができます。

プリクラッシュブレーキOFF
プリクラッシュブレーキON

OFFにするとPCS警告灯が点滅しま
す。

プリクラッシュセンサー（レーダー方式）

走行中に進路上またはその付近に
車や障害物があるかどうかを検知
し、そのものの位置や車速、進路
から衝突する可能性を事前に判断
します。

グリルカバー
レーダーセンサー

PCS

ITI24C093

ITY24C053a



257

2-4. その他の走行装置の使い方

2

運
転
す
る
と
き
に

L/C200

知識

■センサーが検知しない場合

パイロンなどのプラスチック類は検知できません。人や動物・自転車・オート
バイ・木・雪の吹きだまりなどは検知しないおそれがあります。

■システムの作動条件

●プリクラッシュシートベルトの作動条件（ブレーキ連動方式）：

･ 車速が約30 km/h 以上
･ 緊急ブレーキや車両の横すべりを判断したとき
･ フロント席の乗員がシートベルトをつけている

●プリクラッシュシートベルトの作動条件（レーダー方式）：

･ フロント席の乗員がシートベルトをつけている
･ 車速が約5 km/h以上
･ 自車から見た対向車か障害物の接近速度が約30～40 km/h 以上

●プリクラッシュブレーキアシストの作動条件（レーダー方式）：

･ 車速が約30 km/h 以上
･ 自車から見た先行車や障害物の接近速度が約30～40 km/h 以上
･ ブレーキペダルが踏まれているとき

●プリクラッシュブレーキの作動条件（レーダー方式）：

･ プリクラッシュブレーキOFFスイッチが押されていないとき
･ 自車速度が約15 km/h 以上
･ 自車から見た先行車や障害物との接近速度が約15 km/h 以上
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■衝突の可能性がなくてもシステムが作動するとき（レーダー方式）

衝突の可能性がなくても、以下の場合、システムが作動することがあります。

●カーブ入り口に障害物があったとき

●カーブで、対向車とすれ違ったとき

●細い鉄橋を走行したとき

●路面に金属物があったとき

●凹凸のある路面を走行したとき

●右折時に対向車とすれ違ったとき

●立体交差・標識・看板などが進行方向に見えたとき

●上り坂走行中に看板などの上方金属物が前方に見えたとき

●前を走っている車に急に近付いたとき

●ETCゲートを高速で通過したとき

●車高が極端に変化しているとき

●レーダーの軸がずれているとき

また、このとき、シートベルトがすばやく引きもどされたり、ブレーキをかけ
たときに通常よりブレーキが強くかかったりすることがあります。

■レーダーセンサーとグリルカバーについて（レーダー方式）

レーダーセンサーやフロントグリルのカバーの前後面が雪や氷などで汚れた場
合、PCS警告灯が点滅し、マルチインフォメーションディスプレイに「PCS現
在使用できません」と表示されます。雪や氷などの汚れを取り除き、走行する
と警告灯は消灯します。

■プリクラッシュシートベルトが作動し、シートベルトが巻き取られた状態で
ロックした場合は

車を安全な場所に停車して、シートベルトをはずし、再度装着してください。

■システムに異常があるときは

警告灯や警告表示が点灯または点滅します。( P. 378, 384)
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警告

■安全にお使いいただくために

安全運転をおこなう責任は運転者にあります。常に周囲の状況を把握し、安全
運転に努めてください。
PCSは運転者が衝突の危険を見逃してしまった場合に、警報やブレーキ制御に
より運転者を支援するものです。本システムだけで衝突を回避したり、安全に
停止するというものではないため、システムの機能を過信すると重大な事故に
つながることも考えられます。また、状況によっては有効に機能しないことが
あります。

■システムの支援内容に関する注意点

PCSは、警報やブレーキ制御により衝突回避支援をおこなうために、運転者が
「見る」、「判断する」、「操作する」過程で、支援をおこないます。システムの支
援には限界があるため、以下の点に注意してください。

●運転者が見る過程での支援内容
PCSは、前方の障害物を可能な範囲で検知するのみであり、わき見やぼんや
り運転を許容する装置でも、視界不良を補助する装置でもありません。運転者
自らが周囲の状況に注意を払う必要があります。

●運転者が判断する過程での支援内容
PCSは、検知しうる前方の障害物の情報のみから衝突の可能性を判断するも
のです。安全の確保の判断は運転者自らがおこなう必要があります。

●運転者が操作する過程での支援内容
被害軽減制動制御は、衝突が避けられないと判断した段階で作動するもので、
単独で衝突を回避したり、安全に停止させるものではありません。このため、
危険性があれば運転者自らが安全を確保する必要があります。
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警告

■レーダーセンサーの取り扱い

PCSが効果を発揮できるように以下のことをお守りください。

●レーダーセンサーとグリルカバーは常にきれいにしておく
お手入れをする際は、センサーやグリルカバーを傷付けないよう、やわらかい
布を使ってください。

●レーダーセンサー周辺の強い衝撃を避ける
センサーの位置がずれると、システムに異常が起こるおそれがあります。強い
衝撃を受けた際は、必ずトヨタ販売店にて点検を受け、調整してください。

●レーダーセンサーを分解しない

●センサーは電波法の基準に適合しています。センサーに貼り付けられているラ
ベルはその証明ですのではがさないでください。また、センサーを分解・改造
すると罰せられることがあります。

●レーダーセンサーやグリルカバー周辺にアクセサリーを付けたり、ステッカー
を貼ったりしない
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2-5. 様々な状況での運転

荷物を積むときの注意

警告

■積んではいけないもの

以下のようなものを積むと引火するおそれがあり危険です。

●燃料が入った容器

●スプレー缶

安全で快適なドライブをするために、荷物を積むときは以下のことを
お守りください。

● できるだけ荷物はラゲージルームに積む

● 荷物が安全な位置に置かれているか確認する

● 走行中のバランスを維持するために重さが偏らないように積む

● 燃費が悪化しないようにするために、不要な荷物は積まないように
する
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警告

■荷物を積むときは

●以下の場所には荷物を積まないでください。
お守りいただかないと、ブレーキ・アクセルペダルを正しく操作できなかった
り、荷物が視界をさえぎったり、荷物が乗員に衝突したりして、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

･ 運転席足元
･ 助手席や後席（荷物を積み重ねる場合）
･ トノカバー＊

･ インストルメントパネル
･ ダッシュボード
･ フタのない小物入れ／トレイ

●室内に積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。
安定していないと、急ブレーキや事故の際に投げ出され、乗員を傷付けるおそ
れがあります。

●ルーフレール＊には直接荷物を置かないでください。荷くずれを起こしたりし
て思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■荷物の重量・荷重のかけ方について

●荷物を積み過ぎないでください。

●荷重を不均等にかけないようにしてください。

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、ハンドル操作性やブレーキ制御の低
下により思わぬ事故につながり、重大な傷害を受けるか最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいたうえで適
切に運転してください。

■冬の前の準備
● 以下のものはそれぞれ外気温に適したものをお使いください。

･ エンジンオイル
･ 冷却水
･ ウォッシャー液

● バッテリーの液量・比重を点検してください。

● 冬用タイヤ（4輪）やタイヤチェーン（後部タイヤ用）を用意し
てください。

タイヤは4 輪とも指定サイズで同一銘柄のものを、タイヤチェー
ンはタイヤサイズに合ったものを用意してください。（タイヤに
ついて P. 266）

■運転する前に
状況に応じて以下のことをおこなってください。

● ドアやワイパーが凍結したときは無理に開けたり動かしたりせ
ず、ぬるま湯をかけるなどして氷を解かし、すぐに水分を十分に
ふき取ってください。

● フロントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪が積もって
いるときは、エアコンのファンを正常に作動させるために、雪を
取り除いてください。

● 足まわりに氷が付いているときは、氷を取り除いてください。

● フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷が付いているときは、取
り除いてください。

■運転するときは
ゆっくりスタートし、控えめな速度で走行してください。
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知識

■寒冷地用ワイパーブレードについて

●降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブレードは雪が付着するのを防ぐため
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを
お求めください。

●高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスがふき取りにくくなるこ
とがあります。その場合には速度を落としてください。

■タイヤチェーンについて

取り付け・取りはずし・取り扱い方法については、以下の指示に従ってください。

●安全に作業できる場所でおこなう

●後2輪に取り付ける

●タイヤチェーンに付属の取扱説明書に従う

●取り付け後0.5 ～ 1.0 km走行したら締め直しをおこなう

■4-Wheel AHC & AVS装着車は

寒冷時は、4-Wheel AHCの作動に制限がかかる場合があります。
（ P. 233）

■駐車するときは
パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置が凍結して解除でき
なくなるおそれがあります。
パーキングブレーキはかけずに、シフトレバーを P に入れて駐車
し、輪止めをしてください。
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警告

■冬用タイヤ装着時の警告

以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコントロールが不能となり、重大な傷害を受け
たり、最悪の場合死亡事故につながるおそれがあります。

●指定サイズのタイヤを使用する

●空気圧を推奨値に調整する

●お使いになる冬用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行し
ない

■タイヤチェーン装着時の警告

以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全に車を運転することができずに、思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡事故につながるおそれがあり
ます。

●装着したチェーンに定められた制限速度、もしくは30 km/h のどちらか低い
方をこえる速度で走行しない

●路面の凹凸や穴を避ける

●急ハンドル、急ブレーキを避ける

●カーブの入り口手前で十分減速して車のコントロールを失うのを防ぐ

■駐車時の警告

パーキングブレーキをかけずに駐車するときは、必ず輪止めをしてください。輪
止めをしないと、車が動き思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
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注意

■タイヤチェーンの使用について

●トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。トヨタ純正品以外のタ
イヤチェーンの中には、使用すると車体にあたり、走行のさまたげとなるおそ
れがあるものもあります。
詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。

●アルミホイール＊にタイヤチェーンを取り付けると、ホイールに傷が付くこと
があります。

■フロントウインドウガラスに付いた氷を除去するときは

たたいて割らないでください。
ウインドウガラスの内側（車内側）が割れるおそれがあります。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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フロントエアコン

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

■ ナビゲーションシステム装着車
メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお乗りの
方は、別冊の「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。

■ ナビゲーションシステム非装着車
リヤエアコン非装着車

フロントワイパーデアイサー装着車
フロントワイパーデアイサー非装着車

運転席温度調整

吹き出し口
切り替え

内外気
切り替え

内気循環

花粉
除去

助手席温度調整

助手席
温度表示

風量表示 風量切り替え

吹き出し口表示

運転席
温度表示

送風停止

オート
設定

フロントガラス曇り取り
独立／連動モード切り替え

エアコンのON・OFF

外気導入
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リヤエアコン装着車

フロントワイパーデアイサー装着車
フロントワイパーデアイサー非装着車

※クールボックスがONのときは、フロントエアコンを停止することができません。
（ P. 304）

運転席温度調整

運転席
吹き出し口
切り替え

助手席吹き出し口切り替え

内外気
切り替え

前席／後席
設定モード
切り替え

内気循環

花粉
除去

助手席温度調整

助手席
温度表示

助手席
吹き出し口表示

風量表示 風量切り替え

運転席
吹き出し口表示

運転席
温度表示

送風停止※

オート
設定

フロントガラス曇り取り
独立／連動モード切り替え

エアコンのON・OFF

外気導入
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オート設定を使うとき

 を押す

吹き出し口と風量が自動で調整されます。

設定温度を上げるときは  の“∧”側を、下げると
きは“∨”側を押す
運転席と助手席の温度を別々に調整できます。

お好みの設定で使うとき

■エアコンのON・OFF を切り替えるには

 を押す

スイッチを押すたびにエアコンのON・OFFが切り替わります。

■設定温度をかえるには
リヤエアコン非装着車

温度を上げるときは  の“∧”側を、下げるときは“∨”

側を押す

 を押すごとに、独立モードと連動モードが切り替わります。

独立モード（  の表示灯が点灯）：運転席と助手席の温度を別々に調整
できます。助手席の温度調整をする
と、自動で独立モードに切り替わり
ます。

連動モード（  の表示灯が消灯）：全席の設定温度が運転席の設定温度
と連動します。
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リヤエアコン装着車

温度を上げるときは  の“∧”側を、下げるときは“∨”

側を押す

 を押すごとに、独立モードと連動モードが切り替わります。

独立モード（  の表示灯が点灯）：操作した席の温度を別々に調整でき
ます。助手席や後席の温度調整をす
ると、自動で独立モードに切り替わ
ります。

連動モード（  の表示灯が消灯）：全席の設定温度が運転席の設定温度
と連動します。

■風量をかえるには

 の “>”側（増）か “<”側（減） を押す

風量は7段階に調整できます。

送風を止めるときは  を押します。
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■吹き出し口を切り替えるには
リヤエアコン非装着車

  を押す

押すたびに吹き出し口が切り替わり
ます。

リヤエアコン装着車

 を押す

運転席側切り替え
助手席側切り替え

押すたびに吹き出し口が切り替わり
ます。吹き出し口表示は以下の状態を
示しています。
運転席と助手席の吹き出し口を別々
に選択できます。

※運転席側のみITO31C054

※
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上半身に送風

：AUTOモードのとき

上半身と足元に送風

足元に送風

：AUTOモードのとき

足元に送風・ガラスの曇りを取る

ITY31C015a

ITY31C016a

ITY31C017b

ITY31C018a

※ 後席の吹き出し口は設定によってかわる場合があります。
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■外気導入・内気循環を切り替えるには
フロントワイパーデアイサー装着車

 を押す

ボタンを押すたびに外気導入・内気循環が切り替わります。
内気循環を選択しているときは、表示灯が点灯します。

フロントワイパーデアイサー非装着車

内気循環に切り替えるには、  を押す

外気導入に切り替えるには、  を押す
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前席からリヤエアコンを操作するには（リヤエアコン装着車）

■設定温度をかえるには

 を押す

温度を上げるときは  の“∧”側を、下げるときは

“∨”側を押す

 の“∧”側か“∨”側を押すと、後席左右の温度を別々に調

整できます。（独立モード）

 を押すと、全席の設定温度が運転席の設定温度と連動します。（連

動モード）

 を押すごとに、独立モードと連動モードが切り替わります。

■風量をかえるには

 を押す

 の “＞”側（増）か “＜”側（減） を押す

風量は7段階に調整できます。

送風を止めるときは  を押します。

■吹き出し口を切り替えるには

 を押す

 を押す

押すたびに吹き出し口が切り替わります。 （ P. 281）
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3-1. エアコン・デフォッガーの使い方

L/C200

フロントガラスの曇りを取るには

 を押す

エアコンが作動します。

自動的に外気導入に切り替わります。

曇りが取れたら再度 

を押すと、前のモードにもどります。

花粉除去機能を使うには

 を押す

内気循環に切り替わり、上半身に送風して花粉を除去します。通常約3分後に（外

気温が低いときは 約 1分後に）  を押す前のモードにもどります。

途中で動作を止めるときは再度  を押すと前のモードにもどります。

FRONT REARREAR

ITY31C024a
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3-1. エアコン・デフォッガーの使い方

3

室
内
装
備
の
使
い
方

L/C200

風向きの調整と吹き出し口の開閉

中央吹き出し口
風向きの調整
吹き出し口の開閉

左右吹き出し口
風向きの調整
吹き出し口の開閉

後席吹き出し口
風向きの調整
吹き出し口の開閉

ITO31C055

ITI31C053
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3-1. エアコン・デフォッガーの使い方

L/C200

知識

■オート設定の作動について

以下のような制御をする場合があります。制御を解除したいときは、お好みの
設定で使用してください。

●  を押した直後しばらく送風が停止する

●暖房時、冷風を上半身に向けて送る

■内気循環について

長時間、内気循環を使うとガラスが曇る場合があります。

■内外気切り替えについて

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環または外気導入へ切り替わ
る場合があります。

■フロントガラスの曇りを取るとき

内外気の温度によって自動的に外気導入に切り替わる場合があります。

■外気温度が0℃以下のとき

 を押してもエアコンが作動しない場合があります。

■花粉除去機能について

●外気温が低いときは、ガラス窓曇り防止のために以下のような作動をするこ
とがあります。

･ 内気循環に切り替わらない
･ エアコンが自動的に作動する

●湿度が非常に高いときに使うとガラスが曇る場合があります。

●花粉除去機能がOFFのときも花粉はフィルターで取り除かれています。

■吹き出し口を  にしたとき

頭寒足熱を目的とした吹き出しのため、設定温度によっては、足元に送られる
風が上半身に送られる風より暖められて送風されます。
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3-1. エアコン・デフォッガーの使い方

3

室
内
装
備
の
使
い
方

L/C200

■エアコンの臭いについて

●エアコン使用中に、車室内外のさまざまな臭いがエアコン装置内に取り込まれ
て混ざり合うことにより、吹き出し口からの風に臭いがすることがあります。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお
くことをおすすめします。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には
エアコン始動直後、しばらく送風が停止する場合があります。

警告

■フロントガラスの曇りを防止するために

湿度が非常に高いときにエアコンを低い設定温度で作動させているときは、

 を押さないでください。外気とガラスの温度差でガラスの外側が曇り

視界をさまたげる場合があります。

注意

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。
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3-1. エアコン・デフォッガーの使い方

L/C200

リヤエアコン＊

オート設定を使うとき

 を押す

エアコンが作動し、吹き出し口と風量が自動で調整されます。

設定温度を上げるときは  の“∧”側を、下げるときは“∨”

側を押す
後席左右の温度を別々に調整できます。

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

後席左側温度調整

後席左側温度表示
風量表示 吹き出し口表示

後席右側温度表示

後席右側温度調整

送風停止吹き出し口
切り替え風量切り替え

オート設定

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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3-1. エアコン・デフォッガーの使い方

3

室
内
装
備
の
使
い
方

L/C200

お好みの設定で使うとき

■設定温度をかえるには

温度を上げるときは  の“∧”側を、下げるときは“∨”側を押す

後席左右の温度を別々に調整できます。

■風量をかえるには

 の “＞”側（増）か“ ＜”側（減） を押す

風量は7段階に調整できます。

送風を止めるときは  を押します。

■吹き出し口を切り替えるには

 を押す

押すたびに吹き出し口が切り替わります。吹き出し口表示は以下の状態を示して
います。
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3-1. エアコン・デフォッガーの使い方

L/C200

上半身に送風

上半身と足元に送風

足元に送風

ITY31C020

ITY31C021

ITY31C022a
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3-1. エアコン・デフォッガーの使い方
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L/C200

風向きの調整と吹き出し口の開閉

後席中央吹き出し口
風向きの調整
吹き出し口の開閉

サイドルーフ吹き出し口
風向きの調整
吹き出し口の開閉

ITI31C053
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3-1. エアコン・デフォッガーの使い方

L/C200

知識

■オート設定の作動について

以下のような制御をする場合があります。制御を解除したいときは、お好みの
設定で使用してください。

●  を押した直後しばらく送風が停止する

●暖房時、冷風を上半身に向けて送る

■吹き出し口を  にしたとき

頭寒足熱を目的とした吹き出しのため、設定温度によっては、足元に送られる
風が上半身に送られる風より暖められて送風されます。

注意

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。
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3-1. エアコン・デフォッガーの使い方

3

室
内
装
備
の
使
い
方

L/C200

リヤウインドウデフォッガー（曇り取り）

知識

■作動条件

“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき

■ミラーヒーター装着車は

リヤウインドウデフォッガーを ON にすると、ミラーヒーターも同時に作動し
ます。（ P. 98）

警告

■ミラーヒーター作動中の警告（ミラーヒーター装着車）

ドアミラーの表面が非常に熱くなります。やけどをするおそれがあるのでふれ
ないでください。

ナビゲーションシステム装着車
メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお乗りの
方は、別冊の「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。

ナビゲーションシステム非装着車
リヤウインドウの曇りを取るときにお使いください。

ON／ OFF
押すごとに ON・OFF が切り替わ
り、作動中はインジケーターが点灯
します。
リヤウインドウデフォッガーは自
動的にOFFになります。
作動時間は外気温や車速によって
かわります。※イラストは前後左右独立温度コントロー

ルオートエアコンで代表しています。
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3-1. エアコン・デフォッガーの使い方

L/C200

注意

■バッテリーあがりを防ぐために

連続して長時間使用すると、バッテリーあがりの原因となります。
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3-1. エアコン・デフォッガーの使い方

3

室
内
装
備
の
使
い
方

L/C200

フロントワイパーデアイサー＊

知識

■作動条件

“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき

警告

■作動中の警告

フロントウインドウガラス下部および運転席側フロントピラー横の表面が熱く
なっており、やけどをするおそれがあるのでふれないでください。

ナビゲーションシステム装着車
メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお乗りの
方は、別冊の「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。

ナビゲーションシステム非装着車
フロントガラスとワイパーブレードの凍結を防ぐためにお使いくだ
さい。

ON／ OFF
押すごとに ON・OFF が切り替わ
り、作動中はインジケーターが点
灯します。
フロントワイパーデアイサーは、
約15分で自動的にOFFになりま
す。

※イラストは前後左右独立温度コントロー
ルオートエアコンで代表しています。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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L/C200

3-2. 室内灯のつけ方

室内灯一覧

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

夜間の乗降を補助するために、イルミネーテッドエントリーシステム
が付いています。電子キー携帯の有無、ドアの施錠・解錠、ドアの開
閉、“エンジン スタート ストップ” スイッチの状態によって、各部の
照明が点灯・消灯します。

※イラストは8人乗り車で代表しています。

フロントインテリアライト＊（ P. 290）
フロントパーソナルライト＊（ P. 292）
シフト照明＊（“エンジン スタート ストップ” スイッチがアクセサ
リーまたはイグニッションONモード）
リヤパーソナルライト＊（ P. 292）
リヤインテリアライト（ P. 290）
ドアカーテシ照明＊

足元照明＊

インサイドハンドル照明＊

“エンジン スタート ストップ” スイッチ照明

ITI33C019b
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3-2. 室内灯のつけ方

3

室
内
装
備
の
使
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方

L/C200

知識

■自動消灯機能について

半ドア状態でインテリアライトスイッチのドアポジションがONのときに、イン
テリアライトと“エンジン スタート ストップ” スイッチ照明が点灯したままの
場合、約20分後に自動消灯します。

■販売店またはナビゲーション画面で設定可能な機能

室内灯の消灯までの時間などの設定を変更できます。
（車両カスタマイズ機能一覧 P. 424）

注意

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で、長時間点灯しないでください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

フロントスカッフプレート照明＊

ドアミラー照明＊

ステップ照明＊
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3-2. 室内灯のつけ方

L/C200

インテリアライト＊

フロント（Aタイプ）
ドア連動ON／OFF

ドア連動ONにしていると、ドアの開
閉に連動して作動します。

点灯／消灯

フロント（Bタイプ）
消灯
ドア連動ON／OFF

ドア連動ONにしていると、ドアの開
閉に連動して作動します。

点灯

DOORSPOT SPOTON OFF

ITI33C021

DOORSPOT SPOTONOFF

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

インテリアライト
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L/C200

リヤ（Aタイプ）
点灯
消灯
ドア連動

ドアの開閉に連動して作動します。

リヤ（Bタイプ）
ドア連動

フロントインテリアライトをドア連
動にしていると、ドアの開閉に連動し
て作動します。

点灯

インテリアライト
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3-2. 室内灯のつけ方

L/C200

パーソナルライト＊

フロント

点灯／消灯

リヤ（Aタイプ）

点灯／消灯

リヤ（Bタイプ）

点灯／消灯

DOORSPOT SPOTON OFF

ITI33C022

ITY33C017

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

パーソナルライト
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3

室
内
装
備
の
使
い
方

L/C200

3-3. 収納装備の使い方

収納装備一覧

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

ボトルホルダー
ドアポケット
グローブボックス
オーバーヘッドコンソールボックス＊

カードホルダー＊

カップホルダー
コンソールボックス、クールボックス＊

小物入れ

1 55431212

8 7 6 1 2
ITI34C035a
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3-3. 収納装備の使い方

L/C200

警告

■収納装備に放置してはいけないもの

メガネ、ライターやスプレー缶を収納装備内に放置したままにしないでくださ
い。放置したままでいると、以下のようなことが起こるおそれがあり危険です。

●室温が高くなったときの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネが変形
やひび割れを起こす

●室温が高くなったときにライターやスプレー缶が爆発したり、他の収納物との
接触でライターが着火したりスプレー缶のガスがもれるなどして火災につな
がる
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3-3. 収納装備の使い方

3

室
内
装
備
の
使
い
方

L/C200

グローブボックス

開ける（ボタンを押す）
メカニカルキーで施錠
メカニカルキーで解錠

ITI34C038

知識

■グローブボックスライトについて

車幅灯が点灯しているとき、グローブボックスを開くとライトが点灯します。

■仕切り板について

仕切り板下側にあるツメ（2ヶ所）をはずして取りはずすことができます。

警告

■走行中の警告

グローブボックスを必ず閉じてください。
急ブレーキ時などに、開いたフタが体にあたったり、収納していたものが飛び
出したりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

グローブボックス
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3-3. 収納装備の使い方

L/C200

コンソールボックス

下段ボックスには、保冷機能が付くタイプ（クールボックス）と付かな
いタイプ（下段コンソールボックス）があります。
クールボックスについては、P. 304を参照してください。

上段コンソールボックス

ノブを押してフタを持ち上げる

下段コンソールボックス＊

レバーを引いてフタを持ち上げる

トレイをはずすときは、そのまま
持ち上げる
トレイはAX、ZXに装着されます。

ITY34C007

ITY34C008

ITY34C034

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

コンソールボックス
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3-3. 収納装備の使い方

3

室
内
装
備
の
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方

L/C200

オーバーヘッドコンソールボックス＊

ボタンを押す
サングラスなどの小物を一時的に収
納するのに便利です。

警告

■走行中の警告

コンソールボックスのフタを必ず閉じてください。
急ブレーキ時などに、開いたフタが体にあたったり、収納していたものが飛び
出したりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

ITY34C010a

警告

■走行中の警告

オーバーヘッドコンソールボックスを必ず閉じてください。
急ブレーキ時などに、開いたフタが体にあたったり、収納していたものが飛び
出したりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

コンソールボックス、オーバーヘッドコンソールボックス
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3-3. 収納装備の使い方

L/C200

カップホルダー

フロント（Aタイプ）

フタを押す

フロント（Bタイプ）

下段コンソールボックスのフタを
開ける

リヤ＊

セカンドシートアームレストを引き出す（ P. 318）

ボタンを押す

ITY34C012

ITY34C014

ITY34C015a

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

カップホルダー
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3-3. 収納装備の使い方

3

室
内
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方

L/C200

警告

■収納してはいけないもの

カップホルダーにはカップや缶以外のものを置かないでください。
急ブレーキや事故により落ちてけがをするおそれがあります。やけどを防ぐた
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。

■カップホルダーを使わないときは

フタを必ず閉じてください。
急ブレーキ時などに、開いたフタが体にあたったり、収納していたものが飛び
出したりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

注意

■フロントカップホルダーの破損を防ぐために

カップホルダーのフタに手をついたり、足で踏んだりしないでください。

カップホルダー
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3-3. 収納装備の使い方

L/C200

ボトルホルダー

フロントドア

リヤドア

ラゲージルームサイド部（トノカバー非装着車）

ITY34C017

ITY34C024a

ボトルホルダー
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3-3. 収納装備の使い方

3

室
内
装
備
の
使
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方

L/C200

ラゲージルームサイド部（トノカバー装着車）

ITO34C044

知識

■ボトルホルダーについて

●ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。

●ペットボトルの大きさ、形によっては収納できないことがあります。

注意

■収納してはいけないもの

ボトルホルダーには、ジュースなどが入っている紙コップやガラス製のコップ
などを収納しないでください。ジュースなどがこぼれたり、ガラス製品が割れ
たりするおそれがあります。

ボトルホルダー
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3-3. 収納装備の使い方

L/C200

カードホルダー＊

サンバイザー（運転席側）

運転席横

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

カードホルダー
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3-3. 収納装備の使い方

3

室
内
装
備
の
使
い
方

L/C200

小物入れ

※イラストは8人乗り車で代表しています。

ITY34C023

警告

■走行中の警告

小物入れには、転がりやすいものや、凹面からはみ出るようなものを置かない
でください。
急ブレーキ時などに収納していたものが飛び出したりして、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

小物入れ
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L/C200

3-4. その他の室内装備の使い方

クールボックス＊

知識

■クールボックスがONのとき

フロントエアコンを停止することはできません。

■外気温が約0℃以下のとき

保冷機能が作動しない場合があります。

エンジンがかかっているとき、エアコンを利用した保冷をすることが
できます。

レバーを引いてフタを持ち上げ
る

ON ／ OFF

クールボックスが ON のときは、
表示灯が点灯します。

フロントエアコン停止中にクール
ボックスを ON にすると、自動的
にフロントエアコンが作動しま
す。

ITY34C030

COOL
BOX

PWR

ITY34C028

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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3-4. その他の室内装備の使い方

3
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L/C200

警告

■走行中の警告

クールボックスのフタを必ず閉じてください。
急ブレーキ時などに、開いたフタが体にあたったり、収納していたものが飛び
出したりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

注意

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジン停止中はクールボックスを長時間ONの状態にしないでください。
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3-4. その他の室内装備の使い方

L/C200

サンバイザー

下ろす
下ろした状態でフックからは
ずし、横へまわす
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3-4. その他の室内装備の使い方

3

室
内
装
備
の
使
い
方

L/C200

バニティミラー＊

注意

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジンを停止した状態で、長時間点灯しないでください。

カバーを開けるとライトが点灯
します。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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3-4. その他の室内装備の使い方

L/C200

時計

知識

■時刻が表示されるとき

“エンジン スタート ストップ” スイッチがアクセサリーモードまたはイグニッ
ションONモードのとき

■バッテリー端子の脱着をしたときは

時計は自動的に1:00にセットされます。

ナビゲーションシステム装着車
メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお乗りの
方は、別冊の「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。

ナビゲーションシステム非装着車
“時”を調整する
“分”を調整する
“分”を00にする※

※（例）1:00～ 1:29 1:00
1:30 ～ 1:59 2:00

2

1

3

ITO35C083
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3-4. その他の室内装備の使い方

3

室
内
装
備
の
使
い
方

L/C200

外気温度表示

知識

■“--”または“E”が表示されたときは

システム異常のおそれがあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。

■表示について

次の場合は、正しい外気温度が表示されなかったり、温度表示の更新が遅くなっ
たりすることがありますが、故障ではありません。

●停車しているときや、低速走行（約20km/h 以下）のとき

●外気温度が急激に変化したとき（車庫、トンネルの出入り口付近など）

ナビゲーションシステム装着車
メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお乗りの
方は、別冊の「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。

ナビゲーションシステム非装着車
“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモー
ドのとき、－30℃から50℃のあいだで表示されます。

C

OUTSIDE TEMP

ITO35C084
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3-4. その他の室内装備の使い方

L/C200

灰皿

警告

■使用後について

フタを必ず閉じてください。走行中の思わぬ事故や急停車により、けがをする
おそれがあります。

■出火を防ぐために

●マッチ・タバコなどの火は完全に消してから灰皿の中に入れ、確実に閉めてく
ださい。

●灰皿の中に紙くずなどの燃えやすいものを入れないでください。

フロント

フタを押して開ける
取りはずすときは、プロテクター
を押さえて手前に引き出します。

リヤ

フタを開ける
取りはずすときは、フタを持って
引き上げます。

ITO35C085
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3-4. その他の室内装備の使い方

3

室
内
装
備
の
使
い
方

L/C200

シガレットライター

知識

■使用条件

“エンジン スタート ストップ” スイッチがアクセサリーモードまたはイグニッ
ションONモードのとき

警告

■やけどを防ぐために

●シガレットライターの金属部分にふれないでください。

●シガレットライターを押さえたままにしないでください。

●トヨタ純正品以外の電気製品の電源ソケットを挿し込まないでください。
ソケットが変形し、その後シガレットライターを使用したときにシガレット
ライターが飛び出したり、押し込まれたまま出てこないおそれがあります。

シガレットライターを押し込む
もとの位置にもどったら使用でき
ます。

ITO35C086
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3-4. その他の室内装備の使い方

L/C200

アクセサリーソケット・アクセサリーコンセント

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

アクセサリーソケット：12V 10A未満の電気製品を使うときの電源
としてお使いください。
アクセサリーコンセント：AC100V 100W 以下の電気製品を使う
ときの電源としてお使いください。

■アクセサリーソケット
フロント

フタを手前に引いて開ける

リヤ＊

フタを手前に引いて開ける

ITO35C087
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3-4. その他の室内装備の使い方

3
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内
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方

L/C200

知識

■使用条件

アクセサリーソケット：“エンジン スタート ストップ” スイッチがアクセサリー
モードまたはイグニッションONモードのとき

アクセサリーコンセント：“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッ
ションONモードのとき

■アクセサリーソケットを使用するときは

接続する機器によっては、USB 端子＊と同時に使用することができない場合が
あります。
USB端子については、別冊「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

■アクセサリーコンセント＊

フタを引き上げて開ける
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3-4. その他の室内装備の使い方

L/C200

注意

■ショートや故障を防ぐために

ソケットやコンセントに異物が入ったり、飲料水などがかかったりしないよう
に、使用しないときは、フタを閉めておいてください。

■ヒューズが切れるのを防ぐために

アクセサリーソケット：12V 10Aを超えないようにしてください。

アクセサリーコンセント：AC100Vで最大消費電力100Wを超えないように
してください。
最大消費電力が100Wを超える電気製品を使用すると、保護回路が働き、使用
できなくなります。この場合、コンセントをはずして消費電力が100W以下に
なれば使用することができます。

■バッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態でアクセサリーソケット・アクセサリーコンセントを
長時間使用しないでください。

■正常に使用できないおそれのある電気製品（アクセサリーコンセント）

消費電力が100W以下であっても次のような機器は正常に作動しない場合があ
ります。

●起動時の消費電力が大きい機器（ブラウン管式テレビ・コンプレッサー式冷蔵
庫・電気ポンプ・電動工具など）

●電源周波数の切り替え（50／ 60Hz）のある機器（時計・オーディオなど）

●精密なデータを計測する機器（医療機器・計量器など）

●その他（マイコン制御式電気毛布・タッチセンサー付きランプなど）
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3-4. その他の室内装備の使い方

3
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L/C200

シートヒーター＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

シートをあたためることができます。

■フロントシート
運転席用スイッチ

ツマミを押し出します。

助手席用スイッチ

ツマミを押し出します。

ON

シートヒーターが ON のときは、
表示灯が点灯します。

温度を調整する

右にまわすほど温度は高くなりま
す。
スイッチは温度を調整するときに
押し出し、温度を調整したあとは
押しもどしてください。

■セカンドシート
運転席側用スイッチ
助手席側用スイッチ
強
弱
OFF

シートヒーターが ON のときは、
表示灯が点灯します。

L

R

L

R

ITY35C017a

AUTO

TEMP

OFF

TEMP

HI

LO

OFF

HI

LO4

12
3

5
4
3

5

ITI35C075b
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3-4. その他の室内装備の使い方

L/C200

知識

■作動条件

“エンジン スタート ストップ” スイッチがイグニッションONモードのとき

警告

■やけどを防ぐために

●低温やけどを負うおそれがあるため、以下の方はとくにご注意ください。

･ 乳幼児・お子さま・お年寄り・病人・体の不自由な方
･ 皮膚の弱い方
･ 疲労の激しい方
･ 深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬・風邪薬など）を服用された方

●シートに毛布・クッションなどを使用しないでください。
シートヒーターの使用により保温性が高まり異常過熱の原因になります。

注意

■シートヒーターの損傷を防ぐために

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なものを突き
刺したりしないでください。

■バッテリーあがりを防止するために

エンジンが停止しているときはスイッチをOFFにし、表示灯が消えたことを確
認してください。
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3-4. その他の室内装備の使い方

3

室
内
装
備
の
使
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方

L/C200

アシストグリップ＆コートフック

警告

■コートフック＊へかけてはいけないもの

ハンガーや他の硬いもの、鋭利なものをかけないでください。
SRS カーテンシールドエアバッグがふくらんだときに、それらのものが飛び、
重大な傷害または死亡につながるおそれがあります。

注意

■破損を防ぐために

過度の負荷をかけないでください。

リヤドアの上にあるアシストグリップには、コートフック＊が付いて
います。

ITI35C077

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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3-4. その他の室内装備の使い方

L/C200

アームレスト＊

注意

■アームレストの破損を防ぐために

過度の負荷をかけないでください。

引き出して使用します。

ITY35C019a

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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3-4. その他の室内装備の使い方
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L/C200

フロアマット

警告

以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマットがずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ
ぬスピードが出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につながるおそれが
あります。

■運転席にフロアマットを敷くときは

●トヨタ純正品であっても、他車種および異なる年式のフロアマットは使用しない

●運転席専用のフロアマットを使用する

●付属のフック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する

●他のフロアマット類と重ねて使用しない

●フロアマットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない

■運転する前に

お車（年式）専用のものを、フロアカーペットの上にしっかりと固定
してお使いください。

フロアマット付属の固定フック
（クリップ）を使用して固定して
ください。
詳しい固定方法はフロアマット付
属の取扱書をご確認ください。

●フロアマットがすべての固定フック（ク
リップ）で正しい位置にしっかりと固定
されていることを定期的に確認し、とく
に洗車後は必ず確認を行う

●エンジン停止およびシフトレバーが P の
状態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フロ
アマットと干渉しないことを確認する
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3-4. その他の室内装備の使い方

L/C200

ラゲージルーム内装備

■ロープフック

積荷の固定用としてご使用くだ
さい。

■小物入れ＊

上側

ツマミを押しながら、手前に引
いてフタを開く

下側（フタ内側の収納ポケット）

ツマミを押しながら、手前に引
いてフタを開く

ITY35C022

ITY35C024

ITY35C026

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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3-4. その他の室内装備の使い方

3
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内
装
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L/C200

トノカバーを取りはずすときは＊

トノカバー本体の両端を内側に押
し込んで、ホルダーから取りはずす
取りはずしたあとは、車から降ろして
保管してください。

■三角表示板等収納スペース

ダイヤルをまわしてロックをは
ずし、カバーを持ち上げて開く
三角表示灯を収納し、中のバンド
で固定します。

■トノカバー＊

カバー部を手前に引き、左右の
ホルダーに取り付ける

ITY35C025

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備



322

3-4. その他の室内装備の使い方

L/C200

知識

■トノカバーを取り付けるときは＊

警告

■ロープフックについて

使用しないときは、必ずもとの位置にもどしておいてください。

■走行中の警告

各収納スペースのフタを必ず閉じてください。
急ブレーキ時などに収納していたものが飛び出したりして、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

両端の“TOP”を上にして取り付けてくだ
さい。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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L/C200
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L/C200

4-1. お手入れのしかた

外装の手入れ

知識

■自動洗車機を使うときは

●ドアミラーを格納し、車両前側から洗車してください。また、走行前は必ず
ドアミラーを復帰状態にもどしてください。

●ブラシで車体に傷が付き、塗装を損なうことがあります。

●洗車機によっては、リヤスポイラー＊が引っかかり、洗車ができない場合や、
傷付いたり破損するおそれがあります。

●自動洗車機に入れる前に、車両の給油口がしっかり閉まっていることを確認
してください。

お手入れは、以下の項目を実施してください。

● 水を十分かけながら車体、足まわり、下まわりの順番に上から下
へ汚れを洗い落とす

● 車体はスポンジやセーム皮のような柔らかいもので洗う

● 汚れがひどいときはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流す

● 水をふき取る

● 水のはじきが悪くなったときは、ワックスがけをおこなう
ボデーの表面の汚れを落としても水が玉状にならないときは、車体の温度が
冷えているとき（およそ体温以下を目安としてください）にワックスをかけ
ます。

なお、ボディコート・ホイールコート・ガラスコートなどトヨタケミ
カル商品を施工された場合は、お手入れ方法が異なります。詳しくは
トヨタ販売店にお問い合わせください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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L/C200

■高圧洗車機を使うときは

●車内に水が入るおそれがあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア枠付近
に近付けすぎないでください。

●駆動系部品（ディファレンシャルギヤなど）のベアリングやオイルシール部
品に近付けすぎないでください。
近付けすぎると、水圧が高いため、内部への水入りやグリス流出により、性
能が劣化するおそれがあります。

■車両移動をともなう洗車機を使うときは

侵入・傾斜センサー＊を停止してください。（ P. 118）
車両が動くとオートアラームが作動します。

■アルミホイール＊

●中性洗剤を使用し、早めに汚れを落としてください。研磨剤の入った洗剤や
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。

●夏場の長距離走行後などでホイールが熱いときは、洗剤は使用しないでくだ
さい。

●洗剤を使用したあとは早めに十分洗い流してください。

■バンパーおよびサイドモールディング＊

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにしてください。

■フロントドアガラスの撥水コーティングについて＊

●撥水効果を長持ちさせるため、以下のことに注意してください。

･ フロントドアガラス表面の泥などの汚れを落とす
･ 汚れは早めにやわらかい湿った布などで清掃する
･ 研磨剤が入ったガラスクリーナーやワックスを使用しない
･ 金属製の道具で霜取りをしない

●水滴のはじきが悪くなったときは補修することができます。
詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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4-1. お手入れのしかた

L/C200

警告

■洗車をするときは

エンジンルーム内に水をかけないでください。
電気部品などに水がかかると車両火災につながるおそれがあり危険です。

■排気管について

排気管は排気ガスにより熱くなりますので、エンジン停止直後などにふれない
でください。やけどをするおそれがあります。
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4-1. お手入れのしかた
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L/C200

注意

■塗装の劣化や車体・部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために

●次のような場合はただちに洗車してください。

･ 海岸地帯を走行したあと
･ 凍結防止剤を散布した道路を走行したあと
･ コールタール・花粉・樹液・鳥のふん・虫の死がいなどが付着したとき
･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学物質などの降下が多い場所を走行した
あと
･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき
･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有機溶剤が付着したとき

●塗装に傷が付いた場合は、早めに補修してください。

●ホイール保管時は、腐食を防ぐために汚れを落とし、湿気の少ない場所へ保管
してください。

■ライトの清掃

●注意して洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。
ライトを損傷させるおそれがあります。

●ライトにワックスがけをおこなわないでください。
レンズを損傷するおそれがあります。

■自動洗車機を使用するときは（雨滴感知式ワイパー装着車）

ワイパースイッチを OFF にしてください。
AUTO モードになっていると、不意にワイ
パーが作動してワイパーブレードなどを損
傷するおそれがあります。MISTMISTOFFOFF

LOLO
HIHI

OFF

AUTO

ITI41C003
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L/C200

内装の手入れ

お手入れは、以下の要領で実施ください。

■車内の手入れ
掃除機などでほこりを取り除き、水またはぬるま湯を含ませた布で
ふき取る

■本革部分の手入れ
● 掃除機などでほこりや砂を取り除く

● 薄めた洗剤を柔らかい布に含ませ、汚れをふき取る
ウール用の中性洗剤を約5%の水溶液まで薄めたものを使用してください。

● 真水をひたした布を固くしぼり、表面に残った洗剤をふき取る

● 乾いたやわらかい布で表面の水分をふき取り、風通しのよい日陰
で乾燥させる

■合成皮革部分の手入れ
● 掃除機などで大まかな汚れを取る

● スポンジや柔らかい布を使用して合成皮革部分に刺激の少ない
洗剤をつける

● 数分間そのままにしておいてから汚れを落とし、固くしぼったき
れいな布で洗剤をふき取る
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知識

■本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。

■カーペットの洗浄

カーペットは極力乾いた状態を保つことをおすすめします。
洗浄には、市販の泡タイプクリーナーがご利用になれます。
スポンジまたはブラシを使用して泡をカーペットに広げ、円を描くように塗り
込んでください。直接水をかけたりせず、ふき取ってから乾燥させてください。

■シートベルト

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布かスポンジを使って洗ってください。シー
トベルトの擦り切れ・ほつれ・傷などを定期的に点検してください。（ P. 82）

警告

■車両への水の浸入

●車内に水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。
電気部品などに水がかかると、故障や車両火災につながるおそれがあり危険で
す。

●SRSエアバッグの構成部品や配線をぬらさないでください。（ P. 125）
電気の不具合により、エアバッグが展開したり、正常に機能しなくなり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

■内装の手入れをするときは（とくにインストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを使用しないでください。インストルメン
トパネルがフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思
わぬ事故につながり、重大な傷害もしくは死亡におよぶおそれがあります。
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L/C200

注意

■清掃するとき使用する溶剤について

●変色・シミ・塗装はがれの原因になるため、次の溶剤は使用しないでください。

･ シート以外の部分：ベンジン・ガソリンなどの有機溶剤や酸またはアルカ
リ性の溶剤・染色剤・漂白剤
･ シート部分：シンナー・ベンジン・アルコール、その他の揮発性の溶剤

●艶出しワックスや艶出しクリーナーを使用しないでください。インストルメン
トパネルやその他内装の塗装のはがれ・溶解・変形の原因になるおそれがあり
ます。

■革の傷みを避けるために

革の部分の損傷・消耗を避けるために、以下のことをお守りください。

●革に付いたほこりや砂はすぐに取り除く

●直射日光に長時間さらさないようにする。とくに夏場は日陰で車を保管する

●ビニール製・プラスチック製・ワックス含有のものは、車内が高温になると革
に張り付くおそれがあるため、革張りの上に置かない

■フロアに水がかかると

フロアを水で洗わないでください。
オーディオやフロアカーペット下にある電気部品に水がかかると、車の故障の
原因となったり、ボデーが錆びるおそれがあります。

■リヤウインドウガラス、リヤクォーターガラスの内側を掃除するときは

●熱線やアンテナを損傷するおそれがあるため、ガラスクリーナーなどを使わ
ず、熱線やアンテナにそって水またはぬるま湯を含ませた布で軽くふいてくだ
さい。

●熱線やアンテナを引っかいたり、損傷させないように気を付けてください。
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L/C200

タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付けられています。日常点検として必ず
タイヤを点検してください。
タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばすために、タイヤローテーション
（タイヤ位置交換）を5,000 kmごとにおこなってください。

■タイヤの点検項目
タイヤは以下の項目を点検してください。
点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。

● タイヤ空気圧
空気圧の点検は、タイヤが冷えているときにおこなってください。

● タイヤの亀裂・損傷の有無

● タイヤの溝の深さ

● タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみが摩耗していたり、
摩耗程度が他のタイヤと著しく異なるなど）の有無

■タイヤローテーションのしかた

図で示すとおりにタイヤをロー
テーションしてください。
タイヤの摩耗状態を均一にし、寿
命をのばすために、トヨタは定期
点検ごとのタイヤローテーション
を推奨します。

前側
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L/C200

知識

■タイヤ空気圧の数値

■タイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール取り付けナットを交換するときは、トヨタ
販売店にご相談ください。

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ
空気圧ラベルで確認することができます。

※：タイヤが冷えているときの空気圧

ITY41C002a

タイヤサイズ
空気圧※

[kPa(kg/cm2)]

前輪 後輪

275/65R17 
115S 230(2.3) 230(2.3)

285/60R18 
116H 230(2.3) 230(2.3)

285/50R20 
112H 230(2.3) 230(2.3)
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警告

■点検、交換時の警告

必ず以下のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、死亡事
故や負傷につながるおそれがあります。

●タイヤはすべて同一メーカー・同一銘柄・同一トレッドパターンで、摩耗差の
ないタイヤを使用してください。

●メーカー指定サイズ以外のタイヤやホイールを使用しないでください。

●ラジアルタイヤ・バイアスベルテッドタイヤ・バイアスプライタイヤを混在使
用しないでください。

●サマータイヤ・オールシーズンタイヤ・冬用タイヤを混在使用しないでくださ
い。

■異常があるタイヤの使用禁止

異常があるタイヤをそのまま装着していると走行時にハンドルをとられたり、
異常な振動を感じることがあります。また、以下の事態になり、思わぬ事故に
なるおそれがあります。

●破裂などの修理できない損傷を与える

●車が横すべりする

●車の本来の性能（燃費・車両の方向安定性・制動距離など）が発揮されない

注意

■走行中に空気もれが起こったら

走行を続けないでください。
タイヤまたはホイールが損傷することがあります。

■悪路走行に対する注意

凹凸のある路上を走行するときは注意してください。
タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッション作用が低下するおそれがあります。
また、タイヤ・ホイール・車体などの部品も損傷するおそれがあります。
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4-2. 簡単な点検・部品交換

ボンネット

知識

■バッテリー端子をはずすときは

バッテリー端子をはずすと、コンピューターに記憶されている情報が消去され
ます。バッテリー端子をはずすときはトヨタ販売店にご相談ください。

車内からロックを解除して、ボンネットを開けます。

ボンネット解除レバーを引く
ボンネットが少し浮き上がりま
す。

レバーを引き上げてボンネット
を開ける
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警告

■走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされていることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中にボンネットが突然開いて、生命にかかわる
重大な傷害につながるおそれがあります。

■エンジンルームを点検したあとは

エンジンルーム内に工具や布を置き忘れていないことを確認してください。
点検や清掃に使用した工具や布などをエンジンルーム内に置き忘れていると、
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に
つながるおそれがあり危険です。

■ボンネットを閉めるときは

注意

■ボンネットやダンパーステーの損傷を防ぐために

●ボンネットを閉めるときは、体重をかけるなどして強く押さないでください。
ボンネットがへこむおそれがあります。

●ボンネットにはボンネットを支えるためのダンパーステーが取り付けられて
います。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため次のことをお守りくださ
い。

･ ビニール片・ステッカー・粘着材などの異物をステーのロッド部（棒部）
に付着させない
･ ロッド部を軍手などでふれない
･ ボンネットにトヨタ純正品以外のアクセサリー用品を付けない
･ ステーに手をかけたり、横方向に力をかけたりしない

ボンネットを閉めるときは、手などを挟ま
ないように注意してください。
重大な傷害を受けるおそれがあり危険で
す。
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L/C200

エンジンルームカバー

警告

■エンジンルームカバーを取りはずすときは

カバーを取りはずす前に、“エンジン スタート ストップ” スイッチをOFFにし
てください。熱くなった部品でやけどをしたり、作動中の部品に巻き込まれて
けがをするおそれがあります。

ヒューズや電球（バルブ）の点検・交換などをおこなうときに取りは
ずします。

■エンジンルームカバーの取りはずし方

■クリップの取り付け方
広げる
挿し込む
押す

ITO42C034
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注意

■エンジンルームカバーを取り付けたあとは

もとの場所に確実に取り付けられていることを確認してください。
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L/C200

電球（バルブ）の交換

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

以下に記載する電球は、ご自身で交換できます。詳細が不明な場合や
その他の電球交換については、トヨタ販売店にご相談ください。

■電球の用意
切れた電球のW（ワット）数を確認してください。（ P. 422）

■エンジンルームカバーの取りはずし
P. 336

■フロントのバルブ位置

ITY42C006a

フロント方向指示兼
非常点滅灯

ヘッドライト（ロービーム）

車幅灯

ヘッドライト
（ハイビーム）

フロントフォグライト＊

サイド方向指示兼
非常点滅灯
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＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

■リヤのバルブ位置

ITY42C007a

リヤフォグライト＊

リヤ方向指示兼非常点滅灯

番号灯

後退灯
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L/C200

電球交換のしかた

■ヘッドライト（ロービーム）

ソケットを取りはずす

電球を取りはずす

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける

ITY43C038

ITY43C039
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■ヘッドライト（ハイビーム）

ソケットを取りはずす

電球を取りはずす

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける

ITY43C040

ITY43C041
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L/C200

■フロントフォグライト＊

ボルト（2 本）をはずし、ナット
（1個）をゆるめ、カバーをめくる

ナット
ボルト

ソケットを取りはずす

電球を取りはずす

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける

ITY43C042

ITY43C043

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備



343

4-2. 簡単な点検・部品交換

4

お
手
入
れ
の
し
か
た

L/C200

■車幅灯

ソケットを取りはずす

電球を取りはずす

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける

ITY43C046

ITY43C047



344

4-2. 簡単な点検・部品交換

L/C200

■フロント方向指示兼非常点滅灯

助手席側の交換時は、ウォッシャー
液補給口の固定クリップ（1個）を
はずし、補給口を車両後方に傾ける

ソケットを取りはずす

電球を取りはずす

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける

ITY43C012

ITY43C044

ITY43C045
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■サイド方向指示兼非常点滅灯

ランプ本体を車両前方にスライド
させて取りはずす

ソケットを取りはずす

電球を取りはずす

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける

ITY43C055

ITY43C056

ITY43C057
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L/C200

■後退灯

バックドアを開け、ナット（3個）
をはずし、ランプ本体をはずす

ソケットを取りはずす

電球を取りはずす

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける

ITY43C052

ITY43C054
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■リヤ方向指示兼非常点滅灯

バックドアを開け、カバー（2個）
とボルト（2 本）をはずしランプ
本体をはずす

ソケットを取りはずす

電球を取りはずす

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける

ITY43C058

ITY43C059a

ITY43C060
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L/C200

■リヤフォグライト＊

ボルト（1本）をはずし、アンダー
カバーをめくる

ソケットを取りはずす

電球を取りはずす

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける

ITY43C065

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備



349

4-2. 簡単な点検・部品交換

4

お
手
入
れ
の
し
か
た

L/C200

■番号灯

ランプ本体を取りはずす
車両内側に押し付けながら、手前に引
いてはずします。

ソケットを取りはずす

電球を取りはずす

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける

ITY43C066a

ITY43C067

ITY43C068



350

4-2. 簡単な点検・部品交換

L/C200

■その他の電球
以下の電球が切れたときは、トヨタ販売店で交換してください。

● 制動灯

● 尾灯

● ハイマウントストップライト

知識

■レンズ内の水滴と曇り

以下のようなときは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時的
な曇りは、機能上問題ありません。

●レンズ内側に大粒の水滴が付いている

●ライト内に水がたまっている

■電球の交換について

電球の交換作業をするときに、部品などの破損が心配な方は、トヨタ販売店に
ご相談ください。
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警告

■電球を交換するときは

●ライトは消灯してください。消灯直後は熱いため、交換しないでください。
やけどをすることがあります。

●電球のガラス部を素手でふれないでください。
プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた
り、落下させたりすると球切れしたり破裂することがあります。

●電球や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。
取り付けが不十分な場合、発熱や発火、もしくはヘッドライト内部への浸水に
よる故障や、レンズ内に曇りが発生することがあります。

●電球・ソケット・電気回路・および構成部品を、修理または分解しないでくだ
さい。感電して、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあります。

注意

■お車の故障や火災を防ぐために

電球が正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。
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ヒューズの点検、交換

ライトがつかないときや電気系統の装置が働かないときは、ヒューズ
切れが考えられます。ヒューズの点検をおこなってください。

“エンジン スタート ストップ” スイッチをOFFにする
ヒューズボックスを開ける

エンジンルーム

ツメを押しながら、カバーを持
ち上げる

助手席足元（ヒューズボックスA）
足元のカバーを取りはずす

ヒューズボックスカバーを取
りはずす

ITY42C009

ITY42C010
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＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

運転席足元（ヒューズボックスB）＊

カバーを取りはずす

故障の状況から、点検すべきヒューズを「ヒューズの配置と
負荷」（ P. 354）で確認する

ヒューズはずしでヒューズを引
き抜く

ヒューズが切れていないか点検する

正常
ヒューズ切れ

ヒューズボックスの表示に従い、規
定容量のヒューズに交換します。

ITY42C028

ITI42C035a

1 2

ITY42C012
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ヒューズの配置と負荷

■エンジンルーム

ヒューズ名称 アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称

1 A/F 15 A A/F ヒーター

2 HORN 10 A ホーン

3 EFI MAIN 25 A EFI システム

4 IG2 MAIN 30 A インジェクター

5 SEAT-A/C LH 25 A 未使用

6 RR S/HTR 20 A リヤシートヒーター

7 DEICER 20 A フロントワイパーデアイサー

8 CDS FAN 25 A コンデンサーファン

9 TOW TAIL 30 A 未使用

10 RR P/SEAT 30 A リヤシート

11 ALT-CDS 10 A オルタネートコンデンサー

12 FR FOG 15 A フロントフォグライト

13 SECURITY 5 A EFI コンピュータ

14 SEAT-A/C RH 25 A 未使用

15 STOP 15 A 制動灯

ITI42C036a
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ヒューズ名称 アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称

16 TOW BRK 30 A 未使用

17 IMB 7.5 A ID コードボックス

18 AM2 5 A メインボデー ECU

19 DOME2 7.5 A バニティライト

20 ECU-B2 5 A
ドライビングポジションメモリーシス
テム

21 AMP2 30 A オーディオ

22 RSE 7.5 A リヤシートエンターテイメント

23 TOWING 30 A 未使用

24 DOOR NO.2 25 A メインボデー ECU

25 STR LOCK 20 A ステアリングロック ECU

26 TURN-HAZ 15 A 方向指示兼非常点滅灯

27 EFI MAIN2 20 A フェーエルポンプ

28 ETCS 10 A EFI システム

29 ALT-S 5 A オルタネータ

30 AMP1 30 A オーディオ

31 RAD NO.1 10 A オーディオ

32 ECU-B1 5 A
スマートエントリー＆スタートシステ
ム

33 DOME1 5 A カーテシライト

34 HEAD LH 15 A ヘッドライトハイビーム（左側）

35 HEAD LL 15 A ヘッドライトロービーム（左側）

36 INJ 10 A イグニッション、インジェクター

37 MET 5 A メーター

38 IGN 10 A
スマートエントリー＆スタートシステ
ム

39 HEAD RH 15 A ヘッドライトハイビーム（右側）

40 HEAD RL 15 A ヘッドライトロービーム（右側）



356

4-2. 簡単な点検・部品交換

L/C200

41 EFI NO.2 7.5 A エアフローメーター

42 RR A/C NO.2 7.5 A 未使用

43 DEF NO.2 5 A ミラーヒーター

44 SPARE 5 A 予備ヒューズ

45 SPARE 15 A 予備ヒューズ

46 SPARE 30 A 予備ヒューズ

ヒューズ名称 アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称
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■助手席足元（ヒューズボックスA）

ヒューズ名称 アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称
1 CIG 15 A シガレットライター
2 BK/UP LP 10 A 後退灯

3 ACC 7.5 A
スマートエントリー＆スタートシステ
ム

4 PANEL 10 A シガレットライター
5 ECU-IG NO.2 10 A エアコン・ヒーター
6 WINCH 5 A 未使用
7 A/C IG 10 A リヤウインドウデフォッガー
8 TAIL 15 A 尾灯・番号灯
9 WIPER 30 A フロントワイパー
10 WSH 20 A フロントウォッシャー
11 RR WIPER 15 A リヤワイパー
12 4WD 20 A 4WD
13 LH-IG 5 A シートベルトプリテンショナー
14 ECU-IG NO.1 5 A ドアロック ECU
15 S/ROOF 25 A ムーンルーフ
16 RR DOOR RH 20 A パワーウインドウ
17 MIR 15 A 電動格納ミラー
18 RR DOOR LH 20 A パワーウインドウ
19 FR DOOR LH 20 A パワーウインドウ
20 FR DOOR RH 20 A パワーウインドウ
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21 RR FOG 7.5 A リヤフォグライト
22 A/C 7.5 A エアコン
23 AM1 5 A 未使用

24 TI ＆ TE 15 A
電動チルト＆テレスコピックステアリ
ング

25 FR P/SEAT RH 30 A フロントシート
26 PWR OUTLET 15 A パワーアウトレット
27 OBD 7.5 A ダイアグノーシス
28 PSB 30 A プリクラッシュシートベルト
29 DOOR NO.1 25 A メインボデー ECU
30 FR P/SEAT LH 30 A フロントシート
31 INVERTER 15 A インバーター

ヒューズ名称 アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称
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■運転席足元（ヒューズボックスB）＊

ヒューズ名称 アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称
1 RSF LH 30 A サードシート
2 B/DR CLSR RH 30 A リヤ ECU
3 B/DR CLSR LH 30 A リヤ ECU
4 RSF RH 30 A サードシート
5 DOOR DL 15 A 未使用
6 AHC-B 20 A 4-Wheel AHC ECU
7 TEL 5A 高機能DCM
8 TOW BK/UP 7.5A 未使用
9 AHC-B NO.2 10 A 4-Wheel AHC ECU
10 ECU-IG NO.4 5 A VGRS ECU
11 SEAT-A/C FAN 10 A 未使用
12 SEAT-HTR 20 A シートヒーター
13 AFS 5 A 未使用
14 ECU-IG NO.3 5 A 車間制御コンピュータ
15 TV 10 A ナビゲーションシステム

ITI42C037

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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知識

■ヒューズを交換したあと

●交換してもライト類が点灯しないときは、電球を交換してください。
（ P. 338）

●取り替えても再度ヒューズが切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

■バッテリーからの回路に過剰な負荷がかかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れるように設計されています。

警告

■車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や火災、けがをするおそれがあります。

●規定容量以外のヒューズまたはヒューズ以外のものを使用しないでください。

●必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。

●ヒューズやヒューズボックスを改造しないでください。
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キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新しい電池に交換してください。

■用意するもの
● テープを巻いたマイナスドライバー

● 小さいプラスドライバーなど

● リチウム電池CR1632

■電池交換のしかた

メカニカルキーを抜く

カバーをはずす

消耗した電池を取り出す
新しい電池は + 極を上にして取り
付けます。

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける

ITI42C038



362

4-2. 簡単な点検・部品交換

L/C200

知識

■電池が消耗していると

以下のような状態が起こります。

●スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレス機能が作動しない

●作動距離が短くなる

■リチウム電池CR1632の入手

電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入できます。

■キー電池を交換したときは

キーのスイッチを押し、本体の LEDが点灯することを確認します。

警告

■取りはずした電池と部品について

お子さまにさわらせないでください。
部品が小さいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

注意

■交換後、正常に機能させるために

以下のことを必ずお守りください。

●ぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

●電池以外の部品に、ふれたり動かしたりしない

●電極を曲げない

●ドライバーにテーピングをしたり、布きれをあててからはずす
カバーに傷が付くおそれがあります。
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ウォッシャー液の補給

警告

■ウォッシャー液を補給するときは

エンジンが熱いときやエンジンがかかっているときは、ウォッシャー液を補給
しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分が含まれているため、エ
ンジンなどにかかると出火するおそれがあり危険です。

注意

■ウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく
ださい。
車体の塗装にしみが付くおそれがあります。

■ウォッシャー液の薄め方

必要に応じて水で薄めてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッシャー
液の容器に表示してある凍結温度を参考にしてください。

オプティトロンメーター
ウォッシャー液が出なかった
り、マルチインフォメーション
ディスプレイに警告メッセー
ジが表示されたら、ウォッ
シャー液を補給してください

アナログメーター

ウォッシャー液が出なかった
り、ウォッシャー液残量警告
灯が点灯したら、ウォッ
シャー液を補給してください
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エアコンフィルターの清掃・交換

エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期
的に清掃、または交換してください。

■交換のしかた
“エンジン スタート ストップ” スイッチをイグニッション
ONモードにし、内気循環に切り替えて、“エンジン スタート
ストップ” スイッチをOFFにする

グローブボックスを開け、仕切
り板を取りはずす（ P. 295）

フィルターカバーを取りはずす

フィルターケースを取りはずす

ITY42C024a

ITY42C025
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知識

■エアコンフィルターの清掃・交換について

エアコンフィルターは以下の時期を目安に清掃、または交換してください。

清掃：15,000km [7,500km※ ] ごと
交換：30,000km [15,000km※ ] ごと

※大都市や寒冷地など、交通量や粉じんの多い地区

■エアコンの風量が減少したときは

フィルターの目づまりが考えられますので、フィルターを清掃、または交換し
てください。
なお、フィルターの清掃については、トヨタ販売店にご相談ください。

注意

■エアコンを使用するときの注意

フィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることがあり
ます。必ずフィルターを装着してください。

■エアコンフィルターを交換するときの注意

必ず“エンジン スタート ストップ” スイッチが OFF の状態でおこなってくだ
さい。

フィルターを取りはずし、新し
いフィルターと交換する
「 UP」マークの矢印が上を向く
ように取り付けます。

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける

UP

UP

UP

ITY43C090
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5-1. まず初めに

故障したときは

故障のときはすみやかに下記の指示に従ってください。

非常点滅灯を点滅させながら、
車を路肩に寄せ停車します。
（ P. 369）

非常点滅灯は、故障などでやむ
を得ず路上駐車する場合、他車
に知らせるため使用します。

高速道路や自動車専用道路で
は、車両後方に停止表示板また
は停止表示灯を置いてくださ
い。（法的にも義務付けられてい
ます）

緊急を要するときは発炎筒で合
図します。（ P. 370）
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非常点滅灯

注意

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジン停止中に非常点滅灯を長時間使用しないでください。

事故や故障のときなどにお使いください。

スイッチを押すとすべての方向
指示灯が点滅し、もう一度押す
と消灯します。

ITI51C058c
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発炎筒

知識

■発炎筒の有効期限

表示してある有効期限が切れる前に、トヨタ販売店でお求めください。

事故や故障のときなど、緊急時にお使いください。
発炎時間は約5分です。非常点滅灯と併用してお使いください。

助手席足元の発炎筒を取り出す

本体をまわしながら抜き、本体
を逆さにして挿し込む

先端のフタを取り、すり薬と発
炎筒の先端をこすり、着火させ
る

ITY51C001c

すり薬
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警告

■発炎筒が使用できない場所

以下の場所では、発炎筒を使用しないでください。
煙で視界が悪くなったり、引火するおそれがあるため危険です。

●トンネル内

●ガソリンなど可燃物の近く

■発炎筒の取り扱いについて

以下のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●使用中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない

●発炎筒は、お子さまにさわらせない
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けん引について

けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業者にご依頼ください。

■けん引する前に
以下の場合は、駆動系の故障が考えられるため、トヨタ販売店へご
連絡ください。

● エンジンはかかるが、車が動かない

● 異常な音がする

■けん引されるときは

車体に傷が付かないようにロー
プをけん引フックにかける
前進方向でけん引してください。

ロープの中央に白い布を付ける
布の大きさ：
0.3 m 平方（30 cm × 30 cm）
以上

けん引される車両のエンジンをかける
エンジンがかからないときは“エンジン スタート ストップ” スイッチを
アクセサリーモードまたはイグニッションONモードにしてください。

ITY51C048

ITY51C049a

25 m以内

5 m以内

白い布けん引方向
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知識

■他車をけん引する

■けん引フックの使用目的

フロント側けん引フックはけん引されるときに使うものであり、他車をけん引
するためのものではありません。

トランスファースイッチをH4かつセンターデフロックをOFF
の状態にし、センターデフロック作動表示灯が消灯したことを
確認する
車高制御を禁止する（4-Wheel AHC & AVS装着車）
車高を N（標準）モードにしてから車高制御スイッチを押し、ハイトコ
ントロールOFF モードにしてください。

けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキン
グブレーキを解除する
けん引中は、前の車の制動灯に注意し、ロープをたるませないようにし
てください。

リヤ側のけん引フックは、自車より軽い車
をやむを得ず一般路上でロープによりけん
引するときに使用します。

ITY51C050a
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警告

■車両を運搬するときは

必ず4輪接地または、4輪とも持ち上げた状態で運搬してください。
駆動装置が焼き付きを起こしたり、車が台車から飛び出すおそれがあります。

●駆動系内部の異常があると思われるとき、および次のときは、必ず車両積載車
などにより4輪とも持ち上げて運搬してください。

●4-Wheel AHC & AVS装着車は、4輪接地でかつエンジンがかかっている状
態で他車にけん引してもらうときは、車高を N（標準）モードにして、車高
制御を禁止にした状態でおこなってください。オートレベリング機能により車
高がかわり、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■けん引中の運転について

●けん引をおこなうときは細心の注意を払ってください。
けん引フックやロープに過剰な負荷をかける急発進や、間違った車両操作は避
けてください。
けん引フックやロープが破損するおそれがあります。万一の場合、その破片が
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれがあり危険です。

●“エンジン スタート ストップ” スイッチをOFFにしないでください。
ハンドルがロックされハンドル操作ができなくなり、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

●けん引される車は、慎重に運転してください。
エンジンが停止しているとブレーキの効きが悪くなったり、ハンドルが通常よ
り重くなります。

･ センターデフロック作動表示灯が消灯
せず、センターデフロックが OFF（解
除）になったことが確認できないとき
･ センターデフロック状態（ON のとき）
で故障したとき

ITY51C007
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注意

■固縛用フックについて

■車両の損傷を防ぐために

けん引するときは以下のことを必ずお守りください。

●ワイヤーロープは使用しない

●速度30 km/h以下、距離80 km以内でけん引する

●前進方向でけん引する

●サスペンション部などにロープをかけない

上記の速度、距離を超えてのけん引、または後進方向でのけん引をするとトラ
ンスミッションに悪影響をおよぼし、損傷するおそれがあります。これらの場
合は、車両積載車などにより4輪とも持ち上げて運搬してください。

■長い下り坂でけん引するときは

レッカー車でけん引してください。
レッカー車でけん引しないと、ブレーキが過熱し効きが悪くなるおそれがあり
ます。

固縛用フックは、船舶固縛で車両を輸送
するときに使用するためのものです。け
ん引には絶対に使用しないでください。
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イベントデータレコーダー

記録するデータ

エアバッグコンピュータに搭載しているイベントデータレコーダーが、
衝突のときや衝突に近い状態のときに下記のデータを記録します。

● エンジンの回転数

● 車速

● ブレーキペダルの操作状況

● アクセルペダルの操作状況

● オートマチックトランスミッションのシフトポジション

● 助手席乗員の有無

● 運転者および助手席乗員のシートベルト装着の有無

● 運転席のシート位置

● エアバッグ作動に関する情報

● エアバッグシステムの故障診断情報

イベントデータレコーダーは、会話などの音声や映像は記録しません。

お車には、最適な車両性能を維持するためのコンピュータを搭載して
います。このコンピュータは、システムが正常に作動していることを
診断すると共に、衝突のときや衝突に近い状態のときのデータを記録
するイベントデータレコーダー（EDR）を装備しています。
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データの開示について

トヨタおよびトヨタが委託した第三者は、イベントデータレコーダーに
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得・流用することがあり
ます。なお、トヨタおよびトヨタが委託した第三者は、取得したデータ
を以下の場合を除き、第三者へ開示・提供することはありません。

● お車の使用者の同意がある場合

● 裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合

● 統計的な処理をおこなうなどの使用者や車が特定されないように加
工したデータを研究機関などに提供する場合
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5-2. 緊急時の対処法

警告灯がついたときは

ただちに停車してください。走行を続けると危険です。

以下の警告はブレーキの故障のおそれがあることを意味します。ただち
に安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。

※パーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー：
パーキングブレーキを解除しないまま車を発進させ、車速が約5km/h 以上になる
と、警告ブザーが鳴ります。
警告ブザーが鳴ったときは、パーキングブレーキを解除してください。

）

ただちに停車してください。

以下の警告は、お車へのダメージや思わぬ危険を招くおそれがあること
を意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して
ください。

警告灯 警告灯名・警告内容

ブレーキ警告灯（警告ブザー※）
･ブレーキ液の不足
･ブレーキ系統の異常
パーキングブレーキが解除されていないときも点灯します。
解除後、消灯すれば正常です。

警告灯 警告灯名・警告内容

充電警告灯
充電系統の異常

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて以下のように
対処してください。点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではあ
りません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で
点検を受けてください。
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ただちに点検を受けてください。

以下の警告は、放置すると、システムが正しく働かず、思わぬ危険や故
障を招くおそれがあることを意味します。ただちにトヨタ販売店で点検
を受けてください。

※アナログメーター装着車

警告灯 警告灯名・警告内容

エンジン警告灯
･エンジン電子制御システムの異常
･電子制御スロットルの異常
･オートマチックトランスミッション電子制御システムの異常

SRSエアバッグ／プリテンショナー警告灯
･SRSエアバッグシステムの異常
･プリテンショナー付シートベルトシステムの異常

ABS＆ブレーキアシスト警告灯
･ABSの異常
･ブレーキアシストの異常

VSC OFF 表示灯（点滅しているとき）※

TRCおよび VSCシステムの異常

オートマチックトランスミッション油温警告灯※

トランスミッションフルードの温度異常

PCS警告灯＊

プリクラッシュセーフティシステムの異常

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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ただちに処置してください。

以下の警告は、それぞれの対処方法に従って処置し、警告灯が消灯する
のを確認してください。

警告灯 警告灯名・警告内容

半ドア警告灯（警告ブザー※1）
いずれかのドアが確実に閉
まっていない

開いているドアを閉める

燃料残量警告灯
燃料の残量（約15 L 以下）

燃料を補給する

運転席シートベルト
非着用警告灯（警告ブザー※2）
運転席シートベルトの非着用

シートベルトを着用する

（ナビゲーション
システム装着車）

（ナビゲーション
システム
非装着車）

助手席シートベルト
非着用警告灯（警告ブザー※2）
助手席シートベルトの非着用

シートベルトを着用する

オートマチックトランス
ミッションパーキング警告灯
トランスミッションの異常

トランスファーを H4 または
L4にする（ P. 238）

マスターウォーニング※3

システムの異常時にブザーと共
に点灯・点滅しマルチインフォ
メーションディスプレイに警告
メッセージを表示します。

P. 384

ウォッシャー液残量警告灯※4

ウォッシャー液の残量
ウォッシャー液を補給する
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※1 半ドア走行時警告ブザー：
いずれかのドアが確実に閉まっていない状態で走行し、車速が 5 km/h 以上に
なると、警告ブザーが鳴ります。

※2 運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席・助手席シートベルトを非着用のまま、車速が約 20 km/h 以上になる
と、警告ブザーが30秒間断続的に鳴ります。その後も運転席・助手席シートベ
ルトを非着用のままだと、ブザーの音がかわり90秒間鳴ります。

※3 オプティトロンメーター装着車
※4 アナログメーター装着車

知識

■助手席シートベルト非着用警告灯の乗員検知センサーの作動について

●乗員がいなくても、シートに荷物などを置くと、センサーが重量を検知して
警告灯が点滅することがあります。

●座布団などを敷くと、センサーが乗員を検知せず警告灯が作動しないことが
あります。

■L4作動表示灯やセンターデフロック作動表示灯が点滅したときは

所定の対処方法に従って処置してください 。（ P. 241）
ブレーキ警告灯やエンジン警告灯が同時に点灯している場合や、所定の対処方
法をおこなっても、L4作動表示灯やセンターデフロック作動表示灯が点滅し続
けている場合は、エンジンやブレーキシステム、4WDシステムが故障している
おそれがあります。この場合は、トランスファーモードのH4と L4間の切り替
えができなくなったり、センターデフロックのロック、アンロックができなく
なることがあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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ただちに処置してください。(アナログメーター装着車 )

それぞれの対処方法に従って処置し、警告メッセージが消灯するのを確
認してください。

車内 車外
スマートエント
リー＆スタート
システム警告灯

警告内容 対処方法

1回 なし
（8秒間点灯）

電子キーを携帯していな
い状態でエンジンをかけ
ようとした

電子キーを携帯する

1回 3回

電子キーを携帯していな
い状態かつ、“エンジン ス
タート ストップ” スイッ
チが OFF 以外の状態で運
転席以外のドアが開閉さ
れた

電子キーを携帯する

電子キーを携帯していな
い状態かつ、シフトレバー
がP の状態で、“エンジン
スタート ストップ” ス
イッチを OFF にせずに運
転席ドアが開閉された

･“エンジン スタート 
ストップ” スイッチ
をOFF にする
･電子キーを携帯する
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“エンジン スタート ストップ” スイッチ上のインジケーターについて

“エンジン スタート ストップ” ス
イッチ上のインジケーターが点滅
した場合は、下記の表に従ってそ
れぞれ対応してください。

ITY52C001

インジケーター
の状態 警告内容 対処方法

緑色に点滅
（30秒間）

エンジン始動操作時にステアリ
ングロックが解除されず、エン
ジンが始動しなかった

ハンドルを左右に動かしなが
らエンジン始動操作をおこな
う

橙色に点滅
（15秒間）

ステアリングロックシステムま
たは電源システムに異常が発生
した

トヨタ販売店に連絡する
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警告メッセージが表示されたときは（オプティトロンメーター装着車）

マルチインフォメーションディスプレイに警告メッセージが表示さ
れた場合は、落ち着いて以下のように対処してください。

マスターウォーニング
マルチインフォメーションディス
プレイに警告メッセージが表示さ
れているとき、点灯・点滅します。

マルチインフォメーション
ディスプレイ

処置後に再度メッセージが表示されたときは、トヨタ販売店へご連絡ください。

ITI52C098
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メッセージと警告作動

メッセージの内容によって警告灯や警告ブザーの作動が以下のように切
り替ります。
ディーラーで点検をするように表示されたときは、ただちにトヨタ販売
店で点検を受けてください。

※：メッセージを最初に表示したときに作動します。

専用警告灯 警告ブザー※ 警告内容

点灯 あり

走行に関するシステムの故障や、そ
のまま放置すると思わぬ危険を招く
おそれがあるなどの重要なメッセー
ジを意味します。

点灯もしくは
点滅 あり

表示されたシステムに故障のおそれ
があるなどのメッセージを意味しま
す。

点灯 なし
電装品の故障や状態、メンテナンス
のお知らせなどのメッセージを意味
します。

点滅 なし
お車を正しく操作していない場合
や、操作方法のアドバイスなどを意
味します。
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知識

■レーダークルーズコントロール＊の車間制御中の警告表示について

車間距離が短くても、以下のような場合は警告メッセージが表示されないおそ
れがあります。

●先行車と自車の車速が同じか先行車の方が速いとき

●先行車が非常にゆっくりした車のとき

●速度を設定した直後

●アクセルが踏まれたとき

■専用警告灯について

以下の内容のメッセージが表示されたときは、マスターウォーニングライトが
点灯・点滅しません。その場合は個別の専用警告表示をおこないます。

●ブレーキシステムの異常
ブレーキ警告灯が点灯します。（ P. 378）

●ABSの異常
ABS&ブレーキアシスト警告灯が点灯します。（ P. 379）

●充電系統の異常
充電警告灯が点灯します。（ P. 378）

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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パンクしたときは

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

パンクしたタイヤを、備え付けのスペアタイヤと交換してください。
(タイヤについての詳しい説明は、P. 331 を参照してください）

■ジャッキで車体を持ち上げる前に
● 地面が固く平らな場所に移動する

● パーキングブレーキをかける

● シフトレバーをPに入れる

● 侵入・傾斜センサー＊をOFF にする

● 車高制御を禁止する（4-Wheel AHC & AVS装着車）

● エンジンを停止する

● 非常点滅灯を点滅させる

■工具とジャッキの搭載位置

※イラストは8人乗り車で代表しています。
ITI52C107

スペアタイヤ

ジャッキ

工具箱
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■工具

ITI52C097aジャッキハンドル延長バー

ジャッキ
ハンドル

スパナ プライヤー

ドライバー

ジャッキ
ハンドルバー

ホイール
キャップレンチ

ホイールナットレンチ

プラグレンチ
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ジャッキの取り出し方

カバーを取りはずす

固定バンドをはずす

ゆるめる

締める
使用後はもとの位置にもどします。
また、ジャッキはバンドで確実に固
定してください。

ITI52C105

ITI52C101

ITI52C102
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工具箱の取り出し方

カバーをはずす
ダイヤルをまわしてロックをはずし、
カバーを開きます。

固定バンドをはずして取り出す

ITI52C099b
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スペアタイヤの取り出し方

ジャッキハンドルを組み付ける
工具箱からジャッキハンドル・ジャッキハンドル延長バーを取り出し、次の
手順で組み付けます。

ネジ部（1ヶ所）をドライバー
を使用してゆるめる

ジャッキハンドル、ジャッキハ
ンドル延長バーを組み付け、ネ
ジ部（1ヶ所）を締め付ける
ネジ部がしっかりと固定されている
ことを確認します。

フタをめくる

ITO51C061

ITO51C062
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組み付けたジャッキハンドルを挿
し込む

下がる

上がる
当て布をジャッキハンドルの下にし
てバックドアを保護してください。

スペアタイヤが完全に地面に着く
まで下げる

スペアタイヤを引き出し、アン
カープレートを取りはずす

ITY51C030

ITY51C031

ITY52C032
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パンクしたタイヤの交換

輪止め※をする

※輪止めは、トヨタ販売店で購入する
ことができます。

センターオーナメントをはずす
傷が付くのを防ぐため、図のように布
などを巻いて保護してください。

ナットを少し（約1回転）ゆるめる

ITY51C062

パンクしたタイヤ 輪止めの位置

前輪
左側 右側後輪うしろ

右側 左側後輪うしろ

後輪
左側 右側前輪前

右側 左側前輪前

ITY52C013
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ジャッキハンドルを組み付ける
工具箱からジャッキハンドル・ジャッキハンドル延長バー・ジャッキハンド
ルバーを取り出し、次の手順で組み付けます。

ボルト（2本）・ネジ部（1ヶ所）
をジャッキハンドルおよびドラ
イバーを使用してゆるめる

ジャッキハンドル延長バーと
ジャッキハンドルバーを組み付
け、ボルト（2本）を締め付ける
ボルトがしっかりと固定されている
ことを確認します。

ジャッキハンドル延長バーと
ジャッキハンドルを組み付け、
ネジ部（1ヶ所）を締め付ける
ネジ部がしっかりと固定されている
ことを確認します。

ITO51C065

ITO51C064

ITO51C063
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組み立てたジャッキハンドルを
ジャッキ穴部に挿し込み、ジャッ
キセット位置にジャッキをかける

フロント： シャシーフレームサイ
ドレール下

リヤ： リヤアクスルハウジング下

タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

ナットすべてを取りはずし、タイ
ヤを取りはずす
タイヤを直接地面に置くときは、ホ
イールの意匠面に傷が付かないよう
意匠面を上にしてください。

ITY52C015a

前側

ITY52C083a
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タイヤの取り付け

ホイール接触面の汚れをふき取る
ホイール接触面が汚れていると、走行
中にナットがゆるみ、タイヤがはずれ
るおそれがあります。

タイヤを取り付け、タイヤががたつかない程度まで手でナットを
仮締めする

スチールホイール装着車

ナットのテーパー部がホイールの
シート部に軽くあたるまでまわす

アルミホイール装着車

ナットの座金がホイールに軽くあ
たるまでまわす

テーパー部

シート部
ナット

ITI52C103

ナット

座金

ホイール
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車体を下げる

図の番号順でナットを2、3度しっ
かり締め付ける
締め付けトルク
アルミホイール装着車：
131 N・m (1336 kgf・cm)

スチールホイール装着車：
209 N・m (2131 kgf・cm)

センターオーナメントを取り付け
る

ITY52C084a
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L/C200

パンクしたタイヤ・ジャッキ・工具の収納

タイヤの意匠面が上になるように
地面に置き、アンカープレートを
取り付ける
アンカープレートのツメをホイール
の穴にかけてください。

ジャッキハンドルをまわしてタイヤを上げる（ P. 391）
タイヤが地面から離れたときに、アンカープレートがホイールの穴に確実に
かかっていることを確認してください。また、タイヤを十分に巻き上げた
ら、確実に固定されていることを確認してください。

工具・ジャッキを収納する

ITY52C033

知識

■スペアタイヤについて

空気圧を必ず点検してください。（ P. 422）

■オートアラームについて

タイヤ交換をおこなう前に、必ず侵入・傾斜センサー＊を停止してください。
（ P. 118）
車両が動くとオートアラームが作動します。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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警告

■ジャッキの使用について

ジャッキの取り扱いを誤ると、車が落下して死亡またはけがにつながるおそれ
があります。
以下のことをお守りください。

●ジャッキはタイヤ交換、タイヤチェーン取り付け、取りはずし以外の目的で
使用しない

●備え付けのジャッキは、お客様の車にしか使うことができないため他の車に
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使わない

●ジャッキセット位置に正しくジャッキがかかっていることを確かめる

●車高制御が禁止の状態で、エンジンが停止している（4-Wheel AHC & AVS
装着車）

●ジャッキで支えられている車の下に体を入れない

●ジャッキで支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない

●車内に人を乗せたまま車を持ち上げない

●車を持ち上げるときは、ジャッキの上または下にものを載せない

●車を持ち上げるときは、タイヤ交換できる高さ以上に上げない

●車の下にもぐり込んで作業する場合はジャッキスタンドを使用する

車両を下げる際はとくに、ご自身や周囲の人がけがをしないよう注意してくだ
さい。
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L/C200

警告

■タイヤ交換について

けがを負う危険を減らすため、以下のことを必ずお守りください。

●スペアタイヤは完全に地面に降ろしてから取り出す

●センターオーナメントは直接手をかけて取らない
取り扱いには十分に注意してください。けがをするおそれがあります。

●走行直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどにはふれない
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているため、タイ
ヤ交換などで手や足などがふれると、やけどをするおそれがあります。

●ねじ部にオイルやグリースを塗らない
ナットを締めるときに必要以上に締め付けられ、ボルトが破損したり、ディス
クホイールが損傷するおそれがあります。また、ナットがゆるみホイールが落
下して、重大な事故につながるおそれがあります。オイルやグリースがねじ部
に付いている場合はふき取ってください。

●ホイールの交換後はすぐに適正な締め付けトルクでナットを締める
アルミホイール装着車：131 N・m (1336 kgf・cm)
スチールホイール装着車：209 N・m (2131 kgf・cm)

●タイヤの取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する

●ボルトやナットのねじ部や、ホイールのボルト穴につぶれや亀裂などの異常が
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける
上記のことをお守りいただかないと、ナットがゆるみ、ホイールがはずれ落
ち、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
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注意

■パンクしたままの走行について

タイヤがパンクした状態で走行を続けないでください。
短い距離の運転でも、タイヤとホイールが修理できないほどの損傷になります。

■タイヤを格納するときは

●タイヤと車両とのあいだにものが挟まっていないことを確認してください。

●タイヤを格納後、タイヤが確実に固定されていることを確認してください。
走行中にはずれるおそれがあります。
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L/C200

エンジンがかからないときは

正しいエンジンのかけ方（ P. 165）に従っても、またステアリン
グロックを解除（ P. 167）してもエンジンがかからないときは、以
下のことをご確認ください。

■スターターは正常にまわっているのにエンジンがかからない
場合
以下の原因が考えられます。

● 燃料が入っていない可能性があります。
給油してください。

● 燃料を吸い込みすぎている可能性があります。
再度、正しい手順（ P. 165）に従って、エンジンをかけてく
ださい。

● エンジンイモビライザーシステムに異常がある可能性があり
ます。（ P. 113）

■スターターがゆっくりまわる／室内灯・ヘッドライトが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴らない場合
以下の原因が考えられます。

● バッテリーあがりの可能性があります。（ P. 409）

● バッテリーのターミナルがゆるんでいる可能性があります。

■スターターがまわらない
電装品の断線やヒューズ切れなど、電気系統異常の可能性がありま
す。異常の種類によっては、エンジンを一時的な処置でかけること
ができます。（ P. 403）
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緊急始動機能

通常のエンジン始動操作でエンジンが始動しないときは、以下の手順で
エンジンが始動する場合があります。緊急時以外は、この方法で始動さ
せないでください。

パーキングブレーキをかける
シフトレバーをPに入れる
“エンジン スタート ストップ” スイッチをアクセサリーモード
にする
ブレーキペダルをしっかり踏みながら、約 15 秒以上“エンジン
スタート ストップ” スイッチを押し続ける

上記の方法でエンジンが始動しても、システムの故障が考えられます。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

■スターターがまわらない／室内灯・ヘッドライトが点灯しな
い／ホーンが鳴らない場合
以下の原因が考えられます。

● バッテリーのターミナルがはずれている可能性があります。

● バッテリーあがりの可能性があります。（ P. 409）

● ステアリングロックシステムに異常がある可能性があります。
処置のしかたがわからないとき、あるいは処置をしてもエンジンがかからな
いときは、トヨタ販売店にご連絡ください。
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L/C200

シフトレバーがシフトできないときは

ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーがシフトできない場合、
シフトロックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故
障が考えられます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
ただし一時的な処置として、以下の方法でシフトレバーをシフトする
ことができます。

パーキングブレーキをかける
“エンジン スタート ストップ” スイッチをアクセサリーモー
ドにする
ブレーキペダルを踏む

シフトロック解除ボタンを押す
ボタンを押しているあいだはレ
バーをシフトできます。

ITI52C104



5

405

5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

L/C200

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻されたキーナンバーと残りのキーから、
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることができます。
（ P. 24）
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L/C200

バックドアが開かなくなったときは

カバーをはずす
傷が付くのを防ぐため、図のように布
などを巻いて保護してください。

ネジ（1 本）を取りはずし、内側
カバーを取りはずす（パワーバッ
クドア非装着車）

レバーを押す

バックドアが開かない場合、バックドアオープナーシステムなどの故
障が考えられます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

ただし一時的な処置として、以下の方法でバックドアを内側から開け
ることができます。

ITI52C106

ITY52C082
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電子キーが正常に働かないときは

ドアの施錠・解錠

メカニカルキー（ P. 24）を使っ
て操作します

全ドア施錠
全ドア解錠

メカニカルキーの操作でドアガラス・
ムーンルーフの開閉を実施すること
ができます（AX、ZXのみ）。詳しく
はトヨタ販売店にご相談ください。

モードの切り替え／エンジン始動の方法

シフトレバーがPの状態でブレーキペダルを踏む

電子キーのトヨタエンブレム面で、
“エンジン スタート ストップ” ス
イッチにふれる
この操作中にいずれかのドアが開閉
されると、スマートエントリー＆ス
タートシステムが“エンジン スター
ト ストップ” スイッチにふれた電子
キーを正しく検知できず警告音が鳴
ります。

電子キーと車両間の通信がさまたげられたり（ P. 37）、電子キーの
電池が切れたときは、スマートエントリー＆スタートシステムとワイ
ヤレスリモコンが使用できなくなります。このような場合、以下の手
順でドアを開けたり、エンジンを始動したりすることができます。

ITI52C100
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L/C200

次の操作をおこなう
モードの切り替え : 
ブザーが鳴ってから8秒以内に、ブレーキペダルから足を離し
て“エンジン スタート ストップ” スイッチを押します。スイッ
チを押すごとにモードが切り替わります。（ P. 166）
エンジン始動 : 
ブザーが鳴ってから8秒以内に、ブレーキペダルをしっかりと踏
み込んで、“エンジン スタート ストップ” スイッチを押します。

処置をしても作動しないときは、トヨタ販売店にご連絡ください。

知識

■エンジン停止のしかた

通常のエンジン停止のしかたと同様に、シフトレバーをPにして“エンジン ス
タート ストップ” スイッチを押します。

■電池交換について

ここで説明しているエンジン始動の方法は一時的な処置です。電池が切れたとき
は、ただちに電池の交換をおすすめします。（ P. 361）

■販売店で設定可能な機能

ドアキー連動ドアガラス開閉機能などを設定することができます。
（車両カスタマイズ機能一覧 P. 424）
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バッテリーがあがったときは

バッテリーがあがった場合、以下の手順でエンジンを始動することが
できます。

ブースターケーブルと 12V のバッテリー付き救援車があれば、以下
の手順に従って、エンジンを始動させることができます。

ボンネットを開け、バッテリーの＋端子のカバーをはずし、ブース
ターケーブルを次の順につなぐ

赤色のブースターケーブルを自車のバッテリーの＋端子につ
なぐ
赤色のブースターケーブルのもう一方の端を救援車のバッテ
リーの＋端子につなぐ
黒色のブースターケーブルを救援車のバッテリーの－端子につ
なぐ
黒色のブースターケーブルのもう一方の端をバッテリーから離
れた、未塗装の金属部（図に示すような固定された部分）につなぐ
救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約 5 分間
自車のバッテリーを充電する

ITO52C095a
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L/C200

知識

■バッテリーあがり時の始動について

この車両は、押しがけによる始動はできません。

■バッテリーあがりを防ぐために

●エンジンがかかっていないときは、ライトやオーディオの電源を切ってくだ
さい。

●渋滞などで長時間止まっているときは、不必要な電装品の電源を切ってくだ
さい。

■バッテリーがあがったときは

コンピューターに記憶されている情報が消去されます。バッテリーがあがった
ときはトヨタ販売店で点検を受けてください。

■バッテリー端子をはずすときは（4-Wheel AHC & AVS装着車）

P. 234

“エンジン スタート ストップ” スイッチがOFFの状態でいず
れかのドアを開閉する
救援車のエンジン回転を維持したまま、“エンジン スタート ス
トップ” スイッチをいったんイグニッションONモードにして
から自車のエンジンをかける
自車のエンジンが始動したら、ブースターケーブルをつない
だときと逆の順ではずす

エンジンがかかっても、早めにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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警告

■バッテリーの引火または爆発を防ぐために

バッテリーから発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれがあり危険です
ので、火や火花が発生しないよう以下のことをお守りください。

●ブースターケーブルは正しい端子または接続箇所以外に誤って接触させない

●ブースターケーブルは“＋”と“－”の端子を絶対に接触させない

●バッテリー付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない

■バッテリーの取り扱いについて

バッテリー内には有毒で腐食性のある酸性の電解液が入っており、また関連部
品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、以下のことを
必ずお守りください。

●バッテリーを取り扱うときは保護メガネを着用し、液 (酸 ) が皮膚・衣服・車体
に付着しないようにする

●必要以上、顔や頭などをバッテリーに近付けない

●誤ってバッテリー液が体に付着したり目に入った場合、ただちに大量の水で洗
い、すぐに医師の診察を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや布を患部にあてて
おく

●バッテリーの支柱・ターミナル・その他の関連部品の取り扱い後は手を洗う

●お子さまをバッテリーに近付けない

注意

■ブースターケーブルの取り扱いについて

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすときは、冷却ファンやベルトに
巻き込まれないように十分注意してください。
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L/C200

オーバーヒートしたときは

オーバーヒートしたときは：

車を安全な場所に止め、エアコンを止める
エンジンルームから蒸気が出ているか確認する
蒸気が出ている場合：
エンジンを停止し、蒸気が出なくなったら、注意してボン
ネットを開け、エンジンを再始動する

蒸気が出ていない場合：
エンジンをかけたまま、注意してボンネットを開ける

ラジエーター冷却用のファンが作動しているか確認する
ファンが作動している場合：
水温計の針が下がってきてからエンジンを停止する

ファンが作動していない場合：
すぐにエンジンを停止して、トヨタ販売店に連絡する

エンジンが十分に冷えてから、
冷却水の量やラジエーターコア
部（放熱部）の冷却水もれを点
検する

冷却水が不足している場合は、
冷却水を補給する（ P. 420）
冷却水がない場合は、応急措置と
して水を補給します。

早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。

ITO52C096

ITY51C047
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知識

■オーバーヒートとは

以下の状態がオーバーヒートです。

●水温計の針がレッドゾーンに入ったり、エンジン出力が低下する

●エンジンルームから蒸気が出る

警告

■エンジンルーム点検中の事故やけがを防ぐために

●エンジンルームから蒸気が出ている場合は、蒸気が出なくなるまでボンネット
を開けないでください。エンジンルーム内が高温になっているため、やけどな
どの重傷を負うおそれがあります。

●エンジンがかかっているときは、手や着衣をファンやベルトから離してくださ
い。

●ボンネット（ P. 334）、エンジンルームカバー（ P. 336）の注意事項も
併せてお読みください。

●エンジンおよびラジエーターが熱いうちはラジエーターキャップを開けない
でください。
高温の蒸気や冷却水が圧力によって噴き出し、やけどなどの重傷を負うおそれ
があります。

注意

■冷却水を入れるときの注意

エンジンが十分に冷えてから入れてください。
冷却水はゆっくり入れてください。
エンジンが熱いときに急に冷たい冷却水を入れると、エンジンが損傷するおそ
れがあります。
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スタックしたときは

知識

■エクストラハイモード（4-Wheel AHC & AVS装着車）

P. 231

警告

■脱出するときは

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、他の車・ものまたは人と
の衝突を避けるため周囲に何もないことを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前方または後方に飛び出すおそれがあります
ので、とくに注意してください。

■シフトレバーを操作するときは

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気を付けてください。
車が急発進し、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

ぬかるみや砂地、雪道などでタイヤが空転したり埋まり込んで動けな
くなったときは以下の方法を試みてください。

パーキングブレーキをかけシフトレバーを P にしてエンジン
を停止する
タイヤ前後の土や雪を取り除く
タイヤの下に木や石などをあてがう
エンジンを再始動する
VSCシステムをOFF にする（ P. 249）
シフトレバーをDまたはRに確実に入れ、注意しながらアク
セルを踏む



5

415

5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

L/C200

注意

■トランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために

●タイヤが空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。

●この方法で脱出できなかった場合、けん引による救援が必要です。
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車両を緊急停止するには

警告

■走行中にやむを得ずエンジンを切るときは

ブレーキの効きが悪くなりハンドルが重くなるため、車のコントロールがしに
くくなり危険です。エンジンを切る前に、十分に減速するようにしてください。

万一、車が止まらなくなったときの非常時のみ、以下の手順で車両を
停止させてください。

ブレーキペダルを両足でしっかりと踏み続ける
ブレーキペダルを繰り返し踏まないでください。通常より強い力が必要
となり、制動距離も長くなります。

シフトレバーをNに入れる

シフトレバーがNに入った場合
減速後、車を安全な道路脇に停める
エンジンを停止する

シフトレバーがNに入らない場合
ブレーキペダルを両足で踏み続け、可能な限り減速させる

“ エンジン スタート ストップ ”
スイッチを3秒以上押し続けて
エンジンを停止する

車を安全な道路脇に停める

3秒以上押す
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L/C200

6-1. 仕様一覧

メンテナンスデータ (油脂類の容量と銘柄など )

燃料

エンジンオイル

※ 0W-20 は新車時に充填されている、最も省燃費性に優れるオイルです。

指定燃料 容量 [L]（参考値）

無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク） 93

銘柄

容量 [L]（参考値）

オイルのみ
交換

オイルと
オイル
フィルター
交換

トヨタ純正モーターオイル SM 0W-20※

API SM，EC/ILSAC GF-4，SAE 0W-20
トヨタ純正モーターオイル SM 5W-30
API SM，EC/ILSAC GF-4，SAE 5W-30

トヨタ純正モーターオイル SM 10W-30
API SM，EC/ILSAC GF-4，SAE 10W-30

トヨタ純正モーターオイル SL 5W-20
API SL，EC SAE 5W-20

トヨタ純正モーターオイルSL 10W-30
API SL，EC SAE 10W-30

7.1 7.5

使用するオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左右されます。
トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル・液類のご使用をおすすめ
します。トヨタ純正油脂・液類以外を使用される場合は、それぞれの
油脂に相当する品質のものをご使用ください。
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■指定エンジンオイル
API 規格 SM/EC、SL/EC か、ILSAC 規格合格油をおすすめします。
なお、ILSAC規格合格油の缶には ILSAC CERTIFICATION（イルサッ
クサーティフィケーション）マークが付いています。

API マーク
ILSAC CERTIFICATION マー
ク

■エンジンオイル推奨粘度
下記表に基づき、外気温に適した粘度のものをご使用ください。

※0W-20は新車時に充填されている、最も省燃費性に優れるオイルです。

オイル粘度について：

● オイル粘度表示の0Wは、低温時のエンジン始動特性を示しています。
W の前の数値が小さいほど冬場や寒冷時のエンジン始動が容易にな
ります。

● 0W-20の 20は、オイル粘度の硬さを示しています。
粘度の高いオイルは高速または重負荷走行に適しています。
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ラジエーター

オートマチックトランスミッション

※ 容量は参考値です。交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。

ディファレンシャル

トランスファー

パワーステアリング

銘柄 容量 [L]
（参考値）

トヨタ純正スーパーロングライフクーラント
凍結保証温度
濃度30％ －12℃
濃度50％ －35℃

17.4

銘柄 容量 [L]
（参考値※）

トヨタ純正オートフルード WS 11.1

銘柄（推奨粘度）
容量 [L]（参考値）

フロント リヤ

トヨタ純正ディファレンシャルギヤオイル LT 
(API GL-5 SAE 75W-85)

1.90 4.20

銘柄（推奨粘度） 容量 [L]（参考値）

トヨタ純正トランスファーギヤオイル LF
(SAE 75W)

1.45

銘柄 容量 [L]（参考値）

トヨタ純正パワーステアリングフルード 1.2
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サスペンション（4-Wheel AHC & AVS装着車）

ブレーキ

■ブレーキフルード

■ブレーキペダル

※1 エンジン回転時に490 N (50 kgf)の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値
です。

■パーキングブレーキ

※2 ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（“カチッ”という音）のこと
です。

ウォッシャータンク

銘柄

トヨタ純正サスペンションフルードAHC

銘柄

トヨタ純正ブレーキフルード2500H

項目 基準値 [mm]

遊び 1～6

踏み込んだときの床板とのすき間※1 93以上

項目 基準値（回数）

引きしろ
操作力200 N (20 kgf) のときのノッチ※2数

5～7

容量 [L]（参考値） 4.8
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タイヤ

電球（バルブ）

※LED は、Light Emitting Diodes（発光ダイオード）の略で、半導体発光電子素子
です。

タイヤサイズ
タイヤが冷えているときの
空気圧 kPa (kg/cm2)

前輪 後輪

275/65R17 115S 230 (2.3) 230 (2.3)

285/60R18 116H 230 (2.3) 230 (2.3)

285/50R20 112H 230 (2.3) 230 (2.3)

電球 W（ワット）数

車外

ヘッドライト
ロービーム（バルブタイプ：H11）
ハイビーム（バルブタイプ：HB3）

55
60

フロント方向指示兼非常点滅灯 21

車幅灯 5

フロントフォグライト（バルブタイプ：HB4）＊ 51

サイド方向指示兼非常点滅灯 5

リヤ方向指示兼非常点滅灯 21

制動灯 LED※

尾灯 LED※

後退灯 16

リヤフォグライト＊ 21

ハイマウントストップライト LED※

番号灯 5

ドアミラー照明＊ 5

ステップ照明＊ 3.8

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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※LED は、Light Emitting Diodes（発光ダイオード）の略で、半導体発光電子素子
です。

車両仕様

電球 W（ワット）数

車内

インテリアライト＊ 8

パーソナルライト＊

GX、AX
ZX

8
LED※

バニティライト 2

ドアカーテシ照明 5

グローブボックスライト 1.2

シフト照明＊ LED※

インサイドハンドル照明＊ LED※

足元照明＊ LED※

スカッフプレート照明＊ LED※

型式 エンジン 駆動方式

URJ202 1UR-FE（4.6L ガソリン） 4WD（4輪駆動）

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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6-2. カスタマイズ機能

車両カスタマイズ機能一覧

ナビゲーション画面で車両カスタマイズ設定をする

 スイッチを押す

 にタッチし設定したい項目
にタッチする

お車には、設定を変更することが可能な数多くの装備が付いています。
トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更することができます。

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。
詳しくはトヨタ販売店へお問い合わせください。

ナビゲーションシステム装着車
ナビゲーションシステム（メーカーオプション）の画面操作により
設定を変更することができる機能もあります。

ITI62C001a

設定・編集

ITO62C002

車両
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各項目の設定をする
 、  、または 

にタッチします。

 にタッチしたときは、次に表
示された画面で設定値を選択します。

 にタッチする
設定変更中画面が表示されます。
設定変更中は他の操作をおこなわな
いでください。

 にタッチせずに、他の画面に
切り替えると設定は変更されません。

ITO62C003a

する しない 切替

切替

ITO62C004

完了

完了
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L/C200

車両カスタマイズ設定一覧

車両カスタマイズ設定は、トヨタ販売店で変更することができます。
メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車では、画面操作に
より設定を変更できる機能もあります。
また、車両側のスイッチ操作で設定できる機能もあります。

ナビゲーションシステムの画面操作で設定可
車両側のスイッチ操作などで設定可
トヨタ販売店で設定可

項目 機能の内容 初期設定 変更後

スマートエント
リー＆スタート
システム
（ P. 26）

スマートエントリー
＆スタートシステム

する しない ○ ー ○

解錠ドアの選択 全席 運転席 ○ ○ ○

ワイヤレスドア
ロック
（ P. 38）

ワイヤレス機能 する しない ー ー ○

ワイヤレスリモコン
の2回操作の解錠

しない する ○ ー ○

スマートエント
リー＆
スタートシステ
ム（ P. 26）
とワイヤレスド
アロック
（ P. 38）共通

作動の合図（ブザー） する しない ー ー ○

作動の合図
（非常点滅灯）

する しない ○ ー ○

解錠後、ドアを開け
なかったときの自動
施錠までの時間

30 秒
60 秒

ー ー ○
120秒

半ドア警告ブザー する しない ー ー ○
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※1この場合、作動開始時のブザーは残ります。
※2この場合、ワイヤレスリモコン操作は「1回長押し」に限定されます。
※3この場合、バックドア解錠後ワイヤレスリモコンでバックドアを開けることができ
ます。

項目 機能の内容 初期設定 変更後

ドアロック
（ P. 40）

車速感応式
ドアロック

する しない ○ ○ ○

運転席を開けたとき
の全ドア解錠

しない する ○ ○ ○

シフトレバーをP
にしたときの全ドア
解錠

する しない ○ ○ ○

シフトレバーをP
以外にしたときの全
ドア施錠

しない する ○ ○ ○

メカニカルキーによ
る解錠

1回で全
ドア解錠

1回で運
転席ドア
解錠、連続
2回で全
ドア解錠

○ ー ○

パワーバック
ドア＊

（ P. 45）

スイッチ操作 長押し 短押し ー ー ○

作動中の合図（ブザー） する しない※1 ー ー ○

ワイヤレスリモコン
操作

1回
長押し

1回短押し

ー ー ○2回押し

なし

ワイヤレスリモコン
連動機能（ワンモー
ション）

あり※2 なし※3 ー ー ○

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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※1 AX、ZXのみ。
※2パワーウインドウのドアキー連動開閉機能が「あり」のときに設定が変更できます。
※3パワーウインドウのワイヤレスリモコン連動開閉機能が「あり」のときに設定が変
更できます。

※4パワーウインドウのスマートエントリー& スタートシステム連動閉機能が「あり」
のときに設定が変更できます。

項目 機能の内容 初期設定 変更後

パワー
ウインドウ※1

（ P. 101）

ドアキー連動開閉
機能

なし あり ー ー ○

スマートエントリー
＆スタートシステム
連動閉機能

なし あり ー ー ○

ワイヤレスリモコン
連動開閉機能

なし あり ー ー ○

ムーン
ルーフ＊※1

（ P. 104）

ドアキー連動開閉
機能※2

なし

開閉作動

ー ー ○開作動のみ

閉作動のみ

ドアキー連動作動時
の開閉部位

スライド
のみ

チルト
のみ ー ー ○

ワイヤレスリモコン
連動開閉機能※3

なし

開閉作動

ー ー ○開作動のみ

閉作動のみ

ワイヤレスリモコン
連動作動時の
開閉部位

スライド
のみ

チルト
のみ ー ー ○

スマートエントリー
＆スタートシステム
連動閉機能※4

なし あり ー ー ○

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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※ナビゲーションシステム装着車のエアコンのみ変更ができます。

項目 機能の内容 初期設定 変更後

ライト自動点灯・
消灯システム
（ P. 191）

ライトセンサーの感
度調整

0 －2～＋
2 ○ ー ○

ライトを点灯するま
での時間

標準 長め ー ー ○

イルミネーション
（ P. 288）

室内照明の消灯まで
の時間

15秒

7.5秒

○ ー ○30秒

OFF

“エンジン スタート 
ストップ” スイッチ
OFF後の作動

あり なし ー ー ○

ドアミラー照明・
ステップ照明の点灯
時間＊

15秒

7.5秒

○ ー ○30秒

OFF

足元照明の点灯＊ あり なし ー ー ○

シフト照明の点灯＊ あり なし ー ー ○

接近時のルーム
ライトの点灯＊

あり なし ー ー ○

エアコン※
（別冊「ナビ
ゲーションシス
テム取扱書」
参照）

AUTOスイッチを
ONにしたとき、
A/C（エアコン）ス
イッチが連動してON
になる

する しない ○ ー ○

AUTOスイッチが
ONのとき、連動し
て外気導入と内気循
環を自動的に切り替
える

する しない ○ ー ○

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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※1 ZXのみ。
※2 ZXの雨滴感知式ワイパー装着車のみ。

項目 機能の内容 初期設定 変更後

リヤワイパー＆
ウォッシャー
（ P. 201）

車速切り替え機能※1 あり なし ー ー ○

液だれ防止機能※1 あり なし ー ー ○

ウォッシャー連動
機能※1

あり なし ー ー ○

リバース連動機能※2 1回
連続

ー ー ○
なし

その他

周囲の明るさによ
り、メーターなどの
照度を自動減光する
ためのセンサーの感
度調節

0 －2～
＋2 ○ ー ○

周囲の明るさにより、
減光したメーターな
どの照度をもとにも
どすためのセンサー
の感度調節

0 －2～
＋2 ○ ー ○
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知識

■車両カスタマイズについて

●「車速感応式ドアロック」と「シフトレバーを P 以外にしたときの全ドア施
錠」を両方とも  にした場合、以下のように作動します。

･ シフトレバーをP以外にすると全ドア施錠されます。
･ 全ドア施錠された状態で発進した場合、車速感応式ドアロックは作動しま
せん。
･ 発進前にいずれかのドアロックを解錠してから発進した場合は、車速感応
式ドアロックが作動します。

●「スマートエントリー＆スタートシステム」が  の場合、「解錠ドア
の選択」はできません。

●解錠後、ドアを開けなかったときの自動施錠が作動したときの合図は、「作
動の合図（ブザー）」・「作動の合図（非常点滅灯）」の設定に依存します。

■車両側のスイッチで設定をおこなった場合

ナビゲーションシステム装着車で、ナビゲーション画面で設定できる項目を、車
両側のスイッチで設定した場合、ナビゲーション画面の項目表示は、すぐに切
り替わりません。
いったん“エンジン スタート ストップ” スイッチを OFF にしてからイグニッ
ションONモードにすると、画面表示が切り替わります。

■ナビゲーション画面でカスタマイズをおこなうときは

安全な場所に停車し、パーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にしてく
ださい。また、バッテリーあがりを防ぐため、エンジンがかかっている状態で
操作をおこなってください。

する

しない
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警告

■ナビゲーション画面でカスタマイズをおこなうときは

エンジンをかけた状態で操作をおこなうため、車庫内など囲まれた場所では、十
分に換気をしてください。換気をしないと、排気ガスが充満し、排気ガスに含
まれる一酸化酸素（CO）により、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。
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6-3. 初期設定

初期設定が必要な項目

項目 初期設定が必要なとき 参照

パワーバックドア＊

･バッテリーの充電・交換後の再
接続時
･ヒューズ交換後

P. 47

バックガイドモニター＊ 別冊「ナビゲーショ
ンシステム取扱書」

ワイドビューフロント
＆サイドモニター＊

別冊「ナビゲーショ
ンシステム取扱書」

以下の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスをおこなった
あとなどに、システムを正しく働かせるために初期設定が必要です。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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略語一覧....................................  436

五十音順さくいん ....................  437

症状別さくいん ........................  447
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略語一覧

アルファベット略語一覧

アルファベット略語 カタカナ表記

A/C エアコン

ABS アンチロックブレーキシステム

AHC アクティブハイトコントロール

AI-SHIFT アーティフィカルインテリジェンスシフト

AVS アダプティブバリアブルサスペンションシステム

CRAWL クロールコントロール

DISP ディスプレイ

ECT エレクトロニックコントロールトランスミッション

ECU エレクトリックコントロールユニット

EDR イベントデータレコーダー

ETC エレクトロニックトールコレクション

INT インターミテント

KDSS キネティックダイナミックサスペンションシステム

LED ライトエミッティングダイオード

PCS プリクラッシュセーフティシステム

PWR パワー

RSCA ロールセンシングオブカーテンシールドエアバッグ

SRS サプリメンタルレストレイントシステム

TRC トラクションコントロール

VGRS バリアブルギヤレシオステアリング

VSC ビークルスタビリティコントロール
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L/C200

五十音順さくいん

五十音順さくいん

アームレスト ................................ 318
RSCA OFF スイッチ.................. 135
アクティブ TRC........................... 247
アクティブハイト
コントロール.............................. 228
アクティブヘッドレスト................ 56
アクセサリーコンセント............. 312
アクセサリーソケット................. 312
アシストグリップ&
コートフック.............................. 317
アダプティブバリアブル
サスペンションシステム .......... 237
アンチロックブレーキ
システム ..................................... 247

イージークローザー........................ 48
ETC※
イグニッションスイッチ............. 165
イベントデータレコーダー ......... 376
イルミネーテッドエントリー
システム ..................................... 288
インテリアライト
W数 ......................................... 423
スイッチ................................... 290

インナーミラー................................ 94

ウインカー
W数 ......................................... 422
スイッチ................................... 174
電球の交換............................... 338

ウインドウ
ウォッシャー...............196，201
パワーウインドウ ................... 101
リヤウインドウ
デフォッガー ........................ 285

ウインドウロックスイッチ..........101
ウォーニングライト .....................378
ウォッシャー
液の補給...................................363
スイッチ ...................... 196，201
タンク容量 ...............................421
冬の前の準備・点検................263

運転
寒冷時の運転 ...........................263
正しい姿勢 ...............................123
手順...........................................156

運転席シートベルト
非着用警告灯 ..............................380

エアコン
オートエアコン........................268
花粉除去機能 ...........................276
フィルターの交換....................364
フロントエアコン....................268
リヤエアコン ...........................280

エアバッグ
一般的な警告 ...........................131
SRSエアバッグ......................125
お子さまのための注意............131
カーテンシールドエアバッグに
関する警告.............................131
カーテンシールドエアバッグの
作動条件 ................................127
改造・分解 ...............................134
警告灯.......................................379
サイドエアバッグに
関する警告.............................131
サイドエアバッグの
作動条件 ................................127

あ

い

う

え

※：別冊「ナビゲーションシステム 取扱書」を参照してください。
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五十音順さくいん

L/C200

作動条件................................... 127
正しい姿勢............................... 123
配置 .......................................... 125

AUX端子※
エンジン
エンジン（イグニッション）
スイッチ................................ 165
エンジン回転計....................... 177
エンジンがかからない............ 402
エンジン警告灯....................... 379
エンジンルームカバー............ 336
オーバーヒート....................... 412
かけ方....................................... 165
緊急始動機能........................... 403
ボンネット............................... 334

エンジンイモビライザー
システム ..................................... 113
エンジンオイル
冬の前の準備・点検 ............... 263
容量 .......................................... 418

“エンジン スタート ストップ”
スイッチ ..................................... 165

オイル
油脂類の容量と銘柄 ............... 418

応急用タイヤ
空気圧....................................... 422
スペアタイヤ........................... 387

オーディオ※
オートアウェイ&
オートリターン機能..................... 93
オートアラーム............................. 115
オートエアコン............................. 268

オートマチックトランスミッション
Sモード...................................171
オートマチックトランス
ミッション.............................169
シフトレバーが
シフトできない.....................404

オーバーヒート（エンジン）........412
オーバーヘッド
コンソールボックス...................297
オープナー
給油口.......................................109
バックドア ..................................45
ボンネット ...............................334

お子さまの安全のために
ウインドウロックスイッチ ....101
エアバッグに関する警告........131
お子さまのシートベルト
着用...........................................87
キーの電池に関する警告........362
子供専用シート........................136
シートベルトに関する警告 .......88
チャイルドシートの固定........146
チャイルドプロテクター...........41
発炎筒の取り扱いに関する
警告........................................371
バックドアに関する警告...........50
バッテリーに関する警告........411
パワーウインドウに
関する警告.............................103
ムーンルーフに関する警告 ....107
リヤシートに関する警告...........71

オドメーター（積算距離計）........177

お
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五十音順さくいん

L/C200

カーテンシールドエアバッグ ..... 125
カードホルダー............................. 302
外気温度表示 ................................ 309
カスタマイズ機能......................... 424
ガソリンスタンドでの情報 ......... 452
カップホルダー............................. 298
花粉除去機能 ................................ 276

キー
キー ............................................. 24
キーナンバー.............................. 24
キーレスエントリー .................. 38
キーをなくした....................... 405
電子キー...................................... 24
電子キーが正常に働かない.... 407
電子キーの電池が切れた........ 407
メカニカルキー.......................... 24
ワイヤレスリモコン .................. 38

キネティックダイナミック
サスペンションシステム .......... 247
給油口............................................ 109
給油後平均燃費............................. 189
緊急時の対処
エンジンがかからない............ 402
オーバーヒートした ............... 412
キーの電池が切れた ............... 407
キーをなくした....................... 405
警告灯がついた....................... 378
警告メッセージが
表示された............................ 384
けん引....................................... 372
故障したとき........................... 368
シフトレバーが
シフトできない .................... 404
車両を緊急停止する ............... 416

スタックした ...........................414
電子キーが正常に働かない ....407
発炎筒.......................................370
バックドアが開かなく
なった ....................................406
バッテリーがあがった............409
パンクした ...............................387

空気圧（タイヤ）...........................422
空調
オートエアコン........................268
フィルターの交換....................364

クールボックス.............................304
区間距離計.....................................177
曇り取り
フロントガラス........................276
ミラーヒーター...........................98
リヤウインドウ
デフォッガー.........................285

クリアランスソナー .....................218
クルーズコントロール..................204
グローブボックス .........................295
クロールコントロール..................244

か

き く

※：別冊「ナビゲーションシステム 取扱書」を参照してください。
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五十音順さくいん

L/C200

警音器（ホーン）........................... 176
計器
メーター................................... 177
メーター照度調整ダイヤル.... 182

警告灯
ABS&ブレーキアシスト ...... 379
PCS ......................................... 379
SRSエアバッグ..................... 379
VSC OFF ................................ 379
ウォッシャー液残量 ............... 380
エンジン................................... 379
オートマチックトランス
ミッションパーキング......... 380
オートマチック
トランスミッション油温..... 379
シートベルト非着用 ............... 380
スマートエントリー&
スタートシステム................. 382
充電 .......................................... 378
燃料残量................................... 380
半ドア....................................... 380
プリテンショナー ................... 379
ブレーキ................................... 378
マスターウォーニング............ 380

警告ブザー
クリアランスソナー ............... 222
シートベルト非着用 ............... 380
シフトダウン制限 ................... 172
スマートエントリー＆
スタートシステム.................... 34
パーキングブレーキ
未解除走行時 ........................ 378
半ドア....................................... 380
ブレーキ................................... 378
ムーンルーフ閉め忘れ............ 105

警告メッセージ.............................384
傾斜センサー.................................117
化粧用ミラー.................................307
けん引.............................................372
減衰力切り替えスイッチ..............237

コートフック.................................317
交換
キーの電池 ...............................361
タイヤ.......................................393
電球...........................................338
ヒューズ ...................................352

工具 ................................................387
航続可能距離.................................189
後退灯
W数..........................................422
電球の交換 ...............................338

子供専用シート.............................136
小物入れ............................ 303，320
コンソールボックス .....................296
コンライト.....................................191

サードシート
格納....................................62，66
調整..............................................58

サイドエアバッグ .........................125
サイドターンシグナルライト
W数..........................................422
電球の交換 ...............................338
レバー.......................................174

三角表示板固定用バンド..............321
三角表示板等収納スペース..........321
サンバイザー.................................306

け

こ

さ
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五十音順さくいん

L/C200

シート
子供専用シート....................... 136
サードシート.............................. 58
セカンドシート.......................... 58
正しい姿勢............................... 123
チャイルドシートの固定........ 146
手入れ....................................... 328
フロントシート.......................... 55
フロントシートの調整に
関する警告............................... 57
ヘッドレスト.............................. 77
リヤシートの調整に関する
警告........................................... 71

シートヒーター............................. 315
シートベルト
お子さまの着用.......................... 87
緊急時シートベルト
固定機構................................... 86
シートベルト非着用警告灯.... 380
シートベルト
プリテンショナー.................... 85
清掃・手入れ........................... 329
正しい着用.................................. 82
チャイルドシートの固定........ 146
調整 ............................................. 82
妊娠中の方の着用 ...................... 86
プリクラッシュシートベルト... 85

シガレットライター..................... 311
室内灯
W数 ......................................... 423
インテリアライト ................... 290
自動消灯機能........................... 289
パーソナルライト ................... 292

始動後走行距離.............................189
始動後平均車速.............................189
シフトレバー
オートマチックトランス
ミッション.............................169
シフトレバーが
シフトできない.....................404

シフトロックシステム..................404
車高切り替えスイッチ..................228
車高制御スイッチ .........................228
車速
始動後平均車速........................189
スピードメーター....................177

ジャッキ
車載ジャッキ ...........................387

ジャッキハンドル
組み付け......................... 391，394
車幅灯
W数..........................................422
電球の交換 ...............................338
ライトスイッチ........................191

車両カスタマイズ .........................424
車両型式.........................................423
車両仕様.........................................418
収納装備............................ 293，320
手動光軸調整ダイヤル..................192
瞬間燃費.........................................189
初期設定.........................................433
助手席シートベルト
非着用警告灯 ..............................380
侵入センサー.................................117

し
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五十音順さくいん

L/C200

水温計............................................ 177
スイッチ
イグニッション....................... 165
ウインドウロック ................... 101
エンジン（イグニッション）...165
クロールコントロール............ 244
シートヒーター....................... 315
侵入・傾斜センサーOFF ...... 118
ドアロック.................................. 40
ドライビングポジション
メモリー................................... 73
トランスファー....................... 238
パワーウインドウ ................... 101
非常点滅灯............................... 368
フォグライト........................... 194
ムーンルーフ........................... 104
ライト....................................... 191
ワイパー＆ウォッシャー
...................................196，201

スタック
スタックした........................... 414

ステアリングスイッチ
（オーディオ）※
ステアリングホイール
調整 ............................................. 91

スピードメーター......................... 177
スペアタイヤ
空気圧....................................... 422
収納場所................................... 387

スペック........................................ 418
スマートエントリー＆
スタートシステム
エンジンの始動....................... 165
作動範囲...................................... 29
車両カスタマイズ機能............ 424

正常に働かない........................407
節電機能 ......................................31
ドアの施錠・解錠.......................27
バックドアの施錠・解錠...........28

清掃
外装...........................................324
シートベルト ...........................329
内装...........................................328

制動灯
W数..........................................422

セカンドシート
格納..............................................59
調整..............................................58
サードシートへの乗り降り .......59

積算距離計.....................................177
セキュリティカメラ .....................117
センサー
インナーミラー...........................95
侵入・傾斜センサー................115
プリクラッシュセーフティ
システム ................................256
ヘッドライト ...........................193
レーダークルーズ
コントロール.........................214

洗車 ................................................324
前照灯
W数..........................................422
スイッチ ...................................191
電球の交換 ...............................338

センターデフロックスイッチ......238

速度計.............................................177

す

せ

そ



443

五十音順さくいん

L/C200

タイヤ
空気圧....................................... 422
交換 .......................................... 393
スペアタイヤ........................... 387
チェーン................................... 263
点検 .......................................... 331
パンクした............................... 387
冬用タイヤ............................... 263
ローテーション....................... 331

タコメーター ................................ 177

チェーン（タイヤチェーン）....... 263
チャイルドシート
ISOFIX バーでの固定............. 148
シートベルトでの固定............ 147

チャイルドプロテクター................ 41
駐車ブレーキ ................................ 175

ツール............................................ 387

ディスプレイ
警告メッセージ....................... 384
ドライブモニター ................... 189

手入れ
外装 .......................................... 324
シートベルト........................... 329
内装 .......................................... 328

テールランプ
W数 ......................................... 422
スイッチ................................... 191
電球の交換............................... 338

デフォッガー
フロントガラス....................... 276
ミラーヒーター.......................... 98
リヤウインドウ
デフォッガー ........................ 285

電圧計.............................................177
電球
W数..........................................422
交換...........................................338

電子キー
作動範囲......................................29
正常に働かない........................407
節電機能 ......................................31
電池が切れた ...........................361

電話スイッチ※

ドア
ドアガラス ...............................101
ドアミラー ..................................96
ドアロック ..................................40
バックドア ..................................45
フロントドア ..............................40
リヤドア ......................................40

ドアガラス.....................................101
ドアポケット.................................293
ドアミラー
調整..............................................96

盗難防止システム
エンジンイモビライザー
システム ................................113

トークスイッチ※
時計 ................................................308
ドライビングポジション
メモリー.........................................73
ドライブモニター .........................189
トラクションコントロール..........247
トランスファースイッチ..............238
トリップメーター .........................177

た

ち

つ

て

と

※：別冊「ナビゲーションシステム 取扱書」を参照してください。
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五十音順さくいん

L/C200

ナビゲーションシステム※

ニーエアバッグ............................. 125
荷物
積むときの注意....................... 261

燃費
給油後平均燃費....................... 189
瞬間燃費................................... 189

燃料
ガソリンスタンドでの情報.... 452
給油 .......................................... 109
種類 .......................................... 418
燃料計....................................... 177
容量 .......................................... 418

パーキングブレーキ..................... 175
パーソナルライト
W数 ......................................... 423
スイッチ................................... 292

灰皿................................................ 310
ハザードライト
W数 ......................................... 422
スイッチ................................... 369
電球の交換............................... 338

発炎筒............................................ 370
バックアップライト
W数 ......................................... 422
電球の交換............................... 338

バックドア ....................................... 45
バックドアイージークローザー..... 48
バッテリー
バッテリーがあがった............ 409
冬の前の準備点検 ................... 263

バニティミラー............................. 307

バニティライト
W数..........................................423
バニティライト........................307

バリアブルギヤレシオ
ステアリング ..............................247
バルブ
W数..........................................422
交換...........................................338

パワーウインドウ .........................101
パワーバックドア ............................45
パンク
パンクした ...............................387

番号灯
W数..........................................422
電球の交換 ...............................338

ハンドル
調整..............................................91

ビークルスタビリティ
コントロール ..............................247
ヒーター
オートエアコン........................268
シートヒーター........................315
ミラーヒーター...........................98

非常点滅灯
W数..........................................422
スイッチ ...................................369
電球の変更 ...............................338

尾灯
W数..........................................422
スイッチ ...................................191

ヒューズ.........................................352
表示灯.............................................183
ヒルスタートアシスト
コントロール ..............................247

な

に

ね

は

ひ
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五十音順さくいん
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4-Wheel AHC............................. 228
フォグライト
W数 ......................................... 422
スイッチ................................... 194
電球の交換............................... 338

フック
けん引フック........................... 372
コートフック........................... 317
ロープフック........................... 320

冬用タイヤ .................................... 263
プリクラッシュシートベルト ........ 85
プリクラッシュセーフティ
システム ..................................... 255
フルタイム4WD ......................... 238
ブレーキ
パーキングブレーキ ............... 175

ブレーキアシスト......................... 247
フロアマット ................................ 319
フロントシート
調整 ............................................. 55

フロントターンシグナルライト
W数 ......................................... 422
電球の交換............................... 338
レバー....................................... 174

フロントフォグライト
W数 ......................................... 422
スイッチ................................... 194
電球の交換............................... 338

フロントワイパーデアイサー ..... 287

平均車速.........................................189
平均燃費.........................................189
ヘッドライト
W数..........................................422
手動光軸調整ダイヤル............192
スイッチ ...................................191
電球の交換 ...............................338
ライトセンサー........................193

ヘッドライトクリーナー..............203
ヘッドレスト
調整..............................................77

ヘルプネットスイッチ※

ホーン.............................................176
ホイール.........................................331
方向指示灯
W数..........................................422
電球の交換 ...............................338
レバー.......................................174

方向指示レバー.............................174
補助確認装置....................................99
ボトルホルダー.............................300
ボンネット.....................................334

マルチインフォメーション
ディスプレイ ..............................187
マルチテレインABS ...................247

ミラー
インナーミラー...........................94
ドアミラー ..................................96
バニティミラー........................307
補助確認装置 ..............................99
ミラーヒーター........................285

ふ へ

ほ

ま

み

※：別冊「ナビゲーションシステム 取扱書」を参照してください。
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五十音順さくいん

L/C200

ムーンルーフ ................................ 104

メーター
メーター................................... 177
メーター照度調整ダイヤル.... 182

メンテナンス
メンテナンスデータ ............... 418

油圧計............................................ 178
USB端子※
ユーザーカスタマイズ................. 424
油脂類............................................ 418

ライセンスプレートライト
W数 ......................................... 422
電球の交換............................... 338

ライト
W数 ......................................... 422
足元照明................................... 288
インサイドハンドル照明........ 288
インテリアライト ................... 290
室内灯一覧............................... 288
スカッフプレート照明............ 288
ステップ照明........................... 288
電球の交換............................... 338
ドアカーテシ照明 ................... 288
ドアミラー照明....................... 288
パーソナルライト ................... 292
バニティライト....................... 307
フォグライト........................... 194
ヘッドライト........................... 191
方向指示灯............................... 174

ライトセンサー............................. 193
ラゲージルーム内装備................. 320

リヤウインドウデフォッガー......285
リヤシート
調整..............................................58
サードシート ....................62，66
セカンドシート...........................59

リヤシートエンターテイメント※
リヤターンシグナルライト
W数..........................................422
電球の交換 ...............................338
レバー.......................................174

リヤフォグライト
W数..........................................422
スイッチ ...................................194
電球の交換 ...............................338

冷却水
冬の前の準備・点検................263
容量...........................................420

冷却装置
エンジンオーバーヒート........412

レーダークルーズ
コントロール ..............................208

ロープフック.................................320

ワイドビューモニタースイッチ※
ワイパー
スイッチ...................... 196，201

ワイパーデアイサー .....................287
ワイヤレスドアロック
電池交換...................................361
リモコン ......................................38

む

め

ゆ

ら

り

れ

ろ

わ

※：別冊「ナビゲーションシステム 取扱書」を参照してください。
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症状別さくいん

症状別さくいん

タイヤがパンクした P. 387 パンクしたときは

エンジンがかからない
P. 402 エンジンがかからないときは

P. 113 エンジンイモビライザーシステム
P. 409 バッテリーがあがったときは

シフトレバーが動かない P. 404 シフトレバーがシフトできないとき
は

水温計の針が
赤いゾーンに入った

エンジンルームから
蒸気が立ちのぼった

P. 412 オーバーヒートしたときは

キーをなくした P. 405 キーをなくしたときは

バッテリーがあがった P. 409 バッテリーがあがったときは

ドアが施錠できない
P. 26

ドアP. 38
P. 40

バックドアが開かない P. 406 バックドアが開かなくなったときは

ホーンが鳴り出した P. 115 オートアラーム
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症状別さくいん

L/C200

オプティトロンメーター

アナログメーター

ぬかるみや砂地などで
動けなくなった

P. 414 スタックしたときは

警告灯が点灯、点滅した P. 378 警告灯がついたときは

ABS 4LO
PCS

A/T P

ECT
PWR

2nd
STRT

RSCA
OFF

CRUISE

ITIPC115
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L/C200

■警告灯一覧

P. 378 P. 380

P. 378 P. 380

P. 379 P. 380

P. 379
P. 380

P. 379

P. 380
P. 379

P. 380
P. 380

P. 382
P. 379

P. 379

ブレーキ警告灯 半ドア警告灯

充電警告灯 燃料残量警告灯

オートマチックトランスミッ
ション油温警告灯

運転席シートベルト
非着用警告灯

エンジン警告灯
助手席シートベルト
非着用警告灯

SRSエアバッグ／プリテン
ショナー警告灯

オートマチックトランスミッショ
ンパーキング警告灯ABS＆ブレーキアシ

スト警告灯
マスターウォーニング

ウォッシャー液残量
警告灯

スマートエントリー&スタート
システム警告灯VSC OFF表示灯

（点滅時）

PCS警告灯
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L/C200

警告メッセージが表示された
（オプティトロンメーター装着車）

P. 384 警告メッセージが表示されたときは

警告音が鳴った

■警告灯の点灯・点滅、またはマルチインフォメーションディス
プレイ＊の警告メッセージをご確認ください。

● 警告灯が点灯・点滅している（ P. 378）

● 警告メッセージが表示されている（ P. 384）

■警告灯が点灯・点滅やマルチインフォメーションディスプレイ＊
に警告メッセージがないとき、または車外で警告音が鳴ったとき
は、以下のことをご確認ください。

お車の状況 鳴ったときの状況 参照ページ

停車／駐車中

ドアを開けたとき

P. 34
車外に出たとき

スマートエントリ＆スタートシ
ステムでロックスイッチを押し
たとき

走行中

シフトレバーをRにしたとき P. 172

シフトダウンしたとき P. 172

レーダークルーズコントロール＊
を使っているとき P. 208

ブレーキを踏んだとき P. 164

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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ガソリンスタンドでの情報
給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。

ITOPC155

給油口
P. 109

ボンネットフック
P. 334

タイヤ空気圧
P. 422

給油口オープナー
P. 109

ボンネットオープナー
P. 334

燃料の容量
( 参考値 ) 93L

燃料の種類 無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）P. 110，418

タイヤが冷えている
ときの空気圧

エンジンオイル容量
( 参考値 )

オイルのみ交換時
7.1L 

オイルとオイルフィルター交換時
7.5L 

エンジンオイルの
種類

トヨタ純正モーターオイル
・ SM 0W-20(API SM、EC/ILSAC GF-4、SAE 0W-20)
・ SM 5W-30(API SM、EC/ILSAC GF-4、SAE 5W-30)
・ SM 10W-30(API SM、EC/ILSAC GF-4、SAE 10W-30)
・ SL 5W-20(API SL、EC SAE 5W-20)
・ SL 10W-30(API SL、EC SAE 10W-30)

タイヤサイズ 前輪 後輪
275/65R17 115S

230(2.3)kPa(kg/cm2)285/60R18 116H
285/50R20 112H
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